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地域研究第29集 ｢歴史的町鴨方の変貌一陣塩町から近郊住宅地へ｣を,ここに,刊行す
ることになった.これは,岡山大学教育学部社会科教室に所属する3年次生のうち.日本
盟,地理学および社会科教育を轟攻 ･専修する学生の必修単位の授禁としてなされた ｢地
域研究｣ (県内の1町村を研究対象としてお二をう,総合的な実地調査)の成果をまとめ
た報告書である｡
昭和59年度には, ｢地域研究｣の対象地を鴨方町とし,調査のための事前の予備的文献
調査や準備をおこない,7月23日より27日まで, 4泊5日の現地本調査をねこか ､,後,
調査結果の分析や補足調査を重ねをがら,レポー トをまとめた｡
地域研究の対象地を選ぶ条件としては,実地調査を実施するに相応する史料 ･Tt=料があ
ること,また,町役場や教育委員会などの協力が得られること,をどがあるわけであるが
鴨方町については,とりわけ,町役場や町史編第委員会の薯諸と協力方の申し出があった
こと,また,史料 ･資料の条件もみたされていること,などによって,決定した｡
調査対象地としての鴨方町域は,旧石器時代.純文 ･弥生時代の人々の生活の舞宙として
古くからl糾すた土地であるo首長盛である前方後円墳は発見されていか 1が,径十数米の
円墳が約20碁発見されているoまた,北部の阿部山･竹林寺山･遥開山と南部の竜王山の山
塊の問に形成された低地帯には条里制のあとをとどめている｡
716年 (霊屯2)には ｢備中国浅口郡犬建部云々｣と,鴨方の属する浅口郡の名が,初め
て歴史智に記録されている｡平安時代には.鴨方町域は,浅口郡 8郷中の河村郷,小坂郷
大畠郷に属していた.鎌倉室町期には,荘同が発達し,河村郷は津田荘と河村荘に,小坂
郷は小坂井と呼ばれるようになったO室町｢酎ヒには,守誰細川氏の鴫山城が築かれ,細川
滴EliJ以後7代120年間の居城とtJ.･った｡
1632年 (寛永9)に池田光政の所領とをY),1672年 (寛文12)に光政の2男救吉に,領
分の内,備中浅口.小田.凄僅3郡のうち2万5.000石を分置して,鴨方を陣屋とする支滞
設置の認可がおりた (実施は貞事元年)｡鴨方借主は,岡山に在住 したが,鴨山南範に陣
屋町が形成された｡鴨方は,臥_山一鴨方-笠岡を結ぶ鴨方往来の宿席町でもあり,また,
西山拙靖が欽塾を聞いて朱子学を講じ,寛政の頃,地方文化の一中心地となった｡
1871年 (明治4)の廃満置県によって,鴨方満は鴨方県に,さらに深津県,′ー卜田県との
改称を経て,1875年 (明治8)に岡山県に合併された｡
明治初年に,鴨方町域には,地頭 卜札 益版.本庄村,小板束札 小板西村,鴨方村,
深田札 六条院乗札 六条院中村,六条院西村の諸村があったが,のち,若干の分併合を
経て,1889年 (明治22)の町村制施行によって,鴨方村,小坂村,津田村,六条院村,に統
合された｡1905年 (明治38)には,鴨方村.小坂村,津田村が合併して鴨方村となった｡
さらに鴨方村は1925年 (大正14)に,また,六条院村は,1934年 (昭和9)にそれぞれ町
制を施行した｡さらに,1955年 (昭和30)には,矢掛町浅海の一部を含めて,鴨方町と六
条院町は合併して,現在の鴨方町と在った｡
近世において,陣屋町 ･宿場町として発展した鴨方は,近代になって新 しい展開をみた｡
1891年 (明治24)に山陽鉄道が笠岡まで開通し,鴨方駅が閲業したo近代資本主義の波を
うけることによる変貌である｡さらに,現代,昭和40年代,高度経済成長と第二のモータ
リゼーション-マイカーブームによる変貌- 国道2号線にそった商店や工場の進出,福
山や笠岡の近郊としての住宅建設と人口増加など- がある｡1988年 (昭和63)に予定さ
れている山陽自動車道の開通が,何をもたらすのか,わからをい｡
交通や産業の近代化 ･現代化の波をうけて鴨方は,大きく変貌 してきたDそのような変
貌の中でも,産業 (例えば手延ソーメンをど)や教育 ･文化の伝統 を現代に継承 しよう
としていることは大きい特色であろう｡例えば,町民会館,図}Lt館,郷土賛料館,老人憩
の家,保健センター ,武道館や竹林寺山天文台などの,文化や体育の施設は人口2万足らずの
町には,ひときわ目立つ｡また,教育では,明治期に岡山県で設立された11の高等女学校
のうち,鴨方村立観生女学校 (明治41)は,唯一の村寸女学校である (現 ･県立鴨方高等
学校の前身)｡大正13年には,岡山県生石教員賛成所および生石高等女学校が原田林市民
によって創立され (覗,岡山県山陽高等学校の前身)ており,教育の伝統をつくってきた
といえよう｡人口19,710人 (昭和58年)の町に,2つの高校と,1つの専門学校 (山陽歯
科衛生士-r､伴う学校)があるということは,このよう射云統なくしては理解しがたい｡
表題 ｢歴史的町鴨方の変貌- 陣厘町から近郊住宅地へ｣は.調査の結果,すなわち,
事後に,鴨方の特徴を示すものとして考えられた表題である｡このテーマのもとに,鴨方
を調査分析 したわけでは射 ､.また鴨方の特色のすべてを表現したものでも射 ､,ことを
了解いただきたい｡
報告苔は,大草における授業の一環として学生たちによって作成されたものであろo内
容について,未熟であり,不十分な点について,我々の指揮の男任が免ぜられるものでは
ないが,御海容いただきたい｡
現地調査に際して,また刊行に際 して,前鴨方町長放小林芳郎氏および大西恒夫現町
長をはじめ町役場の方々,町史絹紫執筆主幹岡本哲一氏をはじめ委員の方々,教育委員会前
教育長堀幸光氏および堀完一現教育長をはじめ,教育委員会の方々やその他の公的機関お
よび,幅広い町民の方々の御理解と御協力をいただいた.また,刊行に際しては,町言盛会
からも御配慮をいただいている｡厚く感謝の意を衷する次第です｡
1987年1月8日
岡山大学教育学部社会科教室内 地 域 研 究 会
｢歴史的町鴨方の変貌｣刊行にあたって
鴨方町長 大 西 恒 夫
この度,岡山大学教育学部の先生方と学生の皆さん方の意欲的を研究調査によ
って,｢歴史的町鴨方の変貌｣が刊行される運びとなりましたことは,鴨方町にと
りましてまことに青ばしい限りでありますO
昭和59年7月以来,合楕調査等長期間の研究調査に当たられましたご苦労に対
し心より敬意を表するものでありますe
我が鴨方町が,今日に発展するまでには,数千年前から幾多の変遷がありまし
た｡この時代の流れのなかで私たちの現在は,偉大をる先人達の築きあげた文化
と伝統を基盤として,古 くから人びとの生活のなかで残 された多くの有形,無形
の迫産の集積の上に存在するものであり,新 しい文化形成のためにも理解 し,親
しむことが大切であることはいうまでもありません｡
町の歴史を正 しくとらえ,現在を理解するとともに,この歴史を後世に伝 える
ため,去る昭和55年合併25周年記念事菜の一環として,鴨方町史 (民俗編,本編,
史料踊)の編纂を計画し,以来数年の歳月を経て民俗編の発刊,そして昭和63年
の発刊を目指 して現在本編,史料編の編纂を進めています｡
暗あたかも,岡山大学教育学部の先生方を中心に総合的な観点からまとめられ
た研究調査書 ｢歴史的町鴨方の変貌｣が刊行されますことは,町史編第上このう
えない参考とをるとともに,鴨方町民は勿論,町外の方々にも,鴨方町を一層深
く知って頂くことが出来ると確信いたします｡
最後に,刊行に至りますまでの岡山大学教育学部の先生方と学生の皆さんの汗
と貴重を著作に対し重ねて敬意を表する次第であります｡
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第 1章 自 然 環 境
1.鴨方町の地形と地質
(1) 逓熊山の山頂にて
鴨方駅から遺牌山行のバスに乗るd逓鼎山は鴨方町.金光町および小El郁矢掛町との境に位思す
る標高406mの山であるO山頂は岡山県西南部から郷戸内海にかけて広 く眺塾できる展勝地であり,
また,山頂付近にラジウムを含む冷泉が湧くため,簡易保険保獲センタ-をはじめ,宿泊やレクリ
ェ-ションの施投が設けられ,保峯地としても知 られているO
バスは宮ノ脇から光林房を経て佐古-と向かう｡右手には急傾斜の山が迫り.左手には棚田が広
がる谷底部がみられる｡谷はしだいに狭 くなり,谷むこうの急な山腹斜面が近 く-迫 ってくる｡道
は連続したヘアピンカーブで谷を登る｡地成岬に近づ くと,道はゆるやかな登 りとなり右手に池が
みられるOバスは樽暗い谷から明るい峠に出る｡そのまま峠を下ると矢掛町であるが,バスは右 手
に折れてなお登っていくと,ほどなく終点の逓倍山荘に着 くO
見事な眺望であるO眼下には金光から鴨方にかけての平野とその南には寄島山塊.さらにその山
山を超えて頼戸内海に浮かぶ笠岡諸島を眺めることができる｡北東に眼を転ずると弥高山の山頂が
望まれる｡弥富L)は倉敷市と沸騰町,矢掛町とにまたがっており,その山頂には高度 200m～ 300
mのかなり広い額斜面が認められる｡そこには古くから胴金きれた加やそれに伴った雑務がみられ
る.このようななだらかな山頂硬斜面は弥福山から次第に高 くなりながらこ こ盛照山につらなり,
西の阿部山にかけても窪められる0両東方向を見ると,阿賀崎 ･玉出の平野が広がり,玉島の市街
地が望まれるOそのむこうに高梁川を鵬でて水島工芸地帝があり,さらに架橋中の板戸大橋と坂飽
の島々を遠望することができるO
浅口郡鴨方町は輿経 133033′から133037′,北緯 34030′から34035′に位罷するひょうたん型
の町域である0両私36.38k損(昭和 59年現在 )O北部と南部は山地となっており,その間に平野
がある｡その様子は図 1-1-1によく表わ
されている｡この図は500m胤隅で描いたN
25oW方向の断面図を束ほど右にずらして並
べたものであるOまた図 1-1-2は2万5
千分の1地形図で幅 250mの谷を埋めた遡瑚
切嘩面鼠であるO町域のくびれのところが平
野にあたるので,平野の面軌 ま小さい｡岡山
県土地分類図資料 (1974年 )による地形労り
面群の概数では,山地 500/0,丘鯉地 220/0,
低地 28%である｡行政区域からみると,北
-1-
写真1-1-1 造照山からの桃生
は小田郡矢掛町,東は玩Fj即金光町,西は笠岡市,浅口郡里庄町,南は浅口郡寄島町,倉敷市と接
している｡
図1-1-1 地形断面図
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図1-1-2 鴨方町周辺の山地の埋積切峰面図
(2万5千分の1地形図で轄250m
の谷を埋めた｡等高練は50m間隔)
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(2) 竹林寺山と阿部山
違照山より地蔵峠まで引返し,そこから竹林寺山へとむかう.施根部の倭斜面は流紋岩よt)成 っ
ており.赤褐色の風化土がみられるoまた,威97iには流紋岩の玉葱状風化を見ることができる(写
媒1-1-2)O
しばらく行 くと,竹林寺山山頂に銀色に即 く大きな ドー ムが現われるO岡山天体物理観測所であ
る(写貞1-113)｡粟点大学東京天文台に所属する観別施設であり,口径 188(7Wの反射望遠鏡
を包む ドームをはじめ,いくつもの概則用 ドームが設附され,鴨方町のシノホルの 1つともなって
いるO竹林寺山山原 も慈牌山と同様な山頂桂斜面J:りなる｡山頂J:り北を見ると矢掛町に広がる小
田川低地を眼下に眺めることができる｡本山塊の北側,矢掛町へむかっては急峻な斜血と/Jってお
り,山鹿には断個による三角末%L面が認められるoふりむいて南方を眺めると鴨方低地を見渡すこ
とができる｡鴨方低地へと至る南瓜斜面は北瓜斜面J:りもゆるやかに府政を減じており.虫酎 こ伸
びる山硫碩斜面に対 して南北に直線的/it芥を刻んでいる｡西方には阿部山のなT='らかな山原緩斜面
がひろかっている(73:弟1-1-4)o観測所を出て,野鳥のさえずりを耳にしながら鰻根づT=い
に阿部山- とむかう｡
写真1-1-2 流校章の玉葱状風化 写真1-113 岡山天体物理観測所の
敬利用 ドー ム
写真111-4 阿部山の山頂横斜面 写其1-1-5 阿部山山頂にひろがる畑地
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阿部山東から阿部山西にかけては江戸時代末期から開塾が行われており,古い家並みもみられるO
あたり一面にひろがった他の中には.なだらかfL道が通 っている(写兵 1- 1-5)OこのなT=rら
かな山頂横斜面は西の笠岡市-と続き,ゴルフ場として利用されている所 もあるO
(3) 阿部山の南斜面
阿部山を藤ケ峠から小坂東に至る谷に沿って南へ下っていくO峠からしばらくの間,道沿いの塔
頭にみられるのは流紋岩質凍灰岩または流紋岩封角律粒灰岩であるO八方池堰境付近で層理のみら
れる砂岩と泥岩の地層が現われる(写央 1- 1-6). この地層は中生代白亜紀の湖成層である硯
石屑にあたる(岡山県地学のガイド 1980)oこの上下にみられる流紋岩質凝灰岩とは迎合関係で
あり,中生代白亜紀の火山活動によって流紋岩塀が噴出したことを示唆しているO八方池南方から
阿部山西の南方に抜ける迫をゆけば,この硯石屑を追うことができ(写穴 l-1-7),硯石屑を
切る小断層 もいくつか観察することができるD
凡 例
[= コ 干拓地沖研層
山砂利層
(更新世)
花的岩
(中生代後期)
流紋岩
(中生代白亜紀)
硯石層群
(中生代白亜紀)
変放れい岩～
変卿緑岩(古生代)
泥貿砦～
珪質片岩(古生代)
チャート～珪質片岩(古生代)
ホノレンフェ ノレス
実在断層
- - 推定断層
一一一一伏在断層
一一一1- 町界
図111-3 鴨方町周辺の地質図
(光野千春 ･杉田宗粛誓 岡山県地jE図より作図 )
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さらに南へ下ると,杉谷地付近で鰭頭は花樹
岩へとかわるO上位の流紋岩質粒灰岩が熱変成
作用によってホルンフェルス化していることか
ら.白亜紀以降に花樹岩のfl人があったことが
わかる｡
また, この付近では断層による鍵肌やJFi岩の
圧砕された角嫌が報告されている(虫明1961)0
阿部山を刻んで南北に走る直線的なV字谷は断
佃破砕縛に沿った侵蝕によって形成きれた断層
線谷であると思われる｡そして,この周辺には
現石屑でみられるような小規模な断層が多数あ
る｡
L4) 直線状の谷
阿部山の現石屑でみられたような小規模な断
層は,竹林寺山から地蔵峠を経て山鹿の山ノ神
へと至る道中 でもいくつか見ることができる｡
まT:,地蔵峠でも範肌が報告されていることか
ら(虫明 1961),地蔵峠から山ノ神へと至る
写真1-1-6 八方池堰堤付近の硯石屑
写真1-1-7 硯石膚 (下 )と流紋岩
箕角礎凝灰岩 (上 )
Ⅴ字谷も断層線谷であるものと患われる｡この
北栄一南西方向の断層は,本庄の谷,小坂酉の直線的な山鹿線へと至 っている.さらに,岡山県地
質図 (光野千春 .杉田宗蘭 )によると,吉宗一宮ノ脇を通る南北方向の左すれ断層が記されているo
このように枚数の断層が交わる本庄から地鉄上にかけては.小さな谷底平野が急峻な谷壁で囲まれ
たすり鉢状の地形となっている｡断層破砕帯の正なった部分が侵蝕を受けることによって形成きれ
T=ものと思われる｡
遺照山の南,益坂から金光町阿波にかけてはほ鹿西に伸びる直線的な谷がみられる｡ これも断層
線谷である｡南側に位怒する原宿約 200mの安芸守山一城山の花刷岩よりなる山塊は,北側の慈照
山塊より一段低 く, この谷によって両者は分離されているO宮ノ脇南方にみられる山勘新蹄線の ト
ンネルで貫かれる小さな丘陵も,この断層によって形成された小分離丘陵である.現在, この直線
状の断層線谷に沿 って山脇自動車道の建設が行われているO
宮ノ脇から南へむかうと.すぐ西側に鴨山が見える｡戦国時代.鴫山城が輿かれたところである｡
この山もまた花岡岩より成る.鳩山の南西部にはみどりケ丘団地が造成されており,南頚部には鴨
方町の中心となっている本町がある｡鴨山を境として南側には頗苗 100m末価の花軸岩丘陵地が点
在している｡そのひとつ,駅前団地が建殴されている鴨方駅北側の丘陵地からは,北輿方向に安芸
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守山一城山山塊の直線状の山鹿線を眺めること
ができる(写r11-1-8)0
(5) 山砂利の丘陵
飢前より里見川を取へ下って金光町との町墳
付近の宮迫へと向かうO宮迫付近はtLb'皮 20-
30mはどのなた'らかな丘陵となっているo塔
頭を見ると,この丘殿は頂部まで硬朋で構成さ
れていることがわかる｡棟周は円-並円鎌で梢
成され,直径 10cm以下の陳が多くを占めてい 写真1-1-8 安芸守山一城山山塊
の直棒状の山麓線
ることから,河川下流域の堆項物として捉える
ことができる.また,背後の寄島山塊が花純岩i:り成っているのに対 して,この喋府中には花側岩
の他 流紋岩質凝灰岩や泥岩 も認められ,他の地域から鎌の供給が行われたことを示唆している｡
地質図をはじめ諸文献ではこの疎屑を更新綻,いわゆる山砂利屑としている｡同様な庸層が相部付
近でもみられる｡山砂利屑より成る丘陵はこの2つで.以南は花岡岩の丘陵となる｡山砂利層の上
に立地している相部妹落は古い家並みを残している｡
山鹿鰍 こ沿って西-むかうと,花樹岩の丘陵やその虎部に梁落や団地が立地している｡生石典落
はさきほどの相郵袋落と同便に.占い家並みを殉した規模の大きな舛薪である｡珪石から鳩ケ丘に
かけては,宮迫,相部の丘陵と同様な山砂利厨が分布している｡正保の古図によれば,現在の金光
町胡麻屋西端あたりまで梅が入ってい†こようである(虫明 1961)｡ このため,平野部は低湿であ
っ7こと思われ,人々は水はけの良い山砂利朋の丘陵地に縫落をつくっTこと考えられるO
(6) 南部の山地
南部の寄島山塊は鴨方 ･寄島町境の萄王山(289.4171)を中心とする花樹磐の山地である｡
鵬ケ丘の南方,高井より山王峠を経て六条院束へとむかう.道はほぼ姫西に伸びる直線的な谷に
沿っている｡ この谷は急峻な谷塵をもつV字谷であT),WTJd繰谷と考えることができるO北凧の泉
山は南側の簡王山よりも山頂濁度が一段低く,ともに山頂部に緩斜面をもたない｡谷を抜けると六
条院乗の谷底平野がひろがるoこの地形は造原山鍵の本庄付近とよく似たすり鉢状の小盆地である.
ここでは山王峠を通るほほ束西の断層と,寄島山塊を刻む南北方向の直線的な断層線谷が交わって
おり,侵蝕によってこのJ:うなす()鉢状の谷底平野が形成されたものと思われるD
永広から南-むかい,町境の峠に立つと,谷の下方に寄島の家並み,そして瀬戸内海に浮かぶ島
島を眺めることができるO寄島山塊の南側は急使封で海に迫っている｡鴨方側の北斜面には,東西
または北東一南西方向の谷が深 く刻まれており.それらの谷を境として屯王山(289,4m)から象
山(22日 m ),そして六条院中の山地 (143.7が)といったように北へむかって高淀を減じてい
る｡南北方向の谷は浅く山塊を刻んでいる｡
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(7) 鴨方町の地形槽造
北部の盛岡山一阿部山の山塊には,栄西,南北,北栄一南西方向の断層が発達 しており,それら
によって山塊は多くのモザイク状の断IB地塊に分けられているO断)同地塊はそれぞれ高度を異にす
るが,山塊全体としては,北側に急峻な斜面をもら.南仰 まゆるやかに高波を減じている｡山頂部
には緩斜面が薄められる.
南部の寄曲山塊は南側で急峻な斜面が掛 こ迫っているのに対 して,北側では栄西方向と北東一雨
gB'方向の断同線谷によっていくつかの断同地塊に分けられる.断層地塊は階段状に高波を減じ,山
塊の北端では丘陵地となる.丘陵地のなかには山砂利層の小丘陵もあり,古くからのfJき藩が立地し
ている｡この山塊には山頂様斜面は認められない｡
両山塊とも東西方向あるいは北東一両西方向の断層によって山塊の概形を形成 している.そして,
南北方向の断層は山塊を刻む断層線谷となっている.枚数の断層が交わる地点では,本庄や六条院
東にみられるようなすり鉢状の小盆地が形成されている｡
両山塊に挟まれた平野部は,以上のような断層線配fFltuからFP,ri方地滞樺と呼ばれているO鴨方地溝
帯には南北両山塊が福皮を減じてつくった花岡岩の小丘腔がみられ,その間を埋めるように沖街平
野がひろがっている｡
(管 浩伸 )
(8) 山斑の小扇状地
鴨方町北部の阿部山や遺贈LJの山嵐 南部では寄島山地の山鹿に小虜状地が分布している.扇状
地は,河川が山地から平野に流れ出る谷rj付近に形成される半円錐状の唯も与地形である｡ この地域
では, 1つ 1つの茄状地の規模は小さいが,山掛 こ沿って近接 してならび,歳側を重ねる合流性の
振合扇状地をなすところもあり,全体として山鹿の緩斜面をなしている.山鹿の軽斜血であるので,
人部分は宅地,耕地 果樹園などに利用され,改変されているところが多い｡
扇状地は,水利に便なので,水田化されやすいが,粗い妙味からなり,透水性で水はけがよいの
で,畑や果樹園として利用されているところも多い｡そこでは.桃.柿,ぶどう,大豆,花井など
の栽培が行われている｡
阿部山山鹿は,北東-南西方向の谷で南を限られているO このFrにむかってPE.]部山山地から流れ
こむ小谷の出口付近に,扇状地が形成きれるo小谷の集水面郡は狭 く, したがって扇状地 も小規模
である｡小丘陵をなす山伽と,谷口から小環状地にかけての低地とが交丘して, くし状の地形をな
すo小扇状地下流の扇側は,隣りのそれと重なるものが多いo小丘陵地と小扇状地とあわせて,全
体としては山腰掛 こ沿 う綬斜面をなす｡小丘陵や扇状地の高みは,集落 ･畑 ･果秘潤が多く,谷筋
には水田が朗けているO戯状地のおよその勾配は図 1- 1- 5の縦断面図のようである｡
鴨方町南部の六条院粟,六条院中,六条醗西の各地区でも,寄島山地の山鹿に扇状地がみられるO
いずれも災水面額が狭い小谷によって形成きれたもので,小規模である｡ただし,六条院東の中四
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500
図1-1-5 扇状地縦断面図
1,000 (m)
桑原,四条rji,永広,森迫にかけては,扇状地が担合して,他のものと比べると比較的規模が大き
く,傾斜も緩い.規模が大きい理由は,堅川のit･水面税がやや広いことや,風化花倒砦よりなる山
地なので,土砂の眺給が多いからなどと考えられるO堅川は下流で天井川化しており,流出土砂丑
が比較的多いことを示している.
この地域の扇状地の土地利用状況は,六条院中 ･六条院西では,扇頂 ･崩央の一部に桃や柿など
の果樹園や畑が見られ,題火から扇鞘にかけて水田化が進んでいる.宅地化されているところも多
いo六条院東地区では,畢川とその支流に沿った地区では成瀬から厨鵬まで水田が多く,堅川から
離れるにしたがって,秩 .柿なとの栄樹周や畑を見ることができる.
(堀 伸夫 )
(9) 平野部の地形と土虜
鴨方町の北部には雌高366mの阿部LJ,405.5mの遁原山などの山々からなる毒腺山塊があり,
南部には標高221.1mの泉山, 289.4mの屯王山などからなる寄島山塊があるC この2つの山塊の
間に堅見川に沿った低地が東西に延びているO
国土地理院発行の 1万分の1カラー空中写如により地形分類を行い.山地 丘陵,扇状地,平野
などに分類 したものが図111-4である｡ これによると平野は里見川およびその支流に沿って広
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かっている.平野の中の本町付近の市街地の西方及び駅前商店街の北東には丘陵が存在しているB
その他は標高 20m以下の平姐地であるO平野部には北から杉谷川,益坂川が離れ, 鴨方川に合流
しているoまた西から束-栴田川が流れており.鴨方川と合流したのち里見川へ流れ込んでいる｡
里見川はさらに南から流れる鳩岡川,堅川を合流して乗へ流れ,玉島湾へとそそぎ込んでいる｡ こ
れらの河川により山地 ･丘陵が開析きれ,線状に平野が延びている｡鴨方町の平野は河川のNl胡作
用により形成きれ†こ沖胡平野であるo この平野を流れる河川のうち,鴨方川 ･堅川の2河川は天井
JHtなっている部分がある.また鴨方町にはため池が多く,平野部にも多 くのため池が存在 してい
る｡
里見川沿いの低地は西の里庄町-と続いておr).その低地を西へ新庄川が流れ,笠岡湾へと注ぎ
込んでいる｡鴨方川と新庄川とは里庄町平井付近で谷中分水界をなしている.里見川はここから鹿
の里庄町の一部,鴨方町,金光町の低地を氾塩原として流れ,海に流れ込んでいる｡金光町の井戸
井付近の里見川両梓には自然鍵防が形成されているO自然堤防は里見川支流の鴨方川左岸の本町付
近にもみられる｡長さ500m,幅 50m程度の規模であるo 自然堤防上には塊藩が立地しているO
比倫は数 10C7W種皮であるが,まわりの盛土部との区別がつかず,自然堤防との蘭圧差はとらえに
くい｡
平野部を構成 しているのは沖碩層であるO八磐盛設コンサルタント及び応用地質湘査事務所調査
の鴨方川周辺のポーリングデータ(図 1- 1-6)にJ:ると約 15m程度の厚さで唯研層がみられ
る｡この堆概層の基軌 よ風化花樹砦である｡花細管は風化が著 しく砂状を皇している｡堆切眉はシ
ル ト周 ･粘土層 ･砂層 ･砂康屑から研成されている｡下流側ではシル ト屑 ･粘土層が多く,上流側
では砂層 .砂凍屑が多 くなる傾向がみられる｡屈原 も下流側では好く,上流側では比較的蒋い.礼
屋堰では他の地点に比べて堆税J百が21.5mと厚いO この地点は自然堤防の形成されている場所であ
る. この平野の堆石'3層中には,ボーリング柱状図には記されていないが,貝敗を含む粘土層がある｡
この地層は縄文時代の海進期に このあたりまで入 りこんでいfこ浅海の底ないし鵜で堆積したもので,
その上に河JrIによる砂嫌が磯み重なったと考えられる｡
次に土成についてであるが,岡山腺土地分楳基本調査土壌国により鴨方町の土壌国を作成 した
(図 1- 117)O これによると山地 ･丘陵地の土頑,台地の土盛,低地の土頚の 3つに大きく分
けられる｡山地 ･丘陵地の土車は岩石地.末耕土,褐色森林土の3土贋群に.台地の土盛は褐色森
林土,灰色台地土,費色土の3土磨群に,低地の土軌 ま灰色低地土, グライ土の2土壌群に細分す
ることができる. ここでは低地の土壌について詳 しくみていくことにするO灰色低地土は主として
沖郡平野に分布 し,全層またはほぼ全層が灰色または灰梱包を呈 し,畑地を除いて斑紋をもら, 0
-60cm以下に錬層.砂凍層をもつ場合 もある水苛性の土厨であるOグライ土は主 として沖横平野
の排水不良地に分布し,表層から少なくとも80cm以内に背灰色のグライ層をもら斑紋が認められ
る水軌性の土壌で,籾水面は 50-70mであるOこれらの土腰の分布をみると,平野の多くは灰
-引ul-
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図1-1-7 鴨方町の土壌 (土地分類基本調査1983による)
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色低地土であり, クライ土は主として鴨方川の左岸の分布している｡ このグライ土が分布している
地域は半湿田となっている.灰色低地土が分布する地域は自然堤防的なところで,グライ土が分布
する地域は後背湿地的な地形であるO
以上のことをまとめると,鴨方町の平野は里見川及びその支流に沿 う低地であり,拙文海進細の
海成個の上にこれらの河川が土砂を堆鎖させて作られた沖帝平野であるO
(磐口慮美子)
参考文献 ･参考資料
Lk明宰保 (1961):義解山塊の地形,岡山大学教育学部卒業論文
小野弘志 (1981):岡山県西南部の地形環境,岡山大学教育学部卒菜論文
光野千春 ･沼野忠之 ･野晒聖人 (1980):岡山.県地学のガイド,コロナ社
光野千春 ･沿野忠之 .高橋凄郎 (1982)二岡山aIL'地学,山脇新聞社
鴨方川地質調査 (昭和 59年実施 ) ㈱八妥廷敷コンサルタント,㈱応用地質調査車務所
土地分類基本調査 ｢玉島 ･福山 ･寄島 ･仁尾 ｣ 岡LL｣児 (1983)
1/25000土地条件図｢玉島 ｣ 匡I土地理院発行 (1976)
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2.鴨方町における自然の改変
(1) 鴨方町の天井川
(Jl) 鴨方町内の河川と天井川の分布
鴨方町内には,主(こ8本の2級河川が放れている｡鴨方町内の河川図 (図 1-21 1)i:りわか
るJ:うに,鴨方町内の河川はすべて鴨方町のはば中央部を恥旅している里見川に注いでいるo これ
らの河川のうら,杉谷川,鴨方川,益坂JHはその始点を鴨方町内の北部山地にもっている｡堅川は
その始点を南部山地にもっている｡里見川は,里庄町東部に軒を発し,鴨方PT,金光町を横切 り倉
敷市に入り,玉La湾に注いでいる｡指田川は里庄町k発し,鴨方PT内で里見川に合流する｡鳩剛 Il
は,鴨方町の南部山地に軒を発 し,一時里EEPT
を流れ,再び町5万mTに入って里見川に合流する｡
これ ら他方WTを流れる2鍛河川についてまとめ
†こものが衰1-211であるo
鴨方町内には天井川が存在している｡天井川
とは｢堤防内に多生の土砂が堆8.1し河床面が平
野面よりJT訂くrLった河川,河体面が高くrLった
ため艇防を高 くするとさらに唯横が進み平野 と
の比高は大とlJる(地学辞興による)｣河川で
ある｡天井川は,洪水を防ぐ目的で堤防を重 き
河道を隠定したためにできたという意味で人工
蓑112-1 鴨方町内の2扱河川
河 川 名 全延長 (m) qI円延長(m)
里 見 川 ll.781.95 3,220_00
鴨 方 川 3.980.65 3.980.65
括 印 川 4.800.00 3.300.00
益 坂 川 1,811.90 1.811.90
杉 谷 川 2.300.00 2.300_00
壁 川 2.500.00 2,500.00
鳩 岡 川 3.270_00 2.470.00
本 庄 川 1.360.00 1,360.00
的lJ地形,であり,人r'FJの生活と深 くかかわって
いる｡河川の上流から下流のすべてにわたって天井川化しているのではなく,河川の一部に出現す
る｡また,天井川においては, しばしば改捗=番か行われるため, その実1削ま年々変化している｡
2万5千分の 1の地形凶で擬防の記職かあるのは,堅川 ･鴨方川と益坂川 .指田川 ･鳩岡川 ･里見
川のごく一部であるOこの うら国土地理院発行の土地条件図に天井川として記峨されているのは,
堅川 ･鴨方川のみであるoそこで本柿では,堅川と鴨方川の天井川について述べるO
(ロ)天井川の変遷
① 墜 川
堅川は鴨方町南東部の布島PTとの町境付近の山地に発する森迫川 ･巣山戸山IHにはじまり六条院
町出協西条風支店付近で合流して堅川とfLり北流して鴨方町の中央部で里見川に注いでいる河川であ
る｡上流地荷は花勧告を母岩とする砂質輝土地籍である. 北平地区か ら里見JH合流地点までの確川下
流部が天井川とTLっている｡塾川は抱Fl:朋 ･RI中蓑雨期等には急激な水位の増鼠 急速な土砂の流
入,漏水等の危険な状態をしばしば被ってきた｡ この様子は, たとえは砂防剛 Il洗路上施行につい
ての陳怯む (鴨方町町役場各種殊帖占嵐 昭和 49年 )等に衣現されている｡ ｢この河川は鴫,6町
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の南東部山林地帯に発し地底の中央部を軒下.二掛剛 l卜壁用を経て北流,二綾取日日里見川へ合旅し
ているこの地方唯一の河川でありますDこの地方の土田は花拙者を母岩 とする砂包頗土地相で南部
山林地軌 ま急峻であります0年阻降水鮎は平均 1.200 ミリ掩度で比収的少冊でありますが毎年抱
雨脚 こは掛 Ff東和に肝々見舞われております｡ために二ヒ砂の癖矢甚･fI'しく下流の二枚河川堅川の如
きは,当初両岸のJBi糾帯が阿川や闇に許が出来ていた状態であった ものが現在では舶描5m～6m
の天井川となっている状況であります｡今般軌跡=を要望いたしております地政は急竣な山地より
流下,挺勾配となっている地相でその周辺には柑 正六条尿策里庄線及び人家が群雄 し降雨亀に上砂
旅によr)改岸Oju蝕 .河外のEtl没 と多大の被rTEをIJ=ノているところでありますoよって流路=の触
行により人心の安定 と災害の防止を計 りfこくお願い申しあげる次第です.何卒,岱愉ご兜察下され
特別のお取 り:-;lL')いによりこれが蒐鮎をC採択下さいますよと陳情いたします｡｣
上述の敵情番の串にみ られる｢当初両㍍一の段別者か而Hllを附に語か出来ていた状態であった･-｣
という記述よりかなり急速にF軍用の天井川化がi珪威したことが うかがえるO野川の天井川化の時期
については,FtlきITV.りによると大正末期から刑和初脱にかけて天井川化が顕著に進展 したといわれ
ている｡それ以前 (明治以前 )よi)六軒川であったとい う.5-もあるか, それについては聞き取 りを
泣付ける文献その他の軽料 もなくよくわからFft､｡たff ラ浅口郡蕊の第三,水誌の二 ,天井川の部分
(第一五五節)に,｢R)j治姓新ol)秒変に苦 りで林政弛倍し,民心また世運の変化の著 るしきために
再林の将来を席みるものなく, その混伐各所に迫 りで. 山林米韓の軌 希土暴砧して一雨短に土砂
河鹿に雌Gj'し,河床%_超 して所謂天井川とlLり(以下省略 )｣という記述があるO これは明治緋新
を契機とする天井川化の進展を述べているのであるが, このまま堅川についてもあてはまるかどう
かわか らない｡
聞き取 りによると璽川は現在までに大欠壊したことはないが,たびたび水筆 に見舞われ(明拾26
年 11月にf3LL戸山Jll･堅川は7J(苛による裾fBを受けた),その都度石垣をつくるなど徐々に改修工
事が進められてきたO大規模fJ改倖工市としては,職和 12- 15年にかけて轟迫川の砂防=事が
行われたO森迫川を含む上流地相は花I.WB争尽日とする砂田旗土よりなり,棺性に乏 しい荒れたLr
地で降雨の股 に土砂が流出し,墜日の天井)冊コを促進してきたと考えられ る｡慨き取 りによるとこ
の誇迫川の土砂が堅川か ら里見川 .玉島帝まで旅出してい き,玉島幣が埋まるという被等さえ出て
いたというQ そこでこの荒廃した山地vI舵機がtJされ,砂防ダムが理殺 されたOこの二部は旗林省
の商標=中として行われ, RB和初肋の不況による按弊農村救済の役割 も果たしていたとい う｡その
後 もこの地kT=こは砂防ダムがいくつかつくられ, 河味も一度換 り下げられ土砂の流出という問題は
ほほ消失した｡ この工Tfiの記念剛 ま六条院PT也協西条原支店付近に現在 も残っている (写喜‡1-2
-1,2)0
昭和 51年の台風 17号による長雨では堅川の葱岸の一部がくずれたO北平地区より上流部では
河床を頼りコンクリー トで庶ぼ りをして河道を鼠定させ河川水を早く抜 くという底ぼり法を用いた
′
写真1-2-1 森迫川砂防工事の記念碑(秦) 写真1-2-2 森迫川砂防工事の記念碑(寡)
改修=啓が行われた｡ この上流部は安心できる状態となっている｡
一方北平地区より泉見川との合流地点までの下旅部は依然 として危険な状態か続いている｡そこ
で鴨方mTは以下のような要望宙を県に提出している｡このうらの｢2級河川堅川の改修計TJl樹立 と
早期実施について｣の項目を抜粋するD ｢この河川は,鴨方町の東南部寄島町境に発し,里見川に
そそぐ典型的な天井川であ りますD降雨の都度土砂流 と堤槍の漏水により災琴の多発している河川
であります｡近年上流部砂防指定区域につきましては流蹄工の=TJiかなされ安心出宋 る状態となっ
ております｡厚 く軌礼申しあげますO しか しなが ら本流部lこおきましては,旧憤然 としております
ので出水の早さ,勾配の軽による水位の輔苗等非常に危険な状況でありますので, これが漏水防止
を兼ねた本格的河川改修をお願いいたしたく要望 しますO (鴨方PT役場各種臥情,G巌,昭和 53年
7月 11日)｣このような要望雷は昭和 44年か ら49年にかけて も毎年挺出されているO堅川下流
の河床は平常時にほとんど滴れているが,土砂がかな り堆和 しており降雨等による水位の増高が予
想されるO墜川改修田業計画FTの堅川縦断面図および平面図より墜Jllの堤防描 .河床訪 ･水田商を
抜 き出して同化した ものが図 1-2-2,鴨方町役場による鴨方町全図をもとに作成 した河川縦断
図が図1-2-3である｡ これ らの岡よりわかるように,叩]床は両岸の水田より1.0m～30m拓
く,見窃な天井川をなしている｡堤防は河床よりさらに 2mほど高いoまわ りの水田か らみれば股
- 18-
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図1-2-2 改鯵工事による堅川の変化
下流部〔改修工Igi継軌申 〕
罫1次計画ICK)5"{1
'ETT-Iil.こt:_: 笥 1.∝氾m -31
-｢* 2上 靴 部 1
〔改修工塀完了〕
上図卜 2-2で表現した部分1
里見川との合流地点
図1-2-3 河川縦断面図
苗 5mも描くなっている｡ この下流演目よ昭和
60年から絶工費 3億円の予定で改捗工印が
計軌されているo l次計画として里見川との含
洗地点から 1.005m,2次計融として同じく
合流地点から 1,600桝の範囲が予定されてい
る｡=法は上流部の庶ぼり法に対して勾配を軽
くするだけでなく伏流水を確保でき経済的にも
安価TL床止め(根がため )法を用いている｡ こ
の=事により下流部は2m樫河床が下がり現在
はど天井川でなくなる予定である｡
昭和 61年 2月現有,下流部分の=野は継練
写真1-213 改修の進t:室川
(S61.2月現在 )
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写真1-2-4 堅川の天井川
(右手に見える白い建物は川
鉄製鉄工業鴨方住宅 )
写gt1-2-5 室川の捷防と水田
(白い車が止まっている部分
が堤防上の県道 )
中である(写央】-2-3-5).
② rTJf1 万 川
鴨方町北部の逓照山 ,竹林寺山より発する本EE川と曲田川は大尉付近で合流して鴨方川となり南
流して里見川に合流する｡遺恨山の中央部は醗紋肖地敬 そ0)南側o)斜面は稚拙岩地輔とTi-ってい
る｡また鴨方川は川ノ手付近でも益坂IIIを合せている0
本庄JII･鴨方川は,昭和 56年の柴中京両で欠壊し,堤防 ･桶の破聴,嫡朱等の被苦を受けたo
鴨方川はそれまで何皮か災苗を受け, その都度
原申復旧の工･-ElJか行われてきたが,馳和56年
か ら59年にかけて災謬助成額丑として改俸工
･gJか行われたo鴨方川は川幅が広い†こめコンク
リートで同幅を闇めるのみにし,河床は砂地の
まま鼓 し何体が高 くなると土砂を掛るという形
で改修きれた｡
僻和 61年2月現在,鴨方川の潜岸はコンク
リー トで薗められている.同株には革が生見,
渇水期だったので河川水の締れはあまりなく,
よどんでいた(写災112-6)0
写真1-216 敏捷工事の完了した鴨方川
く印方掘付近 )
(S61.2月 )
(板野利絵 )
(2) 鴨方町の溜池
(JfJ 浅rj那 05徹池
岡山県浅口郡は個池の多いことで知 られている｡いうまでもなく稲作には榔概が完全であること
が必死である｡ところが,当地方は瀬戸内沿岸の寡両地幣であるうえ,触概の利のある河川は打梁
- 2 0 -
川,鴨方川,大良川のみであ り, その他多 くの
天井川は,平時個潟した状膿となっている｡ し
たがって,河川以外の ものから潜敢FEl水を補 う
ことが不可欠 とTLる｡そこで, その役割を果た
す ものとして,戚んに御地が築造されたC その
ため,当地方は,滑油の特に多い地方 として世
に知 られるほどの潤池の数を有するに至ってい
る｡
また,郡の中でも鴨方町は,年間,水の豊か
な河川がなく,冊池による稚概面街の削合の特
に宿し､所となっているO古い質料ではあるが,
浅口郡詑 (大正末頃 )にiると,池斬田地総段
別 616.4町の うら,池沼による拙既段別は
604.9qrで, なんと980/Oを占めるO
(ロ) 溜池の変逝
溜池の状況は,苗からずっと変わらずに現在
に至っているわけではTiいO新 しく灸造されT:
り,埋め立てられたりしながら, その結果 とし
て現在の姿があるわけである｡それでは, どの
ような変遷をたどってきたのであろうか｡
蓑112-2 鴨方町内の溜池の数
<文献 ･聞 き取 りによる溜池の数>
大 正 末 溜池の数378 浅口郡誌
昭和㌘年頃 381 浅口地方誌
㈲和42年頃 245 役場での聞き取 り〟
<地形図から判筑できる溜池の数>
明治知年発行 110
昭和25年 〃 130｡r131
昭和43年 〃 123
昭和5]年 / 120()r121
<空中写 弟 か ら判読で きる溜池の数 >
昭和50年1-4月
国土地理院裾彫
そこで, まず数の うえか ら禰池をみてい く｡わか り得た聴園の ものを示す と,衰1-2-2のよ
うになる｡
ます,文献や拙き取 りか ら得 た数僻であるが.明拾期あるいはそれ以前の ものについてはとらえ
ることができなかった｡ただ,本県の滑池は,明治 12年の岡山県統計安によれば,すでにこの時
期に現在の数とあまりかわら7,1･い ものができていたO また,井軍地方振興局管内の溜池築造数 (衷
1-213)は明治以後それほど多 くない｡ LT=がって,鴨方町においても溜池の数について,臓
妻1-2-3 r岡山県土地改良史 ｣による築造年次別溜池敷
江 戸 明 治 大 正 昭 和
振 興 局 1- 19 20- 不 明 計
笠 岡 436 14 10 7 15 534 1.016
岡山県耕地課訊杢 S.58.10.14
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全休の儒向と同様のことがいえるのではなかろうか.大正末以後の鞄池の数についてはま1-2-2
に示 しT:通 りであるか, これ らの数については, それぞれ数え方の規準に違いがあると思われ, そ
の変化は駈純には考えられない｡しかし,全体的仰向 として,昭和27年か ら43年 Ii-.での間に減
少傾向に転 じているようである｡
また,地形軌か らとらえた数僻は,文献や朋 き取 りか ら得た数値に比べ,ずいぶん少lJくなって
いる｡ これについては,地階閲に表す禰地の大 きさに限狂があるな どの理由にiるもの と思われ る｡
また,年代の新 しい地形図の方が楠m-の紬 ､調査により得た結果が記入されているのではriいか と
も考えられ,地形図か ら渦池の敬の変化を比較,分析す ,5 ことは困難と思われる.
空中写真か らも油池野とらえてみたが,溜他かどうかを判断 するのに困難な ものがあるなど,あ
まり正確にはとらえられなかったと考えられる｡地形図によるものと比べると,幾分数は脚 してい
るが,P=tiき取 りで村T=数値には,はるかに及はない.
次に,溜池の分布であるが,昭和 42,59年の ものを示す (囲1-2-4)042年に比べ,
59年では幾分減ってはいるが,町内全体にちらぼっている様子かうかがえる｡地形的には,山地
丘陵部に多 く,低地に少ないようである.減少している所は,山地 ･丘陵部に免中しているといえ
る｡
また,潤池の分布について,浅口地方誌lこは,地形 を低地,衆落, 山地 丘陵,海湾に分けた場
令,溜他は丘陵の多い所で多 く,恥芹及び低地で疎 となってお り, また,地形鼠の種類では,笠間
号図幅の もの,その中でも中央部が政 も多い地域 となっている, と配されている｡すなわち, この
鴨方机あた りがその部分にあたるといえよう｡ したがって,浅LJ地方のなかで も,鴨方mTは特に潤
池が多 く分布する地域 といえるのではないた'ろうか.
以上 溜池の数の変化 ･櫛他の分布をみてきたが, それ らより淘他は阻和 27年か ら43年の胤
に減少傾向に転 じ, その後徐 々に減少 しているのではないかと考えられた｡そこで,次に,潤池が
現在に至るまで, どのように変遷してきたかを,その理由とともにみていきたい. ところで,櫛池
は,潜涯用水確保の必要性か ら車道 されるのが主である｡なかでも稲作 との幽わりが深い.鴨方qT
における虚業の詳しい野料か得 られなかったため,岡山県の飽業の変遷 と幽遜づけて溜池の変速を
考えてい く｡
溜池は,新地の朗発と同時に,旧藩時代あるいはそれ以前か ら常々として輿かれたものである｡
築造年代のわかっているものだけをとってみて も,江戸時代がLtRLも多 く, それに年代不明の ものの
かなりの数が江戸時代の もの と患われる.
明治掛 ま,作付の制限が轍頗きれ責納が貯止 されて地租が金納化されたため,収入の速を拡げi
うとして,曲家は廃 って耕地の拡張に走った｡また,政術 も開墾を典助 したため耕地は着実に増加
していった (姦1-2-4)D この時期は全県的に平地,山間を問わず各地で耕地が拡張 していっ
たのであるO したがって,鴨方町においても, この流れに沿い,同様の傾向がみ られたものと思わ
- 2 2 -
図112-4 溜池の分布 (昭和42年～59年 )
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表1-2-4 水田面積の変化
早 県 の 田 の 面 倒
M.15 ■r比75,511.9
20 76.575_9
25 77.683.8
30 81.886.6
35 83,294.3
40 85.762.0
45 86.667.7
｢岡山県土地改良史｣J:り
岡山県統計 100年史P.4J:り引用
浅口瓢の水田面顧
(町歩 )
加1.14 3.740
19 3,544
30 3,677
19/14 94.8%
｢岡山県土地改良史 ｣より
各年の岡山県統計表より作成
れる｡
また,表 112-3｢熟迅年次別撒池数 ｣をみてみ ると,笠岡で明治期に14を数え, さらに年
代不明の中に明治期のものか相当含まれていると考えられ,実際の築造数は 14よりかな り多かっ
f=と予想される｡
したがって.以上より,明治期においては溜池は全体として増加傾向にあっT=のではないかと思
われる｡
次に,大正 ･昭和前期 (戦前まで )であるが, この時期は,政掛 ま農民の保護 と食観増産を｢l傍
として戯某政解を遂行したO既耕地の水田化が主体とな り,桝地の賢的向上が図 られたo したがっ
て, この時朋においては,排地面概が大きく拡
張した明治期に比へ その勢は影をひそめた.
本/UTiにおける水田の面積は,8.8万町歩から89
万町歩を前後して,大きな増軌はなかった｡鴨
方町においては.昭和に入ってからの数値では
あるか搬少傾向にあることかうかがわれる(表
1-2-5)O
しかし,その一方で,明治 32年に出された
桝地盤理法が明治 38年に一部改正されたこと
にJ:り,水利施設の本格的な整備と新設か始ま
ったOこれは大正中期以降,特に宿発化する｡
本県においては,水利施設のfLかで も溜柚に関
する弔文が極めて多 く取 り上げられている｡ こ
の時馴 こ築造された溜池の数は,井笠地方振興
局管内で 17個, これらに年代不明の ものが幾
蓑1-2-5 鴨方町の水田の面棟
｢岡山県統計年報 ｣より
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分加わるOしたがって,鴨方町における典追放は,文献 (鴨方町誌 )か らひろうことのできf:昭和
池 (昭和 3年 ),曲田地 (昭和 8年 )の2個, さらには, これ ら以外 にあるか もしれないか,それ
ほど多 くないと思われる｡
以上, この時朋においては,水田面項の拡弓削よほとんどなかったとい うJ:り,鴨方剛 においては
むしろ減少していたか,土地改良野菜との胸逆から,概地に関する耶菜が活発化したことにより,
幾分の増加かあったのではないかと考えられる｡
第二次大戦後,昭和 30年代前半頃までは,食相知という事儀に対処するため, ます緊急開拓が
行われた｡また, この期の土地改良掛某は軸的からの延長である土地生産性を高めるため稚軒排水
施設の軽僻改良か中心であった｡すなわちロ8拓と食Yia増産に両棲つながる撃弟が主だったわけであ
る｡また,Et地改革が実施され,その他,藷制皮の変革がなされたCそのひとつとして土地改良法
が制定 (昭和 24年 )され,耕地整理法は摩止された｡ これより,開拓事選から土地改良即諾に重
点が移ったのである｡
昭和 30年代に入ると,良工両全か図 られるiうになった｡岡山県においては水島=菜典地の開
発を軸に,産業梢速を再臨しまうとした｡工男の誘致,工場建設,操業開始など,韮化学工菜の急
速な発達,民間資本の宙掛 こより,岡山県の在英ilq進は,昭和 40年代前半には大 きく転換 した.
良薮の第 2次 ･第3次産柴に対する他対的地位は低下し,急激な工業化は,虚業労脚力や戯用地の
員外への流出を凱在化させた｡ ところで,昭和 36年,国の所得倍脚計TB"を受け, また胞和 28年
頃より拡大 してきた殿工間所得格差を是正するため,曲弟並本法が制定された｡そして, これに伴
い,土地改良制度は多面的に法改正が行われ,従来の機銃排水を中心 とした当ぎ某から,大 きく常温
条件の改善に必要lJかC]勘条件啓胤に蚤業の電点は移 っていくのである｡
本県においては,良案県から工菜県への転換は,前述のように職和 45年には達成されたが,JEi
卦 よその彫軸を強 く受けて,大幅rJ後退を余儀なくきれた｡ さらに大規換土地日収と乱開発により,
Ln用地等の転用がなされ,土地ブームと粒外就職の拡大により出村に混乱が生じた｡また,晒和48
年の石油危機の後を救った食粒危輝は,輸入食粒に依存してきた国民に大 きなシgックを与えた｡
そこで, これを契栂 として,盟村を見直 し.地域戯政への転換を図り,農村地域組織柵進の強化を
通 じて,戯業経営摘連や盟村地域社会構造を再臨しようとしたのであるC
このように,岡山県政男は,戦後,3つの大 きな転換過樫を経てきているのであるが,この間
を通 して,本県の出芽は,前述のinり蛮過 してきているのであるO出兵粗Li=産楯から見た場合,そ
の伸び率は全国及び中乳 四国の伸び率に比較 して著しく低 く,相対的地位を低下してきた｡その
大 きな変化は昭和 29年から昭和 35年の托いこ現われ,その後,地位は徐々に低下しているOまた,
水田面積 (図 1-2-5)ち,昭和 31年頃より減少換向を示している｡ さらに,昭和 42-44
年の米の大恩作を背部 こ,米の生産過剰が問題 となり,全国的に生産嗣亜時代に入ると,本料でも
これに対応 した対策か実施され,水稲作付面軌 ま急速に減少 したのである｡鴨方qlの水田面概 (義
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oilha)
)12-5)も職後一時期増加 した後減少他向
に転 じ,以後全体的に減少し掛 ナている｡ 12
このような虚業の変速を通 してみると,戦後,
俄雨への良港生産構造への後帰をはたした後,
股菜か衰退 してい くなかで,潤池は,全体 とし
て減少傾向を示 したのではないか とい うことが
考えられ る｡ ところで,敵役,井顎地方振興局
管内で塾遺 された徹池は 15となっている(さ
らに,車道年代不明の ものが加わるか もしれな
い )｡鴨方町においては,杉谷池が臓和 37年
度に完成 している｡ しかし, こうした増加数よ
りも,独少 しT=敬の方が上回ったため,結果 と
して減少傾向を示す ことになるa)ではなかろう
かO鴨方町の&L合,簡旭の水面面も引ま,職和47
年以降についてであるが,明 らかに減少俄向に
あることがわかる(糞1-2-6)｡阻和 42
年以降の鴨方町内で埋め立て られた簡紬につい
ては, その理由のはっきりしているものが多い
(衣1-2-7)｡ これ らは,ほとん どすべて
か土地利用の転換によるもので,宅地化0)進行
により農地か減少 し, そ0)結果鮒 也の必要性が
liくなったため, あるいは,宅地等の土地碓保
の必要性があったために埋め られたといえる｡
以上のように,簡池は,段菜の盛敦 とともに
その穿選をとげてきたo今後,開発か進むほつ
孤,JuETi地はさらに減少 してい くことが予想 され,
また,股菜に対する的心か どの樫ALまで もら潰
すかわか らない. こうした状況の中で,潤池は
さらに減少 してい くのではないかと思われるo
H 簡池の維持 ･管理
ll
1n
9
8
7
6
5
4
3
2
I
昭20 25 30 35 40 45 50 5558(年)
｢岡山児盛業諭｣より
｢岡山握戊林業の現況と動向｣ (昭和 51
年版 ),岡山県盛林部資料および ｢段林水
産累年統計 ･岡山県｣戯林水産省 より作成
した もの
図1-2-5 岡山県の耕地面積 り推移
表1-2-6 鴨方町における溜池の水面面棟
(数値は溜旭台帳 より缶Hj)
溜池の維持,管理は水利組合によって行われる｡鞄方町においては役勘の方の話によると,以下
のような形で管理が行われている｡ます, それ ぞれの地区の人たちの中か ら話 し合いにより溜池管
理人を選出する(3年交代 )｡そして, この潤池管理人を中心にして地区で海池 を管理 してい くの
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である｡役場は,毎年潜池管理
人に ｢潤沖の維持 .管理につい
て ｣という手紙 を渡す｡ これ に
は平常時の曾BJ!と非'61'時対策に
ついての ことか哲かれているo
御地に状態の変化がみ られ ると,
滑池管理人が柚の状態の変Lbを
役掛 こ申し出る｡そして検査,
礎忍の後,町が設計を して軟体
するという仕組みになっている｡
ところで,良近では出家の規
模が小 さくな り,E3腰への関心
が薄 くなっていることな どが影
新し.管理の手が抜かれ る慣向
もみ られる｡職和 42年におい
て,老朽化し,土砂の堆郡がみ
られる,軌洗面位がない といっ
た溜池が 30個はどみ られた｡
次に,櫓池の補強笹井につい
てであるが,溜池の築造年代は
古い ものが多 く, その老朽化は
すすんでいる(表 1-2-8).
表1-2-7昭和42年以降埋め立てられた溜池と埋め立ての理由
ヨコ ゴミ
(D 鋳 込 池
ノ ミヤ′コ
② 野 宮 建 地
③ 実享箭 池
④ 晶 等 池
⑤ 晶 晶 池
(61 完 等 島 地
⑦ 宝 完 池
⑧嵩完 池
⑨議詣 他
⑲ hi完vTt池
⑪hi完笠池
⑫霜鳥遠地
⑬鎚 壷hJ=!池
⑭完笛毒 池
⑬ 竃 長 池
.･Ji;.冒 気 仙
iソポク
⑰ 恩防 池
⑲ 苛IL美 他
心･首 肯 .･ヒ.
住 宅 Efl地 (新 前 )
〃 ( 〃 )
', (/)
蕗速用地内
新 幹 線
〟
住 宅 団 地 (緑ヶ丘 )
〃 ( 〃 )
〃 ( 〃 )
〃 ( 〃 )
〃 (〃)
〃 (〃)
〃 (〃)
〃 ( 〃 )
? 現在貯水 していない
宅地 (池ノ平B]地 )速成のため廃止 し
たが,向規模の池 (朝倉弛 )を新穀
住 宅 団 地 (鳩ケ丘 )
鴨方川改修による埋め立て
(天草池 も一部埋め立てられる )
蓑1-2-8 薄地の状況 昭和49年
管 内 た め 池 数 同 左 内 訳
直 ちに改体を垂す る 要 改 修 改伊の必嬰なし
岡 山 県 8.553ヶ所 1.397 16% 2.976 35% 4.180 49%
振 岡 山 2.442 505 21 703 29 1,234 50
兼 備 1.146 237 21 380 33 529 46
店 数 1,062 101 10 642 60 319 30
輿 井 笠 1.242 265 21 372 30 605 49
砧 梁 547 63 ll 234 43 250 46
局 阿 新 182 12 7 44 24 126 69
別 共 産 121 27 22 39 32 55 46
津 山 994 133 13 319 32 542 55
資料 二岡山県彪林部 :岡山県の土地改良 より引用 r岡山県土地改良史 ｣より
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蓑1-2-9 穫方町における小規模溜池補強事業
年 良; 件 数 櫛 池 名 礎選故 (P=1)
49 6 故地, 山ノ典池,木舟弛, 切場池 19,917.000
池 ノ平地,北谷池
50 5 天草弛,大平紬,仏蛍池,茂戸弛 8.474.000
宮 ノ奥地
51 2 望他 出額弛 3,997,000
52 3 輿建地,木舟池,抹池 5.971.000
53 4 他折下地,降矢下地,出張池,古見弛 12.960.000
54 4 大向池,治水池,屯王他,中池 8､144.000
55 3 龍王池,二子池.大内新地 14,100,000
56 1 茂登池 8.600.000
57 2 阿版新池,引野大池 8.000.000
58 3 持田大池,大内新地,天草沖 14.500.000
｢小規模潤池抽強や英台帳 ｣より(鴨方町役場の資料 )
蓑1-2-10 用水源 (溜池及井堰 )
改築工事施行一覧表
そ こで,昭和 28年, このよ うな老朽滞他に
よる災晋を未然に防止する目的で余水吐の老
朽化及び断面不足な どの補強改修=軒のみを
知額に老朽溜池補強野菜が制定 されたQ職和
35年には余水吐のみでな く,堤体の侵食,
鵜水等を も中農の対象に含めることにな り,
老朽溜他の整備制度が本格的に盤えられるに
至 ったO胞和 36年には大塊焼老朽租地中某
か制定 され, これは防災ダム的槻能を併せ も
ら,公共性が高いので,餌某補助率が蒔 く規
定 されている｡
鴨方町においても,老朽機池の間組がみ ら
礼,毎年数個ずつ補強 (艇防改築など)を行
っている(衷1-2-9)Q また,昭和 1-
29年についての改修 も鴨方ql駄よt)うかが
起工年鑑 池 名
胞和元年 天草弛
4 大岩柚
8 任地池,産地
9 茂戸池
10 福池,鉦釣場池
14 木谷池
15 茂戸池,引木地,平石池
17 字月僚池
18 持田大地
19 小泊池,仁後軌 原田池,熊の池
21 大内他
22 曲田上池,茂戸池
24 山の典軌 持田大池
27 引野大池,仁池
｢鴨方qT港 ｣より
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うかが うことができる(表 1-2-10)｡
(⇒ 天帯地の埋め立て
耕地の触発 とともに,溜池は旧敵時代,ある
いはそれより以前か ら築かれてきたOなかで も,
用水の不足する地fUJでは,大掛 りli溜池工苛が
施されていた｡そのひとつが天草池である｡
蓑1-2-11 天草池埋め立て工事
1 次 2 次
埋め立ての時期 47*Lを 56年及
埋め立てた面税 69,887d 8.910Td
鴨方町牧場での聞き取 りによる
天草池は,鴨方FJ内の代表的な･泡他であ り.かっては約 11.3haとい う水面面軌をもら,郡内で
もその大 きさを誇 っていた｡江戸時代の初期時代の初掛 こ築かれたもので串造後,約 350年経過
図 1-2-6 天草泡の埋め立ての状態
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している｡築造者は石川重石術門であ り,丘陵に囲まれた旧海底の凹地を利用して造 られた｡
天草池による磯既受益面右では,以前には 50hLZに及んでいた｡ しかし,住宅地化か進んだ結梨,
36haKと汲少した. したがって,天草池の貯水を術軒用水に('i用してもむ年集 り.過去 30年以
上底を見/Lいとい う稀/L池と/Jっていた｡また,東沖 16haは,杉谷他より面接滴数することがで
き,天草池の用水謂変堤からさらに 16ho分の用水星を差し引 くことができるOすなわち,以上の
ように,天草池の水母には充分な余裕があったのであるC
そこで鴨方町は,鴨方,六条際qd町合併 20周年記念Tj72-として,天草池を埋め立て,町の総合
センターを造成することにしたO大帝池は町のqr央部にあり, こうしたセンタ-を造･Sにあたって
場所的ほも似通であった｡
工軌 ま2回 (阻和 47年. 56年 )行われ7こ(衷112-ll,表 112-6)｡埋め立てには,
第 1次=封では新幹線 トノネル工串で射 り出された土砂を,P,2次エリCでは金光町の大規段恩遇建
設邸の残土lJどを利用 しT=｡
埋め立て後は,公幽や町民会館等が建設され,天草総合公陶として町民Iこ解放 されているC
そして,現在,天草他の残 りの部分の埋め立て=恥がBt)始されており,天卓池はさらに変貌をと
けつつある(写負l-2-7,8)0
(岩本智恵 )
写真1-2-7 天草池
(昭和61年2月13日)
o岡山県良基論
o岡山県土地改良史
o浅口邦誌 ( 1925 )浅口郡
o洗口地方誌 :花田-iE一草稿
窮一巻 地理編 第一偏 自然地理
写真1-2-8 天草池の埋立て
(昭和61年2月 13日)
参 考 文 献
-30-
第-巻 地理編 第二編 人文地理(2)
o鴨方町誌
o岡山県大百科弔典 (1980 ) 山脇新聞社
(3) 近年の土地改装こ
(Jl)改変の状況
鴨方町は,時代の流れとともに変貌をとげてきた｡その顧み重ねの結果が現在の姿である｡それ
では,現存に至るまで, どのように変化してきたのであろうかO その様子を地形図と土地条件問か
らとらえ,図に表わした(図1-2-7-8)O地形図によるものは,明治 20年,昭和 25年,
43年,50年,56年 (明治 20年は2万分の1,その他は2万5千分の 1)の地形B(1を比較 し,
変化 した所をとらえ,56年の地形図に記入 し1=｡そして土地条件図か らは,人工地形 (平坦化地,
盛土地 )をとらえ,地形図によるも0)よりさらに詳しく改変の状態を表わしてみた｡(ただ土地条
件図は昭和 50年の ものであるため,それ以降に改変 された所は表わせなかっ/こ｡ し/二がって,地
形図ではとらえられたが,土地条件図からはとらえられなかった所 もある｡ )
さて, これ らtこよると,田,森林,果樹歯であった所に, 何 らかの建築物が迦穀されている解合
がほとんどである｡なかで も宅地化されている所か際立っているOそして,昭和 45年以降は,大
規模TL住宅団地の建番がみ られるようになるOまた,改変は,国道や鉄道の通 った町の中心部近 く
に染中している傾向にある｡地形的には,地形図でとらえた場合,山地 .丘陵に多 く,低地に少な
図 1-2-7の説明 地形図か らとらえた土地改変
年 代 番号 改 変 前 : 改 変 後
M.30-S.4343 505 6 ① 防 宅 地
② 針 粟 舶 林 岡山大文博物館
① Etj 学 校
④ 斜 面 切 取 部
⑤⑥⑦ 針 築 樹 林〟田 .針襲槌秘 遥照山簡易保険センター宅 地国鉄新鴨方変屯所
⑧ 田 .果樋園 .針築樋林 宅地 (住宅団地 :緑ヶ丘 )
L5) 田 .果樹軸 ' ( ' ニ駅前 )
⑲ 針 粟 樹 林 建物 (温宅,畜舎(9 )
⑪也)⑨U⑫ 斜 面札 B.針葉樹林 宅地 (住宅田地 二他ノ平 )化がすすむ〟. 団 鳩ケ丘
※地形図にはないが
57年皮 宅地 (住宅Bl地 :桃山台 ) 六条院東 43･739m2
60年鑑 工場 六条院西 13,999.25,Tf
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(県庁で狛べる )
図1-2-7 地形図からとらえた土地改変
132-
図1-2-8 土地集挿図からとらえた土地改変
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閥1-2-8の説明(1) 土地条件図にみられる平坦化地
年 代 番号 改 変 酌 改 変 後
～S.43- 50 ① 針 串 樹 林 岡山大文ftJl物館
@㊨⑦ 田 学 校組 物寺院,学 など
平QB)⑬⑮⑰⑲⑳㊨@ 田,綬斜面窮樹林,斜面緩 斜〟節価田斜頗.薬 宅 地〟〟学 校建 物遺贈山仰易保険センター
④ 田,針葉樹林 国鉄新鴨方変屯所
㊨ 田.果倫臥 針葉樹林 宅地 (住宅団地 :緑ヶ丘 )
⑨⑬⑲ 田,果樹園〟斜 面 〟 ( 〟 :駅前 )〃 〃建 物
図 1-2-8の鋭明(2) 土地条件図にみられる盛土地
記 号 改変後 (S.56の状闇 ) 記 号 改変後 (S.56の状態 )
㊨ 宅 地〟学校 .工場 ㊨ 宅地 .天草総合公陶
⑦ 珍 宅 地
㊨ ㊨ 宅地,荒地 工場
地 .田
㊨ 宅 地〟学 校 C?㊨@ 宅地 (住宅団地 :鴨方団地 )〟田㊧ 珍
㊨ 工 場 ㊨ 工 場
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いことが明瞭であり,土地条件図か らは,平坦
化地は山地丘陵に多 く,盛土地は低地に多 くな
っていることがわかる｡
改変の状況を数値でとらえてみると衷1-2
-12のようになるO得 られた数値が昭和 47
年以降のものであるため,近年の変化しかとら
克られ/Lいが,その傾向をみてみると,通路,
宅地の面積の増加が背しく,農地の軌少がかな
り大きい｡農地が宅地等に転用される傾向の大
きいことがわかる｡
以上のように,鴨方町においては,t場用地 ･
住宅地のBEI発が著 しいといえる｡
63) 宅地的発について
そこで, この宅地について,以下,幾分詳 し
くみていくことにする｡
宅地面頓について職和 47年度以前の ものを
示すと衰1-2-13の通りである｡これと衷
1-2-12とをあわせてみると,軌少した場
合 もあるか,全体的に相加傾向にあることがわ
かる｡
大規模な住宅団地の開発が始まるのは阻和40
年代後半か らである.鴨方町の人口は衷 1-2
14に示すように,昭和 30年頃 より減少 し始
めるOそこで,その減少を食い止め,人を鎮め
るために住宅団地を建設することになったので
ある(鴨方町役場の方からの聞き取 りによる )｡
団地啓設の状況は,衰1-2-15に示すよう
になっている｡ 49年頃をピークに, その前後
3年ぐらいに鍵中しているようである｡ これ ら
の団地が建設されるために掛 ざれた場所は,以
下のような利点を持っている｡①交通休系が整
っているなど,人々の暮 らしiこ便利である｡②
土地の価格が安い｡③滴当な起伏を有し,工fJI
妻112113 鴨方町における宅地面棟の変化
年 宅地(a) 年 宅地(a)
T.15S.1 10.1∈XS 28,29 13,622
S.2 10,227 30 13.622
3 10.オ)5 31 ll.296
4 10.219 32 ll.310
5 10.735 33 ll,346
6 10.692 34 ll.295
7 ll,0eX) 35 ll,㌘7
8 ll,116 36 ll.60
9 ll,181 37 14.066
10 ll,322 38 14.470
ll ll,357 39 14.672
12 ll.349 40 l2.92〕
13 ll,849 41 15,848
14 12.089 42 16.0獣〕
15 12.084 43 16,409
16 12.6幼 44 17.167
23 12.546 45 17.565
岡山県統計年報より
蓑1-2-14 鴨方町の人口推移
年 人 口 (人)
13 13.444
16 13.238
23 17.256
31 16,754
35 16,190
40 15,268
45 14.968
47 15.979
48 16,186
49 16.617
50 17,008
51 17.314
52 17.914
53 18.355
54 18t797
55 19.028
56 19,255
57 19,498
岡山県統計年報他
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を行 うにあたって,山を削 り,その士で谷
を埋めることかできる(鴨方町役場での拙
さ取 りによる)Oしたがって,団地建殻の
場所は,地形的には,山地 ･丘陵部に集中
しているようである｡
鴨方町の人口は, 45年頃より増加傾向
に転 じているOこうした住宅団地建設が人
口増加対策の一軍を担ったものと思t)れるO
卜) 今後について
今後,鴨方町において,農地については,
さらに減少していくと予惣きれ るOまた,
本町は,水田の田場躯備の遅れが目立つ0
55年 3月末現在で整備率が50/oとなって
いる(｢岡山県土地改良史｣)O今後の盤
偏の進展が待たれるところである｡
表1-2-15 親方町における住宅団地の開発
年段 件数 面椴 (Tf) 団 地 名
S.46 1 135,1Z) 駅前
L17 1 13,650 セ キ スイ緑ヶ丘,蘇,池ノ平
48 0 0
49 3 2B7.088
50 1 4,36) 駅南
51 2 1(渇.2ED 学【軌 松井
52 1 108.2〔D 鴫ケ丘桃山台
53 0 0
54 0 0
55 0 0
56 0 0
7 43739
｢住宅団地等開発状況及び入居見込調査表 ｣より
(鴨方町役場資料 )
※工事の着工と完了の年度が異なるものについ
ては,工申完了年度により分類 した｡
そして,農地の減少の反血,通路はさらに掛 ､,宅地か一層の栂加をみせると考えられる(住宅
地の他に,工場用地の増加の割合が大 きいと思われる)0
したがって,鴨方町にわいては,現在の推移状況にさらに打率がかかった形で開発が進んでい く
ことが予想される｡
(岩本符恵 )
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3.気 候 の 概 観
(1) 岡山県の気候区分
まず初めに岡山県の気候区分についてのべ,次に鴨方町がその気朕区分のなかでどのような位忍
にあるかふれようo吉野正敏の ｢巾国 ･四国地方の気候区分｣によると,気温 ･降水母 ･気候につ
いてそれぞれ以下のような区分がなされている｡
(イ) 気温による岡山県の地域区分(図 1-3-1)
岡山県においては,気温はIe,If,ⅡC, Ⅲdl,Ⅲd2の5つに地域区分されている｡それぞれの
分布,特徴は以下の通りである｡
図1-3-1 中国 ･四国地方の気温による地域区分(吉野正敏1968)
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Ie:県北部に主に分布している｡山地気朕の地域で気温は低いo果年上封氏気温は一 14-- 15
℃より低く, 8月の月平均気温 26℃以下｡谷1増や盆地では局地的低温となる｡
If:娯北中央付近に分相している｡LLI.地気候で,上長田(岡山県,海抜 440m)における累年
最低繋温-23℃は中国地方としては第2位の観汎J値である｡
Ec:県中央部に東西に延びて分布している｡山地気候と瀬戸内気候との中間,冬はさほと兼くな
く,要はあまり高温とならない｡ この地域内はほほ一様の気温である｡山閲部では夏まれに極めて
商温となり38℃を越す｡原田(岡山県,海抜 138m)では40.5.C,勝山(岡山県,海抜 180
m)では 40.0℃の記蝕がある｡
Ⅲdl :県南部の内陸価に分布しているo冬は暖かく,夏は拓温である｡更の高温はひどく8月の
月平均戯高気温は 33℃以上のところがある｡
Ⅶd2:県南部の海岸側に分布している｡冬の畷かきは,島を除いて姫戸内沿Jl圭地域では最も特色
あり,果年穀低気温も-6--8℃までである.
このように気温は県北で低く,県南で轟くなっている｡ま7こ地域区分は東西に延びる帯状の地域
によって構成されていることが分かる｡
(ロ) 降水塾による岡山県の地域区分 (図1-3-2)
降水虫は, If,Ig,ⅡC.,ⅡC,,ⅡC3,lrLe. Ⅲfの7つに地域区分されている｡それぞれの分布
特徴は次の通 りである｡
If:県北西部に分布している｡1月の降水旦 100- 150m,殻大日丑 250mを越す｡6,9
月の降水丑が多い｡8月の降水荘 もやや多い｡中国地方としては'&雨が多い｡
Ig:県北東部に分布している｡冬の季節風降水の限界地城で1月の降水堤は100-200相,夏
の降水迫は山地としては比較的少ない｡
ⅡC. :県中央部に東西に延びて分布している.冬 も夏 も降水丑はIf, Igより少ない｡しかし,
降雨日数は∬C2やLlC3より多く20- 40日である｡
ⅡC2:県南西部内陸側に分布している. 1月の降水最は 50m以下,夏の降水itも少ない｡降雨
日数は 20日以下.すなわち板戸内気候の特徴がかなり強い｡
皿C,:県南東部内陸側に分布している｡ ∬C,と同様であるが,板戸内降水型式の特徴がさらに強
い｡
Ⅲe:県南西部海岸側に分布している.瀬戸内の降水特性すなわち夏冬ともに降水giが少ないとい
う特性が明らかであり,その慣向が強い｡8月の陣水虫 70RrZI以下, 1月の降水丑 30hlal以下の地
点すらめずらしくない｡
Ⅲf:県南東部海岸側に分布している｡Ⅲeと同じ幌向だが,さらに柏瑞な地域である0位も乾燥し
た地域で年降水ftは1.000hTh･～ 1,050冊である｡特に宇野では991脚で中国 ･四国地方を通じて
最少降水塁である.
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図1-3-2 中国 ･四国地方の降水による地域区分 (吉野正敏1968)
このように降水鼠は県北で多い儒向にあり,板戸内沿岸に雨下するにつれ少なくなっている｡特
に瀬戸内沿岸地域では夏冬ともに少く,乾燥した地域となっているO
(ハ) 気候による岡山県の地域区分 (図1-3-3)
究候区分は(イ)の気卓臥 回の降水出の地域区分とを重ねて作られたものである｡
気候の地域区分は,Ig.,Ig2, 1g,,Ih, Rc｡,ⅡC5,mb,ⅢCの8つに分けられる｡それぞれ
の分布,特徴は以下の通りである｡
Igl:県北西部に分布している01月の降水iun_の他,夏の陣水盛も多い｡
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図1-3-3 中国 ･四国地方の気候による地域区分 (吉野正敏1968)
Ig2 :県中央部を栄西に延び分布している｡更も冬 も降水位は北側の地域より少い,しかし,降
(掛]数はやや多い｡
Ig3 :Iglと同じ｡低温である｡県北東部に分布している｡
Ih:Ll真北,中央部に分布している｡山地的特性やや現われるo すなわち,低温,多雨,題雨など｡
ⅡC一:県南西部海岸僻目こ分布している.頁冬ともに降水昆少く,冬暖かく夏は高温である｡
EcS:県南東部海岸側に分布している｡JIc一と同じだが,憤慨はさらに強い.瀬戸内気候の蚊も
代表的地域,年日照時間は2,400時間を越す｡
-41-
mb:炊南西部の内陸側に分布している｡夏も冬も陣水母は少いo
nlc:県南東部の内陸側に分布しているOⅢbより瀬戸内気鮫の特徴が強い｡
(以上,吉野正敏 1968より引用)
以上,(イ),(ロ)を含めて岡山県の気象について大まかにまとめると｡
○児北においては,山地気峡の特性が現われ気温は低く,降水出は多い傾向にある｡またTji雨も多
い｡
○県南においては,瀬戸内気侯で気惑いま冬でも暖かく,Ejは高温になる｡降水執ま夏冬ともに少ないD
この傾向は瀬戸内海沿岸地域の方が強いO海陸風 も発達しているo
o県中央においては,県軌 県北のFFI間的性格を,気温,降水昆ともにしめしている｡
○区分の特徴としては,栄西に延びる地域によって区分きれていて,その中でさらに束西でlズ分を
されることもある｡ これは,北に拓く南に低い岡山県の地形的特徴に対応しているO
(2) 岡山県南西地域の気象 ･気族
今岡の調杏地域であるITtL5万町は,県の南西地域に位疋している｡そこで,鴨方町の気象について
は, この地域の気象によって示し,岡山県南西地域の中の鴨方町の気象としてみていく｡具体的な
資料としては笠岡市,倉敷市の気温 ･降水丑等をあけみていく｡
川 鴨方町の気候区分
1で示しT=気侯地域区分によって表わせば,鴨方町は気温はmd,,降水丑は皿e,気候はⅡC.とな
るoその特徴は,冬,板戸円沿岸地域で股も暖かいということであるo累年擬低気温も-6--8
℃までであるOまた降水卸 こついては,瀬戸内の降雨特性,すなわち,夏冬ともに降水丑が少ない
という特件が明らかな地域である｡
(ロ)笠_岡,台数の気候
鴨方町では,後述の竹林寺山天文台のデータ以外には適当な気象データが得られなかったので,
笠岡 ･倉敷の気象データをあげ述べていく｡
日) 気 温
両者の月別平均気温,最mI気温,但低気温を表 113-1に,平均気温年変化を図1-3-4に,
月別日瞭差を衷 1-3-2に表わした. これによると,月別平均気温においては笠岡で年 15.2℃,
倉敷で14･9℃とその差は0･3℃である｡各月においても0.7'C以内の叢となっていて同じ様な月別
平均気温を示しているo瓜高気温においては笹岡の方がやや高い値を示し,応低気温では倉敷の方
が低い伯を示しているo これは夏冬ともに笠岡の方がやや気温が高いことを示している｡また,(1)
で述べたように瀬戸内海沿岸に近いほど冬暖かく,夏も気温が砧いと言える｡(その蓋はわずかで
はある｡)
川) 降 水 品
両者の月別平均降水丑を表 1-3-3,図1-3-4に糞わしT=｡ これによると,笠岡では年間
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1 2
?
? ??
3 4 5 6 7 8 910ll12月
? ??? ? ?
??
?
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112月
図1-3-4 笠岡 ･倉敷における気温と降水tの年変化
(｢岡山県気象月報昭和40-59年 ｣により作成 )
蓑1-3-1 月別平均 ･最高 ･最低気温 (昭和40-59年平均)
月別辛均気温 地点 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年
笠 岡 4.2 4.5 7.4 13_3 18.0 22.1 26.4 27.1 23.6 17-2 ll.6 6.4 15.2
合 歓 3.7 4.3 7.2 13,2 18.0 22.3 26.3 27.2 22.9 6.7 .2 5.9 14.9
月A瓜k､旦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年
笠 岡 8.8 9.0 12.4 18.2 23.2 26.3 30.3 32.0 27.7 22.2 16.1 ll.6 19.8
荷 敷 8.2 8.7 ll.5 18.2 23.3 2.5 29.8 30.9 27.6 2.8 16.2 0.7 19.0
a温 諒､＼竺1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年
笠 岡 -0.4 0.0 2.4 8.3 12.7 17.9 22.6 23.6 19.1 12.4 6.7 1.7 10.5
Aj^ 敷 -0.7-0.7 2.2 8.1 12.7 18.1 22.9 23.5 18.8 ll.7 6.2 1.3 10.4
蓑113-2 月別日較差 (昭和40-59年平均 ) (℃)
日較義 完音14 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12
笠 岡 9.2 9.0 10.0 9.9 10.5 8.4 7.7 8.4 8.6 9,8 9.4 9.9
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蓑1-3-3 月別降水量 (昭和40-59年平均) 仰
降水良 地点 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年間
笠 岡 35 46 73l117 ill 186 190 90 174 83 60 301,195
1,195hr弟,倉敷では1.164脚と31mの差がみられる｡月別では梅雨にあTこる6･7月と台風時の
9月がどちらの地点でも降水出が多くなっていて,8月が芥闇になっているOまた, 12月～2月
にかけて特に降水出が少ないようである｡
このように.この地域の気湿は約 15'Cの年平均,1月の平均般低気温 も-0.7C程臥 降水位は
年間1.200m以下で8月約90仰,1月約35DL九と少なく,冬暖かく,少雨の瀬戸内気候を示しているo
(/1 竹林寺山天文台 (東京大学巽東天文台岡山天体物理観測所 )の銭象データ
この南西地域内において海抜指圧は一定ではない,栴抜高度が変われば気候も変わるOそこで,
海抜高位約 370mの地点竹林寺天文台の観測資料をあげる0
日) 気 温
月別平均気温(ここでいう平E=J気温とは,年前 10時における気温である)を表 1-3-5,図
1-3-5に表わした｡これによると,1月が位寒月で24℃ となっていて,8月が最暖月で
25.9℃とIiっている.また,年の平均は 13.7℃であるO(I,)であげた笠岡,荷敷と測定法が異な
るため比校はできないが,それでもlo以上差がある｡グラフに示されているように年変化のパター
ンはよく似ている｡
日日 降 水 監
月別平均降水出を表 1-316,図 1-315に表わした｡これlこよると年間降水立 1.280h'RIと
蓑1-3-4 大気現象 (而 ･雪 )日数.降水日日数
大気現象口数 降 水 日
地 点 雨 旧1 雪 旧ー > 1nl1 >_lo榊 ≧30blaT
笠 岡 116 15 100 40 10
(S40-53の平均 ),(S40-59の平均 )
表1-3-5 竹林寺山天文台における月別平均気温
(昭和42-57年の平均 )
＼ ＼-＼ 旦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12年
月別平均気温 2.4 2.7 5.9 ll.9 16,9 20.7 24.7 2 5.9 21.6 15.9 10.3 5.013.7
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蓑1-3-6 竹林寺山天文台における月別降水量
(昭和41-43年,昭和49-51年の平均) (叫
～ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年間
月別降水'& 28 47 78 150 105 157 201 77 222 130 53 33 1.280
※ 昭和44-48年のものは1-3月と12月に凍結等で削定不能の年があるため除外 して
平均している｡
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll12月
図1-3-5 竹林寺山天文台における気温 ･降水量の変化
(天文台の気象記母より作成.気温は昭和42
-57年の平均,降水丑は昭和41-43年,
昭和49-51年の平均 )
(ロ)で示した釘軌 倉敷よりも85-116hrlも多いことが分かる｡特に7,9月に降水iatは多く
200hmを越えているoここでもやはり,梅雨,台風時iこ降水量が多く8月が谷脚 こなっている｡
また冬に少雨であることが分かる｡
気掛 こついては測定方法が興るため触れないが,降水Liについては,同じ南西地域一瀬戸内気候
内であっても,海抜高度が約 370mという高所では降水症がやや多いという特徴をしめしているO
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巨)鴨方町の気候の特徴
鴨方町内の気象テ一夕は,海抜 370mの竹林寺山天文台の もの以外は得ていないので, 比較的
近い笠岡 .台数の気象データにより,鴨方町平野部の気候のおおよそを推察してみようO
年平均気温摂氏 15産前後0度は暑く.位曜日8月の平均気温は 27-28度程度｡冬は般寒月
1月の平均気温4度程度で,さほど寒くないが,月別平均最低気温は 1月と2月に.わずかなが ら
氷点以下となる｡降水払 1,200Mt程度.とくに冬季には雨が少なく,12,1,2月とも50nt7n以
下である｡6,7月の梅雨期と9月の台風 ･秋諜期には両地が比較的多いが,盛夏の8月には100
nnt以下に落ち込むO以上,瀬戸内気候の特色を示す｡
鯛 笠岡,倉敷の資料についての各気象の測定方法は以下の通 りである｡
平均気温 :下記の口煩高気温と日通低気温との平均値を日平均気温 とし01℃単位で示したO
殻有責rt温 二当日9時か ら翌日9時までの日展高気温を0.1℃単位で示した｡
奴低気温 二前 日9時から当日9時までの日放低気温を01oC単位で示したO
降 水 圭迂:当日9時から翌日9時までの日降水JIBをlhTD1単位で示 した0
(岡山県気象月<年>報昭和 40- 59年 )
○竹林寺山天文台における各気象のalJ定法は以下の通 りであるO
平均気温 :当日年前 10時の気温をもっては平均気温とし0.1℃単位で示 したO
(竹林寺山天文台記録の気象資料,昭和 42- 57年 )
降 水 出 :当日0時～ 24時までの日降水丑
を 0.1Nオ単位で示 した｡しかし,
通年の平均値で四捨五入をし,1
hlal単位で示している｡
(内田良裕 )
蓑1-3-7 天気日数 (竹林寺山天
文台.S36-58平均)
快 晴 暗 l-I 雨 冒
参 考 文 献
吉野正敏 (1968):中国 ･四国地方の気候区分O地理科学, 10
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第 2章 遺跡より見た鴨方の原始古代
1.旧 石 器 時 代
現在鴨方町では山脇自動車道の建鼓が進められているが ,この工邪のため破壊される迫跡の発掘
調査が1979年から1980年にかけて行われた｡その際出土した遭物によって今まで分かっていた
よりさらに古い時代に人々が鴨方の地に足跡を残していたことがわかった｡巨当2-2がその地物で,
旧石貨詳時代の尖頭韓であるO報告皆(1)では有舌尖頭鯨として
おり,そうだとすると旧石軒時代末期,約-万年前の物とい
うことになる.このころには既に土韓が出現 しており.時代
区分の 卜からも論争の絶えない時期である｡土辞や弓矢の出
現とい った狩猟社会の変革期に鴨方の地を巌屈した太古の狩
人がどのような生活をし,どうなっていたのかは一いかんせ
ん一個の迫物からでは実証できない｡ この後,孤文時代後期
までの数千年の追跡 ･遭物はまだ確認されていない｡
1
く 二 二>
図2-2 (注1文献より)
2.縄 文 時 代
石斧で山鮭を切り開いて住みながら,北方に連なる山々で木の実を採集 LT:り石鋸を用いた弓矢
で狩 りをし,その皮を石匙で剥いで肉を食べ.前面の梅で魚介類を採って土鰭で煮たさして食べるO
そんな生活を紡柵とさせるのが,図 2-3の益坂の和田遺跡 .向原退跡で出土した経文時代後期の
遣物である(2)｡当地では他に旧六条院町内でも抱文士鯨や石器が確認されている(3)｡その様な狩猟 ･
ー ???
? ? ? ?
? ?
? ? ? ? ???
?
?? ? ? ??? ??
守. .干C'
図2-3 (注l文献より)
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図2-1 本文掲 載 遺 跡
-48-
採集の時代の地跡は隣接する笠岡市の津望月壕や同じ郡内の船穂町の里木貝塚 .涼松貝塚などが有
名であるが,鴨方町内ではそれらのような大規模な地跡は確認されておらず発掘 ･採来された出物
もわずかである｡おそらく町内の拙文迎跡は拠点的な集落跡ではなく,他の地域の人々が狩猟 ･採
梁のために季節的 .一時的な生帝をした跡ではILいかと思われる｡
3.弥 生 時 代
今か ら二千二 ･三百年前に大陸か ら伝えられた稲作は,人口増とそれに対応 しきれない自然採袋
経済の限度によって停滞 していた拙文社会Iこ急速に受け入れ られた｡すなわち弥生時代前期の うち
に,九州か ら愛知県西部にまで稲作と金属器の使用を軸とした弥生文化が広まっTこのである｡その
ような動きの中で当町でも退梢 こそ碓認きれていないものの,木非文が施 された弥/iI時代酌親の土
器が犬飼木谷古墳群の封土中より発見されている(4)｡岡山県の多 くの弥生時代前期の迫跡が戯桝に
適 した三大河川及び足守川の下流の低湿地に立地していることを思 うと,当時殆ど沖郡地がなく海
が入り込んでいたこの地に早 くか ら虚排が定着 していたことは意外な感 じを受ける｡しかし現有梁
川以西の前期迫跡で現在肺認されているもの(5)は全て当時良または海に直接面していた所であ り,
敵背な河Jlrも沖横地 もない県西部の佃戸内海沿岸では農耕上の適地とい うより海に面LT=交通上 .
文化伝達上の条件によって,軌期長桝がこの他lこもたらされたのだろう｡ もたろん趣桝適地 が少な
かったこの地ではごく小規模な生産性の低い経営であったとおもわれる0
4. 農耕社会の展開
一般的に弥/E中期以降,癖敵技術の進歩や鉄韓の普及による生産力の向上によって鍛落が発展し
それゆえに起 こった可耕地の限界 と人口EEの問題から,いわゆる谷水田が開発され山地彬にまで追
跡が拡大されていっTこことがいわれている｡鴨方町の弥生時代中期～後期の過跡の展凶 もまさにそ
のような谷あいや丘陵,山地への分布の広がりとなって現れているのであるが(札 それは一般にい
われているような母村の人UEEによる分村というよりも,はじめか ら狭′J)な可耕地 しか持たなかっ
たこの地の集団が耕地の拡大を行おうとすると谷部への進出しかなかったのではなかろうか｡つま
り,この地においては｢吉備 ｣中枢部のような百聞川 ･津島 ･上乗などのような大規椀な｢母村 ｣
を形成することなく経営規模としては小規模な鍵田のままで谷水田への拡大への拡大をおこなって
いったと思われるOその証拠に,当地の弥生時代の過跡の分布状況は広範な地に渡っているにもか
かわらずその殆どが丘陵上に立地 し現在iB物が保雄されるなどしてしられているかぎりでは(7)一つ
の遺跡は時期的に継続するものが少なく,また小規模なものばか りである｡谷水田の疲弊や天災に
よって頻発な行動を行っていたのではなかろうかo
このように当地における中期～後期の曲折社会の展粕はおよそ吉備中枢部とは異なった様相を見
せ,両者の間の経済的,社会的な不均等発達はいかんともしがたい ものがあったといえよう｡
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5.高地性集落と特殊器台～｢吉備 ｣世界の中の鴨方～
当地の弥生時代を語る上で特徴的な追跡 ･冶物を二つ挙げてみようO
まず一つめは高地性袋落と呼ばれているものである｡
福地性集落というのは到底蛙桝には不適当なような山卜に1_地 している弥生時代の巣落遺跡で時
期的には中期後半に喋申し,北九州と近畿中央部をむすぶ鵬JLTA内海沿岸に集中して分布している｡
そこでの特徴的な退梢や遁物から｢軍野的 ･防御的性格をもつ｣(8)ときれその社会的背負として農
耕社会の発展に伴う,用水 ･耕地拡大 .交易等をめぐる共同体間の汎西日本的な戦闘状況が考えら
れている｡またその中で板戸内海に臨む沿岸の高地位架落については板戸内海が経済的交流の大動
脈だったことを堅祝し｢その眺望を利用する監視 ･通報を通じて交流に関与 ｣した部族のも叫9)と
もいわれている｡
さて町内では阿部山遭跡と天文古池跡がそれにあたる｡前者は海抜 360M平地部との比筒差は約
350Mの所に,後者は海抜365M平地部との比肩差355Mの所にそれぞれ立地している｡眺望は極
めて良 く眼下の鴨方の町はもちろん,板戸内海や坂出.四国山地も一望できる｡これらの追跡で弥
生時代中期後半を中心とした出物が古くより採集されている00.遺物の播掛 ま,土拒 .石嫉 .石斧 ･
ソ _ ≠
図2-4 ②
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石庖丁 .石匙 ･銅鉱等であるo図2-4がその遺物の一部で 1と2が中朋後半の.rL'杯と鉢,3が後
期後半の商杯,4が銅銭であるat)｡当時今の平野部が海であ っT:当町に海上交通の要地 としてその
眺望を利用 した雑落が営まれたのであろ う｡
もう一つは特殊器台と呼ばれている土器である｡和田追跡で発掘された土嫌基群09よ り出土した｡
この退跡で発掘された土雄志は全部で8基で出土品や過揃の詳細は表 2-1図 2-5の通 りであるO
注 目されるのが 1号基で他のものより一回 り大きな去嫌に玉類を中心 とした豊かな副葬品を持 ら,
その面上で特殊器台と呼ばれている葬送余熱 こ用いられたと考えられている士舘が出土したのであ
る.この特殊器台というのは通常特殊壷とセットで匪用 され,｢弥/Ji時代後期中一後車において,
それまで農耕輯藩において農耕崇紀行為に使われていたと推定される鯨台形土器とある種の造形土
器が,特殊的に発達して埋葬儀礼に使用 されるようになったものである｡壷をのせる番台はとくに
図2-4 ③
図2-4 ④
0,70B09 I.0i.112I.31A 1.51.61.71.81.92.02.12.2
蓑2-1 横穴式石室重量幅 奥壁喝m)
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大型化 ･装飾化 (呪化 )きれ,その全高は7.80ch,か ら1mを濠に越 える｣的 といったものであるo
この特殊鱒台の分布は図2-6のように書僻全域にひろが り,他の地域か らは山陰か らの二例の
例外を除いて出土 していないoつまりこの特殊器台 ･特殊･#_を用いた押送祭紀の共有 とい う点で吉
備の諸集団は同族忠誠を持 ち,なんらかの結合鵬係が結ばれていたのであるMo和田遺跡から発見
されT=三個体分の特殊器台 も報告1如与では ｢在地 のものと運び込まれT=ものがある｡｣としているo
他の地域との交流を伺わせているといえようo
以I.塔地性取落と特殊器台について特に見てきT=がそれらか らいえることは･鴨方の弥生の人々
は決 して他の地城と関わりを持たない陸の孤か こいたわけではなく,肺Jj内海沿岸の動 きの中に,
吉備の諸地域とのつなが りの中に常にあっ1=ということであるo阿部山地跡や天文台遺跡のような
高地性集落は汎瀬戸内海的な経済的交流や鎌田rEJでの戦争状況の一端を担 っていたTごろうし,特殊
器台に見 られるように吉備の他地域 と特殊解合 ･特殊壷を用 いT=葬送卿 巳を兆有することで吉備の
諸雄田の祭紀的 ･同族的結 合 に参加 していた のであ るo
_:害 毒:
一鮒 )t■こ叶1■さ■.
髪1g･:磯,･yJ;.,S緑宰1
Jヽ_I ■こ-1
alL･.･二十三′争､
噸 毅 :Br-I/
Fi,笹 ー 5
O tkN
ト｢..トト !
∴ .
図2-5 1号土井圭出土特殊器台 (注1文献より)
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図2-5 (注1文献を-部改変 )
しかしなお付け加えるならば,追跡の状況は,一方でそのような大きな流れの中での他地域との
歴史の共有を示しなが らも,他方で4で述べたような鴨方と苦節中枢部との経折的 ･政治的な格差
をも現わしてい るのである｡
高地性集落については,発桐調査が歯研であるので,ここでは和田延跡についてそのことをみて
みよう｡
特殊舞台が供献され,副非晶や土嫌基の規模において他より確かに差があるとはいえ,あくまで
熊既基の中に位性する細田姐跡の 1号上♯益と吉備中枢部の墳丘よの闇にはかなりの発があるOこ
の差はその背馳 こある生産力の遅いや首垣共同体一般成Elとの距離,つまり生産関係の発展段階の
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図2-6 (注9文献より)
違いの一つの現れであろう｡例えば倉敷市矢部の楯築追跡は,そこに葬 られた首長が紫紺権のみな
らずその豊かな生産力の余剰や生産手段を一身に管理･運用しまきに他の共同体成員から卓越 し,
隔然していくという共F']体内の階級分化を推測させるのに対し,和田冶跡に見 られる鴨方の首長(?)
はあくまで土嫌基節の中の一つであ り共同体に埋没 した階級的に未熟な姿でしかないのである｡
この社会構成の発達段階の違いが,鴨方に出現期の綿Jj後円墳を持たすさらに古墳時代を通 じて
首長毛と患われるような古墳が現れないことにつながってい くのである｡
6.古墳時代前半期
古墳時代前半期とは大体 4世紀から6世紀の横穴式石室の群集助への科人の頃までを指す｡現在
確認されている町内の前半期古墳は前述の通り首長墓である前方後円墳は全 くなく,その他の傑出
した大きさのものもない｡ほとんどが径10数mの円墳で,内部主休は箱式石棺を中心 として若干の
竪穴式石室が現在確認されているa7).その分布は丘陵上や尾根上に散在する樫皮で,群を成してい
るものも現状では2-3誠 くらいであるo現地踏査の朋間が夏場であったこともあり.山原に位置
することの多いこの時期の古墳は 1,2を除いて踏査を行っていないので詳細は不明である｡
ただ言えることは現在確認 されている20基たらす (消滅したものを含む )の箱式石棺,または竪
穴式石室を内部主体 とする径10数mの小境にはかなりの時期差があるのである｡図 2-7の倉敷考
古館により発掘された宇月原の古墳8郎ま5世紀代の ものであるし,図2-8の町教委に保管 されて
いる地頭上塚地出土 (主体部はシス トであったという)の須坂輯杯は5世紀末～6世紀初頭のもの
であり,石部貞吉氏保管の須虚器杯身 (シスト出土 .消減 )は 6世紀中頃のものであるOつまり消
滅 .未発見の古墳を考慮に入れてもなお,一時期に解法きれた前半期古墳はまことに僅かな基数Ti
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図2-7 (注18文献より)
のである.このような中小古墳造営が首長梅の現実の取務執行を担 う氏族の長に対し,｢首長の容
認の下に｣築造しえた極めて政治的なもの伯だ とすると,古墳時代前半期における鴨方の地の対外
的な政治的地位の劣勢 さが伺われるo
Lかしこれらの小墳に搾 られた主もこの地にあってはやはり支配的地位にあったのである｡地頭
上の坪古墳から出土した鏡eOや,前述の宇月原告萌から出土 した剣 ･やりがんな ･鎌の鉄器はこの
地における呪術的支配,あるいは武恕 ･工具 ･皮具 というセット的係に見 られる武力的,生産的支
配を辛 うじて象徴するかのようである｡
7.古境時代後半期
後半期の横穴式石室については現存のものに対し大半を踏査できた.特徴的なことは次の3点で
ある｡
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図2-8 地頭上塚地出土
① 築造時期が新しいものが殆どである｡
② 曲数が多い｡
③ 比較的規模が大きい｡
①については.まず石室構造か ら見て確認できるものはすべて無袖であり,比較的大きな石を面
取 り加工を施 して構築しているものがほとん どであること.また遣物か らみて発㈲調杏されている
3基の横穴式石室CZtl(その内,阿坂古墳を図 2-9に示 した )か ら出土 した須恵鰭および過去に採
集 きれて町教委に保管 されている須恵器69(図2-10はその内の一つである)が陶邑編隼田によ
ると古 くてTK43型式の後出的要素をもつものであり,中心的時期はTK209,岡山県の編年朗 で寒
風A帯にあたることOこの石室稲造 と須恵辞編年よりV.G方の後半期古墳の盛行期は6世紀末～7世
紀初頭の時期が考えられたのである｡
②については県の過跡台帳田の記載分だけで40基前後 (消滅したもの も含む )の横穴式石室が確
認 されており,r岡山県通史』紗 こよると62基 (明らかにシス トと記されているものを除 く)岡山
県通史の数を補正した 『六条院町議j四では旧六灸院町だけでもさらに10基が加算されるとい うO
消滅古墳については横穴式石室かどうか不詳であるので正確な軟は期 し難いが.それにしてもrL_産
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図2-9 益坂阿坂古墳(注1文献より)
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韮盤の脆弱さや前半期までの状況を考えるとかなり数である｡
③については表 2-1を見る通 りすべて東壁崎1_2-I.3m以上のもので,最大のものは同幅2.0m
を測り吉備中枢部の群熊境と比岐しても遜色ない｡図2-11は鴨方町では著名な向ケ市占墳であ
るが規模は奥壁幅1.65m･現存長 9.0mを測るOさらに②で述べたように策造時間が比較的新しいと
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図2-11 六条院向ケ市古墳
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考えられるのに.表退期の横穴式石室の特徴である奥壁幅1.0m前後の小石室が鰍 ､ことである｡
以上の甲実や解釈をどう理解すべ きであるうかO犠穴式石室の築造が,生産力の向上を背掛 こ共
同体から階級的に分化してきた家父長制的世帯共同体の家父長層を畿内政権がその身分秩序の下に
組み込むために用いた極めて政治的な手段であったことは既に定説とな りつつある餌｡そのことを
前提として考えていくと①～③で見たような, この地域では特異とも思える後半期古墳の諸特徴 も
極めて政治的 .経済的背景をもつ現象と考えざるを得ない｡
その背景を考えていきたい｡発掘調査がほとんど行われていない現状ではあくまで推測にすぎな
いが,いくつか蓋然性の高いものをあげてみよう｡
まずEklt桝面であるO今までの流れか らするとこの分野での生産の飛雛的な向上があっTことは考 え
にくいが,鴨方の平野部には条里制の痕跡がみられその頃には水田化していたことは確芙なので,
後半期には既に沖積化が,そして水田化がかなり進んでいたのかもしれない｡
次に窯業面の可能性である｡舛接する金光町には須恵器の窯跡群である須恵古窯跡群があり県の
遺跡台帳餌によると鴨方町にも古墳時代の窯跡が記されているO (製品は進入していた海により容
易に搬出できたであろう)
また当時入 り込んでいた海での魁塩の可能性はどうだろうかO古墳時代の海岸線がどこまでであ
ったのかは正確にはわからないが一隣接する金光町には江戸時代まで確実に海が入 り込んでいた｡
また先に触れた条里制の痕跡 も鴨方町と金光町 との境の辺 りで途切れている｡ さて,そのような海
岸線の近さだけではないO 『続日本紀 』好凪2年 (716)8月の条に僻中国浅口郡犬礎部隈手が大
和国飛鳥寺の焼姫戸に配されていたことがわかる記欝がある朗l鴨方町中坂東に犬飼という小字名が残
っており犬養部の居住した土地と推定 される｡古代において製塩の可能性もあるといえよう｡
そのような生産や技術によって畿内政権に奉仕することによってこそ,この他の後半期古墳の盛
行があったのだろう｡
とりあえず.現時点では群雄頃を生み出した背景の解明は今後の調杏を得たねばならないだろう0
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8.古墳の終末と火葬
古墳の終末を語る上で興味深いiB物が町教委lこ保管されていた｡図 2-12の須船群壷と図 2-
13の須恵器平版である｡
藁の方は｢益坂阿坂出土 ｣とのラベリングがある｡
時期は8世紀で.落合町且原避跡62)･瀬戸町天皇山遺跡餌などの追跡でこの型の壷が火葬骨壷と
して使用 されていることからこれもやはり火野骨盛 として使用され1こものであろう｡古墳消滅の一
要因となった仏教的世界観による火葬の導入がこの地でも8世紀の段階で存在 したことを示 してい
るといえよう｡
さて,身分秩序の手段としての横穴式石室の役割は7世紀中頃を境に終わる｡それに代わる支配
機構 としての律令制が確立されていったためであるが,それ以後も細々と古墳の策造と使用(追弊)
は掛 ナられT:O闇壁忠彦 .醇子夫芋は｢少な くとも8世紀初頭までは横穴式石盤が従来の伝統を引
いた形で築造されていた｣ことを指摘しているが糾その後の従来の横穴式石室の形を採らない墳基
の形態を示しているのが図 2-13の平瓶を出土した図2-14の八幡塚古墳であるといえようQ
この造物 も過去の採集にもののためラベリングでは八幡塚とあるが.確実に同古墳に共伴するかど
うかは確証がない｡ しかし終末期の墳去形闇 としての小竪穴式石室は県内では津山市の太田十二社
追跡や京免遺跡89などで確認 されており,八幡嘆のそれも上記二例と同じように前半期の竪穴式石
室三の構築法とは異なるので終末期古墳の可能性は苗いといえるO
太田十二社遺跡や京免古墳の例では遣物が伴っていないので時期の決め手を欠い1=が,八幡塚の
平瓶はその特徴から8世紀後半のものであり,この種の形闇をとる墳墓の時期を考える上での-資
料となるであろう｡
また上記の火葬骨壷と時期的に並行することか ら奈良時代の墳基形態の多様 さをも伺わせるので
ある｡
図2-12 益坂阿坂出土
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図2-13 八幡塚古墳出土
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図2-14 八幡塚古墳
9.お わ り に
以上,考古学的側面から見た鴨方町の原始 ･古代 を温史的に述べてきた｡限 られた調査期間と調
査方法 しか持 ら合わせなかったため厳密な考証 .実証を欠き,時に論旨の飛曜があることと思 うO
発脚調査や新発見などで串突幽係が大 きく変わるかもしれない｡しかし地域史を再構成していく上
でそれを恐れていてはいつまでたっても地域の文化財の位置付けや評価をしていくことはできず ,
そのことが却って埋蔵文化財への無関心や破壊を もた らすことにな りはしないだろうか｡ もちろん
空想や過度の推測は避けるべ きである｡この楠 も現在確認し得る限 りの申実に基づき,できるだけ
地跡 ･遣物に即して考えてきたつもりである｡
方針としては,吉備または西日本の考古学的な大きな歴史的流れは既知の もの とし,一般的内容
についての説明は必要最小限にとどめた｡そしてその大きな流れの中での鴨方町の過跡の位置付け
をしていくとともに,その一般的性格の中の地域性や鴨方の地域独自の歴史の流れを重巨視していっ
たつもりである｡
なお最後になってしまったが.退物の実見 ･突刺Jfこ便宜を図っていただいた鴨方町の教育委出会･
図t,7t館の職良の方々,天体物理観測所 の相見の方々,石部良書氏,踏杏の際お世話になった現地の
方々に心より感謝を申し上げたい｡また老い中を石室 ･iB物の実測を手伝ってくれた岡大考古学研
究部の後班諸氏にも感謝 したい｡
その他多 くの方 々の御好志に甘 えなが らもいかんせん欝者の力丑が及ばず無味乾燥な内容に なっ
たことは否めないが,鴨方の地域史をこれから解明し深めていく上での 一つの捨て石になれば幸い
である｡
(阿部黍久 )
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1980年｡尚鴨方町教育委El会｢鴨方町の歴史年表 ｣1966年には t『撮亜鉛 』寛文 4年 4月 26
Elの記部に｢塩田の高, 27石4斗 7チけく条院村｡ 10石7斗 6升鴨方村 ｣という記啓がある"
ことが記されている｡
しかし『税要録 』には塩田の記恥 ま見あたらず,｢古新田｣について,｢帯 27石4斗7升同
部 (浅口郡 一 預者江 )西六条院｣ ｢応10石7斗6升同郡 (残口郡 一 発者注 )鴨方村｣の記述
があり(P609-10)
年衣の ｢鹿田 ｣は｢古新田 ｣の誤りであると判断 される. このことについては,岡山県総合文
化センター,別府侶吾氏から御教示いただいた｡お礼を如しあげます｡
別 間Ll煉文化財保戯協会『巾的自動串適粗設に伴 う発泥調査 』8
625閥壁忠彦 ･蔭寸 ｢岡山県下の奈良 ･平安期墳墓集成｣『昏戯考古館研死場報 』16 1981年
83m壁忠彦 ･恵子『U^叡考古館研究雑報 』17 1982年
糾 津山市教育委員会 『太田十二社迅跡』1981年,同『京免追跡』1982年
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第 3章 近 世 の 鴨 方
1.鴨方町の沿革
(1) 平 安 時 代
鴨方町の概況を歴史的にみていくわけであるが,次の2つの点から考えたいolつは,古代から
現在までをT=どる縦の歴史, もう1つは,近牡のある時期を取り出し.村の様子を考察する横の歴
史であるOまず第1節では,縦の歴史,すなわち,鴨方町の沿革をみていくO
鴨方町が含まれる浅口郡の地名が始めて出てくるのは,続日本紀であっ†こ｡奈良朝における元正
(注 1)
天皇の空包2(716)年8月,｢併拍咽 浅口都犬養部云云 ｣と,始めて国史に見えたのT:'Q
上古は浅口郡は,海中に点在する島であったとされたが,地殻の隆起,人工的なもの,そして高
(蛙2)
梁川の河口に存在するので,流水の作用によって土砂が堆桟され,現在の陸続きの土地lこ変わったO
平安時代 浅口郡は8郷に分かれていたQ阿知軌 間人郷,船穂郷,占見妻取 河村郷,小坂軌
(吐9)
林郷,大島郷の8つであるO
鴨方町は, この中の河村郷と小坂郷に属していT;一地方であったO
(2) 鎌倉,室町時代
伴食.室町時代には,豪族の私有地である荘園が発生し,発達していったOそれらの荘軌 ま略さ
れて荘 ･圧と呼ばれたO
河村郷は,分かれて津田圧と河村圧に,小坂郷は,小坂圧と呼ばれるようになったO
(3) 江戸時代初期
江J-I-時代になると各圧･:は村々に分かれ,各村に庄屋を置いて治めるようになった｡鴨方町は7村
に分かれたO
津田庄のうち.地頭上村と地頭坂 (座長年間,地頭上村の枝村 ),河村EEは,本庄村 ･鴨方村 ･
深田村 ･煎小坂村に分凱 小坂村は西中坂村となったd
(江4)
(4) 江戸時代後期
この頃の村は,地頭上札 地頭坂から益坂 (貞事3(1686)年,改称 ),本庄村,鴨方村,潔
田村,東小坂村から小坂東村,西中坂村から小坂西村の7村であったO
(注6)
貞李元(1684)守,備前藩主池田光政は,第2子政言を鴨方に分封した｡藤の所領関係をみる
と,地頭上村と益坂は節前借,すなわち本港の菅槻となり,本庄村 .鴨方札 深田村 ･小坂東村 ･
小坂西村は,支確として鴨方藩に屈したQ
(5) 町村制施行
明治 22(1889)紘,市町村制が実施された｡地頭上村と溢坂村 (明治 13(1880)年,益
坂から),さらに本庄村を併せて津田村とし,鴨方村 ･深田村を併せて鴨方村とし,小坂東村と小
坂西村を併せて小坂村としたOつまり,自治制を施行したわけである｡
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次Iこ,明治 38(1905)年,坪田村 ･鴨方村 .小額村を合併 して鴨方村と称することになったo
さらに,大正 14 (1925)律,町制を施行 し,鴨方町となった｡そして,市町村制施行以前の
各村は,大字として名を残したO大字鴨方 ･益坂 ,地頭上 ･本庄 ･小坂東 ･小坂西 ･深田である｡
(6) 六条院町の沿革
同様にして,六条院町をみてみようO
平安時代,六条院町は先に出た大島郷に属 し,稚魚 ･裏町時代にも,そのまま大島圧の中に在 っ
たD江戸時代に入ると,大曲正は多 くの村に分かれ,西六条転相, その枝村である安倉 ･中六条院
札 その枝村である西条原と東六条院村 もその中の1つ1:<った｡
江戸時代を下るほつれて,六条院西村,安倉,六条院中村,六条院東村となり, これらの村は,
明治 22(1889)年の市町村制の実施の結果,六条院村として統合されたOそして,大正年間の
町村施行により,六条院町となった｡
(7) 現在の唱,6町
昭和 30 (1955)年 4月 la.鴨方町は,六条院町と合併し,新たに鴨方町として生まれ変わ
った｡そして,現在に至 り,今の鴨方町を形成 しているQ
以上のように,古代から現在までの鴨方町をみたわけであるが,次詩では,臓の歴史の観点から
鴨方町の歴史をみていきたい0
2.江戸時代中期の鴨方町
(1) 位配と石高
江戸時代中期における,今の鴨方町にあたる村々について, その村の概況を史料によりみていこ
(ii6)
?a
① 小坂西村 (小坂庄 )
字 大内 ･西原 ･指田 ･惣良田 ･谷井 ･引野
田畑 68町7反 3畝4歩
砧 995石4斗 2升 9合
村内 ㊨ 小坂蕉村境より,㊥ 御料小田郡今立村境まで 22町 461lLJ
㊥ 池口境より,⑬ 尾坂村境まで 20町 50間
隣村 ㊥ 小坂東村へ 12町
㊥ 今立村-1里6町
⑬ 尾坂村- 22町
① 小坂乗村 (河村庄 )
字 宇津木原 .杉谷 .土井谷 ･犬飼谷 ･宮前谷
田畑 50町2反 1畝 3歩
164-
苗 782石8斗 8升 8合
村内 ㊥ 本庄村境より,㊥ 尾坂町境まで 18町 40LiU
⑩ 小坂西村境より.⑬ 太田備中守成御領分小田郡甲魁村境まで1里4町 23闇
隣村 ㊥ 本庄村- 18町
㊤ 尾坂村- 24町
㊥ 深田村- 14町
① 本庄村 (河村庄 )
字 名口 ･仁適等 ･こすみ ･中村 ･丸山･木ノ元
伯,丸山の吉名吉宗と申候を,持保年中丸山と改申侯
田畑 53町 4畝半歩
… 798石5斗 9升 1合
村内 ⑩ 御本家様御分同郡地頭上村境より,㊨ 小坂東村境まで10町8間
㊥ 鴨方村境より,⑯ 相 L個 まで, 35町 50胤
隣村 ㊥ 地頭上村へ 7町
㊥ 鴨方村へ 18町
⑬ は山にて街限り,南本庄村分解より｣ヒ太田備中守様御債分小田郡奥山田村
④ 鴨方村(河村正)
町並 三 U市 ･小町 ･西町
字 河手 ･中山 ･堂門 ･王子奥 一名口
田畑 75旧 7反 2歩
山 1114石5斗 7升
村内 ㊨ 御本家様御分同郡地頭下村境より.㊥ 深田村境まで 12町 22間
㊥ 六条院菜村境より,⑬ 本庄村境まで18町 28間
隣村 ㊨ 地頭下村へ 17町 22間
㊥ 深田村へ7町
㊥ 六条院乗付- 25町
① 深田村 (河村江 )
字 石井谷 ･中谷 ･大前谷 ･有井 ･西ノ谷 ･上迫谷
田畑 51町 6反8畝 3歩半
㈹ 638石9斗 1升 5台
村内 ㊨ 鴨方村境より,⑳ 也口境まで 17町 20儲
㊥ 口林村境より,㊥ 小坂西村境まで 20町
隣村 ㊥ 小坂西村- 17町
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㊥ 口杯村へ 18町 57闇
⑬ 小坂窮村へ 14町
⑥ 六条院西村(大嶋庄 )
字 出井 ･高井 .浅倉 .向月 ･安td^浦
田畑 77町 9反9畝 26歩
高 910石1升7合
村内 ㊥ 六条院中村境より,㊥ 青木源五郎様御節分間郡上新庄村境まで 22町 48間
㊥ 大鴨中村境より.⑱ ロ林村境まで 19町 26間
隣村 ㊨ 六条院中村へ 18町2間
㊥ 上新庄村へ 14町
安倉浦 ㊥ 海面境まで凡そ3ui
㊥ 卸料同郡南浦境より,㊥ 東大嶋の円国頭境まで 16町 36間
¢) 六条院中村(大嶋荘 )
字 生石 ･丁 ･赤城 .刑尻 ･四条原 .古山戸
田畑 88町2反 8Zf:辛
高 1082石1斗6升9合
村内 ㊧ 六条院煎村境より,㊥ 六条院西村境まで 26町 15間
㊥ 六条院西村の円安倉境より,⑬ 口杯村境まで 28町 30間
隣村 ㊨ 六条院東村-23町
㊥ 安倉浦へ1里1町 20皿
⑬ 口林村へ 13町 20間
@ 六条院煎村
字 相部 .四条原 ･地頭明 ･竹原 ･犬馬場 ･赤鉢
田畑 42町 2反8畝 6歩半
高 516石7斗 5升 4合
村内 ㊥ 蒔田和泉守様御領分rp]郡佐方村より.㊥ 7ヾ奄院中村塊まで4町8RiJ
㊥ 六条院西村の内安倉たに境より,⑯ 御本家様御分同郡地頭下村境まで34町 20間
隣村 ㊧ 佐方村へ8町
㊥ 安白浦へ1里6町
(2) 大 路
岡山と笠岡を結ぶ往復道が,当晩 鴨方町を通る段 も大きfL路であったようだ｡史料によると,
｢七鳴ら御本家様御分取山道口下竹二至 り,占見新田村rJ御本家様細分石見札 地政下村二至 り,
鴨方札 深田村,池口,口林村ヲ通 り,F等木源五郎様御領分,上新庄村へ出ル｣道 らしいO
(EtT)
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なお,七嶋から口林村の出口,すなわち上新庄村との境までの距離は, 3里 12町 53軌 鴨方
からだと, 1里 8町 32間あったo
まTこ,注目すべ きことに鴨方村は,馬次の制度が存在し,西阿知方面ノ＼ 豊岡方面へ と大路を利
用して活用していT=ようだo次にその史料を掲戚するが,駄ffだけでなく.憧尻馬や人足の料金も
記威されてお り.たいへん姉妹深いO
- 馬次 鴨方村
駄賃 西阿知へ 三里半拾三J町
百五十九文
芸斑 へ 二里十五町
九十七文
かる尻 西阿知へ 百五文
豊岡へ 六十弐文
人足 西阿知へ 七十七文
豊岡- 四+八文
(吐8)
なお他に大路として鴨方村から阿貿崎町までの往復の道があるo ｢鴨方村から阿fj:崎町までの往
復の道がある｡ ｢鴨方村 5御本家僕御分地頭下札 占見村二至 り,占見新ET_l村占.蒔田権佐様御領
分大谷村御礼 阿賀崎町江出ル｣1里 30町 11間の距離がある大路であったD
(3) 川 ･ 橋
｢小坂西村,地口, 口林村,小坂乗付 深田村,本庄村,鴨方札 大嶋中村,六条院西札 六条
院中村rJ 出ル山川,六条院免村二両落合菅新二風 道越村占御料阿貨崎村海中落ル｣川があった｡
(注9)
以上の村々は. その川筋の村であり.新田開発の多かった当時の段村にとって負重な水府であった
ろう0
倍 としては,鴨方村にある阿手川場 (長 さ13闇 )が有名であるD
(4) 島 ･渡 場
浅口郡にある島の中で最 も大きいのが,寄島である0品の廻 りは 16町,開畑は1町 6反 5畝4
歩半あっ7こD
寄島の西南に続いている小さな島は,三郎畠であったo島には閲畑 もあり,人が生活していたよ
うである的 本土側に渡場はなく.寄島の住人が昏少なかったことがわかるD
(5) Ll
大きい山として,小坂衆札 本庄柏 尾坂村にまたがる阿部山 六条院西村の鞄王山 六条院中
村の明瀧山があった｡他に,丁山 (口林村 ･六条院中村 ),七原山 (小坂西村 ),杉山 .両名山
(小坂乗村 ),大川山(本庄村 ),碧湖山(深田村 ).浅倉山(六条院西村 ),醤畑山 ･きいのT:
八山(六条院中村 ),宝さこ山 (六条院東村 )などの山々が存在していた0
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(6) 池
滋 も大 きな池は,鴨方村にある天草他で. 他の廻 りが 17町,畝数にして 14町8反あっT=O
申池は,大内池 (小坂西村 ),傑旭 ･太田地 (本正村 ),小 さこ池 (鴨方村 ),平石他 ･福地
(探山村 ),中田他 仏堂他 (六条院中村 ),谷池 (六条村瀬村 )などがあ り,小池になると浅口
郡全体で308個 もあったOこれ ら数多 くの他が,虚業に果たした役割は小さくはなかったであろうO
(7) 産物 ･産薬
当時の鴨方の産物はあまりないOその救少ない産物の1つが,｢小坂東村之内杉山占出ル ｣延ば
であるO そしてもう一つは,｢大鵬巾村之内正頭滴ら出ル｣あさり且であるo
r旺10)
産業では,｢口林村之P]大原 と申在所こて作 り出ス｣不 く路よも 六条院西村円安fi.東大嶋内国
(till)
東 岸佐,大鵬中村円正gTlで行われている猟帆 また,六条院西札 束大町 大鵬｢1札 西大鵬 では
船特が目立つD
注 釈
(1) 『鴨方町誌Jl9頁
(2) 上に同じ
(3) ｢和名抄 ｣(r鴨方町誌J より重引)
(4) ｢止昧右図 ｣(r浅口郡誌Jより塁引)
(5) ｢僻中村鑑｣
(6) 池田家文番 (岡山大学図番館嵐 年代不詳 )
(7) 上に同じ
(8) 上に同じ
(9) 上に同じ
qc) 上に同じ
Al) 上に同 じ
(上田 繋 )
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3 鴨方藩の支配
(1) 鴨方篠の権力構造
① 岡山痛からの家臣m移動
従来,知行取 りの家臣たちは,その大部分が.家士を持つものであるo彼 らをして,耶役の務めを果
たすのか,給人たちの,重要な主家への奉公の一つであった｡
池田信濃守政吉は,慶安二年七月,畢父池田信助守政(言の死をもって,同年八月に,家筋を継いだ｡
その際,慈父の家の家士たちが政首の家士として,与えられていたことが.当然考えられる｡
｢留帳 ｣詑文十二年. ｢諸職交代折襟増禄新仕鍵tLF｣によれば,九月十七日の記掛 こ,政者に,本家
である岡山池田潜から,二十八人の滞士が与えられている｡つまり,前述の家士とこの二十八人の輔士
が,当初の鴨方支藩の家臣団を相成 したものと思わTLる｡
ところで,この｢留帳 ｣に記減されている本家池田藩か ら分け与えられた藩士のうち,寛文九年と詑
文十一年の岡山池田]滞｢侍帳 ｣にも.記載されている耕土は,二十八人の内,十七人 (十六人 )である｡
aJl･3-3-1は,政吉へ進ぜられた岡山池田滞士と岡山滞時代の知行蕗を示したものであるO
表 3-3-1のうち,空欄は,不明のものであるC電文十一年の｢侍帳 ｣には,藩士の名前の上に
｢倍州様江｣と配賦されている｡
また｢鴨方潜文軌 楓節分郷村御成人給知所分岐 ｣には,岡山池田燕に返された,鴨方渚土も何人か
記戯されているようである｡
② 鴨方&-の職制 ･機馳 ･家島団統制
鴨方雅の家臣団統制 .駄制を知り得る史料は数少ないので, ここでは池田家文庫の中の鴨方糖 ｢御格
帳 ｣(1)を中心にみていき,それより判明するtqJ項を岡山池田膚との比敏を交えながら分析していくこと
にする｡
｢御枯帳 ｣にJ:ると,鴨方伴の評議式について.次のように記載されているo
御評親列座式
伯御薗暗順二並
助家老
御中老
御中仕置
御郡代
御判形
大御日付
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(政吉に進ぜられTこ岡山凍土 )
安藤 衣
郁志砕右衛門
佃鞍兵術
佐藤滴右衛門
岩宝安右荷門
行田六郎右衛門
酒井七郎右衛門
丹羽権兵衛
福鵬加兵衛
寺本清右循門
中村椛七
松嶋吾兵衛
浅津彦太夫
柴岡弥五郎
小川宗石
鯛本堪六
腎池野之7(
田宮市之丞
中嶋松左衛門
須加伝兵衛
桜井孫三郎
近藤惣太夫
生駒久介
展開伝四郎
安井助之丞
笹岡平太夫
福田孫市
横井久得
(羽原二郎右衛門 )
蓑3-3-1
(岡山庸時代の組名 )
岸織部
池田三郎左衛門
池田美作守
岸織部
池田数馬
稲典四郎右篠門
土肥飛騨守
岸撒部
池田伊予守
池田三郎左衛門
山脇伝円
岩原監物
伊木板母
池田数馬→伊木板母
山田将監
中村主馬
税IIF縫樹
(江戸酷め )
池田数馬
小堀彦左衛門
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(岡山藩時代の知行高)
800石
400石
250石
1SO石
100石
150右
100石
100石
150イ】
200イ7
1 SO石
350石
135ij-
10O√7
100石
100石
200石
300石
200石
-,立合式日
御小座式二ノ闇
三日 十三日 二十日
但三月者八日
右列軽
御家老
御中老
御小仕m
御郡代
倒判形
御大目付
御厨万
一,持出式 日
毎月八日 御勘定所二両
列座
倒家老
御中老
御中仕匿
御郡代
御判形
大雅日付
右式日鮎出候音
鴨方藩の場合, この評溝式は,立合式が,｢御座敷こノ閲 ｣で行なわれてお り,指出式が勘定所で行
われていた様であるO岡山溝などきちんとした城 .城下町を持つ価においては,これらの式は評定所で
行なわれるのが通例なので,そういった意味において.城 ･城下町を持たず, しか も膚主が本家池田燕
の城郭円に住んでいた鴨方渚は,施設やその他藩織閑の盤偏がなされていなかったことは明白であろう.
また,鴨方掛 こおいては, この評議式に,家老 ･中老等の最重要家臣まで出席 している｡谷口澄夫氏
の研究(2)によると,岡山讃削こおける評定所立合.括出の両式の列座人は小仕閃以下であ り,年寄 .中老
は含まれていないということなので,この点 も注目に値すると言えようO二万五千石 という小藩である
ので,家臣団のとりまとめも容易であったということであろうか｡
きて,鴨方潜には,評定所,そのものはおそらく撫かったであろう串は,すでに述べたoしかし,秤
議指出式を,毎月八日に勘定所で行っていたことか らも,勘定所は,設けていたようであるo ｢御格帳 ｣
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の中で,助泣所について記してある部分があるので,少し見てみることにしよう.
御物定所Tt指紙之中
一.新知御加増,御役軌 家督跡目等之義右之列重キ苛
大略助家老,恨,江戸二両者倒f表庵依席之畳紙二不及
-,倒木出入,席出入,年延返上断所
道中割増,出立日
石,御家老指紙之印
伯,御家老之弔者,衝｢P盲 ･曲小仕iE/i
-,他日見己下者,御判形/j拍紙
伯,新二増被下恢者御家老d掃紙之･瀕
-,変名 ･死去 ･退去 ･帰老ほ ･参弟日
石,御物鎖,朗分迄ハ同席/j届出,己下ハ頑々,5届
-,江戸詰用意次乳 出立披仰付侠両,追々出立届出侯者,奥野卸如乳 頭分者同侍るJ孔 己下岸PIE1-
ろ々昂
-,在汀戸之者,新知和加増,跡目,何役啓等
右之面々,江戸話御家老/j同所,御勘定所当,指紙出ス
僻家臣語頓之年者,虚役占差紙之召i
右之通差紙出侯共,御国江相関次第乱 卸国も一統之迎某紙出陳習
一般に,勘定所とは,作廻方,判形,勘定奉行等が詰め,溝財政を司る役所とされている｡(少なく
とも,岡山溝はそうである｡(3))しかし,前記の史料より.鴨方店においては,執 こ,津別政を司るの
みならず,家臣田の相続 ･役軌 また,それに付馳して起 こる家鰍鮮え,さらには,家臣B]の変名 ･死
去等,家臣岡統制全般にわたっての霞要な職務 も司っていたのではないかと考えられる｡岡山柵の評定
所持出式に当たるものが.鴨方伴では.この勘定所で行なわれていたというのも,あるいはそういった
内部機関との舶超があってのことなのかも知れない｡
次 に,践制について触れたいと想うが,残念ながら,岡山池田洋の｢藷将交代 ｣(4)の様なまとまった
史料が存在しないので.恥方店の株制を明らかにすることは,非常に困錐であると言えようCしかし,
どういう役取があったのかということについては,不完全ながらも,｢何格帳｣その他の史料から,め
る程旺知ることができると思われるので, ここではそれをあげておく｡
先に,評議式列座の所で登場した,家老(仕払暁を勤めたと思われる),中老,小仕FL･郡代 ･flJ形
大目付 ･留方があることは,言うまでもないが.｢御格帳 ｣にその他の役鶴を兄い出せる記述があるの
で,次に示すことにする｡
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大納戸 相働 方
小納戸 郷武具方
御弓方 卿古物方
御数寄屋方 卸触万
御馬頭 御馬具頚
飾厳格 御世方
御進物方 御内所附
御郡目付 在方織普請奉行
御銀方 御勘定方
御徒目付 御作田方
御室所方 町田授料方
坊主方 噛蝋燭方
御様方 御車梱 り小頭
右,手々個人用前年分JLr出可中
値,個人用無之分者炎段1.月･出二不及
詐取人 等奉行 壱人
割人 御勘定人 壱人
この史料は,そrLぞrtの諸役 ･諸方においての入用を,月毎に甘さ出させていたことを示している｡
そして同時に,少なくともこれだけの機関 .役帝が,鴨方慈円に存在し,執務していたことを物語るも
のである｡この史料は,さらに,
地,江戸,月々御入用勘定寄,寄奉行ru伸判形江差乱 御判形Fc)御用方一統江相過し可申ヨ1
と続 く｡つまり,月々の諸役,諸方の入T]勘定1mま,寄奉符(5)から判形 ･判形から御用方へ廻ってい
くのである｡普通,寄奉行と御削形の㈹にある馳定奉行が, ここには存在 していないので,鴨方曲では,
勘定奉行という役職は,存在しなかったと思われるのであるoもちろん,町奉行については,城下町が
存在しなかったので,あり得ないことは言 うまでもない｡一風変わった役職として目につくのが,油蝉
燭方であるD当時,雌鰍 ま,鴨方雅の産物(6)としてあげられている･ものなので,この役職は,その関係
のものであろうと.qJえられる｡
それでは,次に,鴨方鰍 こおける家臣団統制について,相続,役職任免 .改易 ･追放 ･郷暇等を,具
体的にみていくこと忙しよう｡
まずはじめに相続についてであるO鴨方満の｢卿栖帳 ｣の相続に関する部分を見ると,次のように記
載されている｡
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-,平士を給人格こ被仰付,件御徒二御地不被成侯
-,御物頭己上限居と被仰付侯笥
成分己下者休恩と被仰付候車
-,父卿徒私 共嫡子-士格,尤御知行.切米等被下肥,別二御車公罷在院内,右父yE去跡目被仰付
候斬首,家続と椴仰付候
御租之儀も件之格を以中上侯fljt
御綴目禄こ父之名出し不申
父家統被仰付候付候倒礎者.相調可申TiI
-,父隠居被仲村跡目件江被仰付幌節者,家督と被仰付候磐
伯,御家宅より平士己下右同断
-,父死去之跡一節跡目と被仰付候部
-,嫡子別二被月出御給米父より多く被下略分も父より上格之時者,父死去跡目被仰付家続と被仰付
候91
但,父之御給米被召L,倖江被LF旺候を被下候故,家続と被仰出候
様子ニrTJて-倖江被下田候分を被召上,父江被下院分を被下候得者,家幣又者跡目と被仰付候
事
家続と被仰出候乳 御礼,跡目家督同様
-,嵯峨ろ御中小姓二御取立之者地役之儀-御持物二御定有之候事二俣得共,父子共,格別,･B数も無
之格別ハ良敵も無之候,一通り之者二俣得者,役目之節御用役心村之郡
父御取立御中小姓二被成,跡目御徒二被仰付候可相勤,回人又御取立.二n]御中小姓二被仰付候糾
者,此跡目士枯二居り御中小姓二被仰付侯ELj才
勿論父存命之内郷犀二両も御中小姓二御犀複成侯f=):i
二代目迄御中小姓二相成候得者.三代目/i,､士格屠り二相成候事
尤-代之内御取立二両追 頭々分迄二相成族得者上略居り候苛
以上の史料より,鴨方体の相続形懐について,次のようなことが言えようO
(1) 平士を給人格にした勘合,その息子は,徒までは格が落ちることはない｡
(2) 自主的に職を退く場合,物頭以上の者は.頗居と言い,頭分以下の者は,休恩と言ったo
(3) 相続の原因が,父の障居(休恩も含む)の場合は,家督と称したO
(4) 相続の原因が,父の死去である場合は,跡目と称した｡
(5) 嫡子が別に仕官して格式も給米も,父より上位の時は家続と称LT=Q軌 この家続の時は,父の
給米は召し上げられて,嫡子の給米をそのまま下された｡
(6) 軽班の者でも二代･三代に渡って,中小姓に取り立てられれば.格か,徒･平士と上がっていくこと0
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相続については,岡山潜の卓例で,谷口氏が詳しく研究されているが,今まで見る限りにおいては,
鴨方藩の相続形懐は,岡山池田雑のそれに準ずるものと思われる｡((3)～(5)については,谷口氏の見解
を参考にした)(7)
養子相続については,鴨方背の｢御格帳｣には,
-,実子,養子無之者死去仕候得者早速家屋輔差上侯綻二候得共,末期笹子又者兼而内存二存寄之者
斬上候者ハ右斬無之
却下矧無之円 ハ共二価足弱共家屋輔居中 fff
このようにしか記されていないので,詳しいことはわからないが,やはりこれも岡山席のそれとほぼ
同じであると考えてまちがいないであろう｡
次に,役職任免に伴って行われたと凪Lわれる屋敷替えについて,鴨方蒲の｢御格帳｣に詳しく織って
いるので,それをここで紹介しておく｡
-,家屋敷新二被下 御家老被仰睦
-,新屋敷地被下家作科被下候乱 御家老被仰渡
御乱 麻上下着,御家老,御中老′伸小仕挺頭へ詞勤
-,的確家屋敷有之在江戸又者,幼年様二両較家杯江有居候而捕上置,己後家虚数被下朕も御家老被
仰渡
御≠3,平服,働家老,御中老,御小仕旺盛江爾助
-,家屋取入迫り被仰付候ハ御中仕LuT移
-,家屋敷御借上被成,追而被下僕酌御中仕旺移
御租,平服二両御小仕置頭江廻軌
-,卸借家者,御仕値移
御軌 右同断
-.御長屋御貸被下朕者御判形井小仕艦被申達
支配頭江働手紙申逝侯
初而御貸被成侯者ハ御題平服こ而微小仕置御判形頭江姻勤
己後者御判形頭江廻勘
但,御徒目付以下-初而御貸巌下脚 fl形頭江姻軌 己後茂同断
-,御家中役替之gB'.共晶二私 屋敷入替り,披抑付候
-,家屋敷不被下供而不成者ニ-普鞘被仰付祇下辰又者,屋敷地二普荊科孫被下仮 封
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これらの史料から,
(1) 役替えに伴って屋敷入れ替えが行われることがあった｡
(2) 新T二に屋敬を建てたり,修理する必要のある場合,普請料を藤が負担することがあっT=｡
(3) 新たに土地 .屋敷をもらっTこり,借り上げたりしT=時は,必ず御礼勤めをしなければならなかっ
f二｡
但し,その場合,すぐにもらえたり,借りられる場合は.きちんと上下礼装で廊礼勤めをし,幼
少 ･江戸在任中等の都合で,すぐにもらえない,又は借りられない場合は平服で御礼勤めをしなけ
ればならなかった｡
(4)正賓な役職任命は,家老が行い,しかも家屋敷 も,与えられることが多かったが,軽い役瑞lこつ
いては,判形 ･小仕位等が行い,家屋敷も貸し与iLることが多かった｡
以上の様なことが言えるであろうO具体的に,どの役嚇以上ならば家原敬が与えられ,どの役職以下
になるとfWEltだけになるのかが分からないのは残念であるが,史料の制約上止むを柑ないOこの点につ
いては,今後の研究に委ねる｡
戚後に,改毅 ･追放 ･御暇についてふれていくO｢鋸憾帳 ｣において,次のごとく示されている｡
-,御勘定所二而話部手合相済候上,不ぷ二呼乳 頭分以上仲間両三人同道
御勝手ロ二両.脇指,御徒目付御法之断申達 シ,痢取 ･御小仕荘出席 .大御目付被仰渡,読疫ス
仲fH]･壱人相添
平土者仲間繭三人間道,倒小什FJq出席大助目付,読硬ス,朗相請銃剣右同断相風 面二御勝手口
二両瑞他こ乗せ,大小憶中共,添紙二包,徒目付壱人,仰徒二人,足軽二人,大小持御小人壱人
附添,米門r3出シ御国墳迄遵越,大小壊中相渡引沸候申.
右引沸倣断,大御目付Fc'却家老fl二速ス,諸中大御日付斗シ邪
-T 諸家内引沸者頗分以上ハ御小仕mf'伸仙被申移,州別 hJ三人参取斗候弔｡
畔上-疎石仲間江申移,右同断
引沸相済候断,頭rj御中仕la1江相届俣野
-.御改易人跡之串/､,親頼,綾頼二両茂節出候得者,御家老御矧乱 世話焼候可勝手次蔚
江戸二而ハ,御屋敏円類家相之時-仲間内出席
-,御改鼻人臥 親類之内二両茂引崩使願出候者,共時之御様子二Ir了被仰付俣野も有之
-,助追放,右同断取斗
伯,御改易 と被仰出陳得者濁佃
御追放と被仰付侯得昔歩行と相心得旨,事保三成年九月
様二而
御本家被仲
此方様准右
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･T 御追放之節米門外rL)網笠差七可中
一,御暇被不候者威江御家老/j被仰渡,於御勘定所,頭中皮,様千二寄,大御目付申渡恢弔も有之侯
本人呼出し,頭rJ不意二申ie!,仲閥両三人同道申渡相済上仲間同道其宅江廉恥 家内と仕軌 御
国退去之申品々寄不□
江戸表二両御暇被下,御勘定所二両申波取斗向諸TP御国之通
胞,重き御噸者網笠差せ大小頂 り
不浄門/j出し,同所二而大小渡ス
軽キ御職者,大小帯Ef御門j山
右両様とも,御徒目付,御徒,倒門遣附軌 倒門外/j浅草附八肺舶迄拝見及御徒髄越俣野｡
-,頭分以上御仕慣出席大助目付申渡ス
この陳に延々と記されているOまず注目すべきは.こrLらすべての処分について,申し渡される助所
が,｢勘定所 ｣であるということである｡鴨方帝の場合は,勘定所が藩政全般においてかなり重要な機
鯛であり,酢 こ財政を扱うばかりでないということは,既に述べたが, ここでもそれが滋付けられようO
まず改易については,勘定所で,｢諸軒手合相済険上｣で不意に呼出して,伽勝-手口で徒目付が｢御
浩之断 ｣を伝え,脇指しを預かり,小仕†丘出席の上 大目付から改易を申し渡すOその乳 癌に助勝手
口から瑞軒 こ乗せ,付添を伴わせて国境まで連れていき,引き払うということである.そして,この儀
式一切は,大目付が取りしきt),後に家老に遷すという形で行なわれていた様である｡さらに,｢御改
易人跡之事ハ親好 ･緑顕二両茂願出僻村丸 鋼]家老郷関届,Lr蒲焼候-1B勝手次#,江戸二而者 - ･･｣
とあるので,改易された後のことについては.親類 ･縁類によって家老より世荊焼かれることがあった
ということもわかる｡
追放については,改易と大体同じ手続きがとられていたらしいが,改易の者は駕縦で,追放の者は歩
行で国境まで送 られていたのであろう.
iqJ願は,大目付が申し醸すこともあったか,大体において,本人の頭から言い渡されていたというこ
とである｡
以上鴨方櫛の税制 ･機関 ･家臣団統制について述べてきたが,本家岡Ll池田新と相続形曙等はほぼ同
じであったが,職制 .横軌 こおいてかなり変BIJ的であり,特に勘定所のもつ機能 ･iR-野性については特
殊的であったと言えようO
(1)岡ILl大学附属因む館成｢池田家文雄 ｣の中にあるO文政元年の年号があり,三分冊｡御許.議列座
式,願大格 .御本家様掛り定格等について記してあるO
(2) 谷口澄夫氏,｢岡山滞政史の研究 ｣酢二m,第 1苛,第三節,行政機姻
(3) 同上
(4) 岡山大学附属図惜貯蔵｢池田家文碓｣の中にある0
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｢譜代交代｣ (上,下二巻の目録には,家 老
中 老
城 代
小 仕 瓜
番 頭
大小姓両
郡 代
作 廻 方
判 形
公 儀 使
相 方
頭 取
児小姓頭
弓 組 頭
大 目 付
留 居
鷹 匠 頭
町 奉 行
寺社奉行
船 奉 行
旗 奉 行
鉄 砲 頭
鈷 奉 行
酋拍車1=
弔 鑑
汀戸内所留守居
従 頭
部掩附徒頭
祐 筆 惑i
長柄奉行
留 方
勘 定 頭
細腕奉行
学校車行 (以上 ･上巻 )
城代組頭
大組与頭 (以下略 )
とあって,格制 .野市的職制および行政的職制が線描的に排列され,そのおのおのについて年代JlnLl
に,それらに任命された家臣の在EE期間 ･知蕗などが記入さTLているO｢御礼之次第 ｣にも,梅 ･
禄 ･職 ･就任年代などが総合的に評価されて礼席順が決められておら,｢諸格 (御礼格併棒物 )｣
でもはば同様である｡
(5) 判形 ･勘定奉行のもとで,財政 ･収支を司るO周山池田満においては,平土樽
(6) 岡山大学附属図ぜ戯 ｢池田家文唾｣鴨方俳文番の中に,年代末評の, ⊂備中南部地誌〕というも
のがあり,土地 ･相宿 ･産物 .産業等が記戚されているO
(7) ｢岡山徳政史の研究 ｣第二節 ･第五串 ･第二酢家臣団の相続形闇
③ 鴨方商地方知行制の実態
次に鴨方雑の地方知行制についてふれていくO鴨方潜の家臣の知行地の配殻は,本家岡山池田曲のそ
れと,同じ形旗を取っているといってよいTごろうO近世の諸常の大部分では,給人の給地は,給人の在
地性を払拭し,潜主権力の一円化をはかることを目的として,いくつかの村に散在されているD岡山池
田軒 もその方式をとっているO岡山池田洋では′承応の大洪水を契機に,上戸し免を採糊し,同時に各村
からの年貢を一括して滞呼に収め.そこか ら,給人の知行高に見合うだけの米を,配分してい7こわけで
ある｡
新興の近世小大名の中には,時折,知行制を採用せず,全て,俸禄米を家臣に与える扶持米制を探っ
ている潜がみられるO身近の例では.津山松平珊(1)があるD知行制の採用は,浦にとっては,扶持米制
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と比較すれば,溝主の地方支配権力のBI徴性をみることができるoそれでは,なぜ鴨方満は,新興の近
世小藩でありながら,知行制を採用していたのだろうか｡知行制の採用の効果は,全くの新知に,転封
になった際,地方の支配を徹底することが考えられるが,この鴨方軒の場合は,元岡山池田潜の分知で
あり,上述の効果は,あまり必要としないであろうoおそらく,岡山池田舘からの分知としての性格を
多分に残す鴨方新では,本家岡山池田#･から,多数の給人を与えられたため,独自の支配体制を確立す
ることは,困難であったのではないかと考えられる｡岡山池田潜から鴨方藩に#･きれた漕士の多くも.
当然,知行制を要望したのであろう｡
実際に,兜永九年,池田光政が岡山価に転封された際に,家臣たちの多くが給地を強 く要望していた
と,｢岡山滞政史の研究 ｣に著されている｡
衰3-3-2が,鴨方&･の知行制の実態である｡各年の給人数は延べ人数であり,各年を通して,莱
質の人敬は.三十人前後で,多少の減少の傾向はあるが,あまり変化がない.しかし,総給知数は,詑
保元年と宝暦十二年と,宝暦二年と天保三年との別には,約二倍のひらさがある｡これは,後者の年に
おいて,半知召上げが行なわれていたことを示しているといえるのではないだろうか｡
半知召上げの例は,多くの部に見られるが,その顕著な例として,倍州松代潜(2)があげられるOイ訓1
松代藩では.継続的に半知召上げが行なわれていたが,この鴨方帝の塊合は,場合に応じて断銑的に行
なわれていたと考えられる｡
また,宝暦二年と天保三年には,給人の各村への分散度が.少人数づつ拓くなっていることがうかが
われる｡特に,ロ林村と四十臓新田村のFFlでは,かなり,給人の入れ番えが行なわれていたことがわか
るだろう｡
表3--3-2によると,--村に割付けられている拾人の人数は, 一人-二十一人であるoつまり
一村をまるごと一人の船人に与えている例は,鴨方帯においてみられない｡本家の岡山池田潜では･
伊木氏など大身の家臣の娩人かについては,そういっT=場合もみうけられるが,たいていは･領内
の村々に給地が分散して割付けられているO鴨方燕の場合,重臣といっても舶 三百五十石程度で
ぁり,伊木氏など三万石を越える重臣を持つ岡山池田常と比針 ㌻ると･かな り知行政のスケールは
小さくなっているが,やはり少なくとに 村以上に細かく絵人のほとんどが給地を割付けられてい
る｡その理由として,第一に考えられることは,冶人の在地利の払拭ということであるoこれは近
世大名の地方支配の特徴的な傾向であり,給人たちの村 との結びつきをできるT='け希薄なものとし
て,諸険としての性格を失わせ,瀧の官僚としての色彩を強めることを近世大名が芯図Ll:ことに
ょると考えられる｡鴨方帝は,新興の近t丘大名であって･当然そういっT=色彩を強 く示すはずで義
るo津山松平鰍 3)は,さらに一歩進C'た形で完全に給地を廃止 し,全家医に俸禄制を実施 している｡
鴨方輔の知行制は,新興の大名でありながら,岡山池田帝の知行町の縮少形であり･後進的でも先
進的でもない,当時としては中柴の形をとっていT=ことがわかるであろうO
また,各村の給百割付の射顔をみると,村によっては絵地が全く存在しない場合があるo鴨方町な
どがその例であるO鴨方掛 こ於て,中心地的な役割を持つ村に,そういっ[=例が多 く見 うけられるO
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表
3
-
3
-
2
鴨
方
藩
の
知
行
制
の
実
態
村
名
寛
保
元
(
1
7
4
1
)
年
宝
暦
二
(
1
7
5
2
)
年
音
暦
十
二
(
1
7
6
2
)
年
天
保
三
(
1
8
3
2
)
年
給
人
糾
総
給
知
頂
司
給
入
朝
刃
秘
結
知
頑
司
給
入
城
刃
総
給
知
肩
拓
I
給
人
観
刃
総
給
知
顧
司
ロ
林
村
2
1
1
4
7
0
9
4
7
0
1
7
1
2
1
0
6
3
8
0
池
口
6
3
0
0
5
1
9
0
5
1
7
0
4
1
7
0
小
坂
西
村
8
7
1
0
3
1
8
0
8
5
4
0
4
2
8
0
東
村
1
4
0
3
1
1
0
六
条
院
西
村
1
5
0
1
1
0
0
乗
付
4
2
0
0
2
1
5
0
3
1
8
0
3
1
4
0
中
村
1
0
5
9
0
6
2
7
0
1
0
5
2
0
2
9
0
大
島
中
村
3
1
5
0
3
1
4
0
四
十
顧
斬
田
村
1
3
7
1
0
4
2
4
0
1
0
5
2
0
4
2
1
0
伯
楽
市
新
田
村
1
5
6
1
5
6
2
5
0
1
3
4
6
0
6
3
2
0
笹
沖
村
1
0
4
3
0
7
2
8
0
1
6
7
1
0
5
2
9
0
福
井
村
3
1
4
0
2
9
0
3
1
7
0
3
1
3
0
吉
岡
村
2
1
2
0
3
1
7
0
1
8
0
尾
坂
村
1
2
0
本
庄
付
1
4
0
瀕
EE
l
村
1
4
0
2
8
0
次に,給所の教 ･山林についてであるが,｢池田家文樽,天保三年御給地雷並名所省出帳 ｣には.薮
請代 ･LL運上が,銀の南で給人に記搬されているようであるOつまり,鴨方席でも岡山池田港と同様に,
ある程度までの薮 ILJ林の支配を認められていたことがわかるだろうO
薮 ILJ林の支配権は,村の支配を行 う上で絶対化欠かすことのできないものであるQ備州松代価(4)杏
例に上げると,イ訓 1松代背では,薮 ･LLJ林は全て確の直轄地となっていたOそうすれば,各村の自律性
は,浦を過さなければ有 り得ないわけであるOつまり鴨方#のみならず,岡Ll池田潜の頻 .山林支配は,
痢期的なものではない｡
給人の知行稀は,画蔵 によって決められていたことが,｢池田家文庫,御郷御朱印軌 残地高 .直高
給人給地ILgJ共 ｣(.tよって, うかがわれるOこれによると,朱印高二万五千石に対して,残地謡二万三千
四百八拾玉石五斗二升三合,直樹一万四千八百七拾三石九斗二升六合,つまr),実際の村高に近いのは,
残地/Hiである.そのうち御成人高は,一万四千四百五倍三石九斗二升六合で,給人に与えられTこ給地総
和 ま,二千四百二拾石である｡慮高の全高のうち,給地総高の割合は,半知が行なわれたと思われる宝
暦二年においては,約十六%でしかなかったo朱印和 こ対する割合は,更に九%となり,五十%程度を
占める剛 Jritb田帯とは大きな菱があり,本家岡山池田藤とは,財政に於て給人にきかれる削合はかなり
低かったことかわかるQ
次に岡山他El鰭の知行形態について表3-3-3に示しておく｡
轟3-3-3
(岡‥_ト藩の給地良民統治 )
藩当局
IEj人
郡奉行
代 官
庄屋 ･年寄
1
給地百姓
(岡山新の給地における徴税)席蹄(承応三年以後)
:董行1^
庄屋,壬寄｣給地百姓
(給地百姓の決定 )
(1) 給人のその村での村笛
1
(2) その石高になるように百姓が組をつくる(これが給地百姓 )
1
(3) 帳面に百姓の名を記戚
1
(4) 庄屋と年寄 (組頭 )が郡奉行へ帳面を掃し出す
1
(5) 郡･奉行から給人相のiq]状と百姓割 りの帳面を もらう
1
(6) 給人に提出
※給人には.自分の百姓を選択する権利がない
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鴨方藩の領内には,郡奉行がある一時期までなく.岡山池田潜から派出きれT二郎奉行が支配していた
と考えられる｡ このことについてから,岡州也田感と鴨方藩の幽係が深 く解明できると考えられるが,
史料の朗係上言及しかねるので今後の研究に委ね1こい｡
(2) 鴨方藩内の村落構造
現在の鴨方町の大部分は,近世においては鴨方僻であった｡鴨方潜は,岡山席の支#･であり,現在の
鴨方町の大部分と,倉敷市の一部をILiむ油岡にあっTこo
(明治22年 )
津田村
鴨方村
中坂村
六条院村)
表3-3-4
(明治38年 )
益坂
地頭上
本庄
小坂東
小坂西
深田
鴨方
六条院村
六炎院紫
六条院申
六条院西
(昭和30年 )
鴨方価は.譜文十二年に,その成立が認められT=わけであるが,鴨方燕の筒地(2)二十三ケ村のうちで,
現在の鴨方町に属しているのは,本庄村 ･鴨方村 ･探田村 ･小坂東村 ･小坂西村 ･六条院東村 ･六条院
西村 ･六条院中村の.計八ケ村であるo
鴨方浦は,岡山池田帝の支緒であり,岡LJ池田補の浅口郡中において朗生された新Elに,古地を加え
て,二万五千石(3)としたわけであるが,｢萩野家文且 雑雷 ｣(4)によると,
備中の円新田計にて不足二付古地拾ケ村被過給ケ村被jf!,御野,上道の円にて一村立新田ヲ給電ケ
村御朱印御ふり肯相成に付,貞亨元年御改有之相見候
このように.実際に鴨方藩の領地が確定したのは.貞皐元年であることがわかる｡｢御解帳｣(5)によ
れば,売文十二年六月十一日に,公儀より,稽群美濃守が下り,光政の隠居と細政の家督相続の認叫こ
並んで,光政の次男政吉の新田二万五千石の分知と-支席の樹立,また.三男卿録の一万五千石の分知
杏,すでに#府が認めていたことがわかるOつまり,鴨方支津 (生坂支帯も同様 )の成立_は,実掛 こは,
貞早元年であったことがうかがわれる｡鴨方帝は,当時 ｢新田藩｣と呼ばれていたが,同時に成立しTこ,
生坂雅は,本家岡山池田痛の分地であり,綱政の希顎によって成立したものであったらしく(6),鴨方蘭
とは,その成立において相違が見られるといってもよいだろう｡
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前述に も示 したとお り,初代鴨方帝王政吉の領地は,政吉が,まT='分知 きれていない,兜文九年での
｢侍帳 ｣(7)によれば,知行符は,六万四千五百五十石であった｡当時の岡山池田藩では,画商が採用 さ
れており,坪政の播磨五十二万石時代の石蕗に,備前三十一万五千石を換算 して計算しているわけで,
給人の実質の知行高 も,それか ら,割 り出すことができるわけである｡従 って,当時,岡山池田藩の給
人であった政言の実質の知行宿は,約四千石になるoしか し, ここで与えられT二二万五千石は,実際に
は,直し高で表示されていない らしく,約二万三千五百石程度であったようである｡ このことか ら, こ
の分知は,政吉にとって飛韓的な奨進であったことが うかがわれるであろうC
次に,貞事元年五月の時点で,政吉に分知された村 とその石高を示 してお く｡
表3-3-5
浅口郡 より
※西阿知村
八重村
道越村
七島村
※上竹村
※占見村
本圧村
中坂東村
小坂西村
尾坂村
鴨方村
深田村
口林村
六条院乗村
六条院西村
大E3中村
窪屋郡より
四十瀬古新田
外新田
四十頗埋川新田
四十頼福井新田
怒沖村
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343石9斗 6升 6合
793石7斗 5合
1698石9斗9升 2合
2444石4斗4升7合
225石5斗8升 2合
1143石4斗7升 1台
934f7Ll斗 4升 1合
835も7斗4升5合
1172石7斗7升3合
590石1斗
1205石1斗 1升 3合
727石1斗 3合
1539石4斗3升 1合
611石9斗4升2台
943石 1升4合
3271石2斗 9升 9合
976石2斗 3升 1合
164石5斗 9升 2台
380石 3斗2升 1合
1340石3斗4升9台
白楽市虎中新田
磨-中新田
816石5斗5升 3合
舌側村 556石2斗 7合
合計 約25000石
※については,その村が全部与えられていないものである｡この袈3-3-5の相宿は,元禄検地に
示されている村南と,ほほ一致しているようである｡衷3-3-5のIX･が附されている三村について,
その村荷の鴨方藩に屑する割′L]'を次表に示しておく｡
妻3-3-6 (9)
西阿知村 村有1068石7斗 3升
鴨方珊領の削合 約 32%
上竹村 (欠字 )
占見村 村描2291石7斗 4升 1合
鴨方滞領の削合 約 50%
但し表 3-315の占見村は,元禄掛こ地頭下村より分かれた,占見新田村と村高が完全に合致して
おり,本来の占見村とは,別地域で,独立した新田村であったようである｡qC?
表 3-3-5か らわかるとおり,鴨方群が成立した当初の自学二年の段階では,鴨方燕の領地は浅口
郡と窪屋郡 とに分布 していたOそのうち新EElは,津長都の六ケ村 と,浅口郡の八iE村, 適越札 七島札
上竹村,占見村の五ケ村で後の十一ケ村が占地であった｡新田は,全体の約四十三 ･五%にあたる｡つ
まり,鴨方磯の成立当時は,港の総石窟の半分以上が,古拙であったことかわかる｡
まT:,鴨方席の内で,現在の鴨方町に含まれる村の元禄横地の際の村高を次にあげておく｡
表3-3-7 〔11)
鴨方村 1205石 l斗 1升
本江村 934石 1斗4升
深田村 362石 5斗 1升 4台
粟小坂村 756石 2斗3升
西小坂村 797石 l斗2升 5台
乗六条廃村 268石
中六条院村 998石9斗
西六条味付 594石5斗8升
合計 5916石5斗9升 9台
つまり,現在の鴨方町から,当時の地頭上村を除いた.はば町の全域が,鴨方町に含まれていたこと
になる｡
次に,鴨方瀧の新田開発について触れる｡次熟 ま,正保元年に行なわれた検地の相宿と元禄年間に行
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なわれた検地の相宿とのうちで鴨方町内の,鴨方潜に周する村の村苗を比較したものである｡前述した
ことであるが,元禄検地で明らかにされている村跡 よ,貞畢元年の村高と,ほとんど同じであり,鴨方
港が成立した当時の各村の村菌と考えてちょいであろう｡
蓑313-8 (12)
(村名) (元禄換地箱一正縦横地相雷)
鴨方村 297石8斗 3升 4合増
本庄村 404石3斗9升 増
深Ef村 2斗8升4台増
額小坂村 2斗 城
西小坂村 1合繊
東六条院村 o
中六条院村 o
搾六条院村 0
合計 702石7斗7合増
つまり,鴨方町内でも当時,702石7斗7合の村商の増加をみていたことがわかる｡
以上のように,鴨方務は,所街の村に,新mとともに.古DJが目につくことがわかる｡新田分知には,
二つの形闇がみらTLているO-つは.帥桁された新田村の-村の全てが,支潜に分知される場合, もう
-つは,一つの村のうらで,一部が｢切添え｣所用として開発され,各村の新田が合わさって.所領と
なる場合とであるO鴨方涌削ま,前者にふくまれるものとされているC前述のとお り,鴨方稀は,分地の
際に,新田高だけでは足らなかったので,朱印rEをすでにもっていた古地相十ケ村を加えた｡ この十ケ
村の朱印宙の総計は九千二拾四石六斗八升であった｡ こtl.によって鴨方支感が成立したわけである43が,
本家剛 tJ池田潜では.その朱印柘が,後から純なわれた十ケ村の九千二拾四石六斗八升だけ減少してし
まったわけである｡それを防ぐため.岡山池田清では,御野 ･上道両部の,一村立ちの新田村十一ケ村
(実際には九ケ村04))願い上げ,前述の十ケ村の朱印高九千二拾四石六斗八升と同.FA-luの朱印帯を認めら
れている｡89
つまり,鴨方藩に分知きれた村は,形式的には.薪田村ということiこなり.開拓された癖m村の-料
すべてが分知家の所領となる形態をもった支渚となったわけである｡
(1)｢浅口郡荘 ｣第109即｢村の沿革｣より作成
(2) ｢村｣として記織されているのが十六ケ村であり,｢ロ林村之内地ロ｣など,史料や場合によっ
ては別に記されていることもあった｡
(3) 朱印柘と憩われる｡つまり,給人の拾他の応をあらわすのに,当時岡山池田蒲で使われていけ L-已
,.lL-｣ではない｡これは,ひいては,池田政吉が.岡山池田潜の給人の枠からは明らかにはずれてい
たことを示すものと言えるだろう.
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(4) ｢萩野家文冶 ･難題｣より
(5) ｢池田家文庫 ｣中
｢上令上陽附公務
四月十五日
少将様 (光政 )江御噸之上使相乗糞塊守椴ml暇出候得共病気
六月十一日
御城侍従様 (締政)江敏仰後節
御願之通御隠居 少将様
御家督無相違 侍従様
新田二万五千石 信濃守様(政吉 )
御分知一万五千石 主税様 (郷鎚 )｣
(6) ｢留帳｣花文十二年六月十一日に｢是ハ侍従棲御願二両御直参二召出｣という記載がある｡
(7) ｢池田家文庫 ｣中
蒐文九年の｢侍帳｣には,池田政盲は家老と同じ貢の末尾に加えられており,それ以後の｢侍帳
からは,その名が記されていない｡
(8) ｢池田家文雄,信州様卸分知剖浅口郡窪屋郡之円去年之拓物成御見合晩 貞字元年 ｣よt)作製
(9) 同上史料と｢践lJ郡誌 ｣より作製
qc?史料の中には,｢占見新田｣とだけLTFLされている場合もあるO
(Ll)｢伐口郡誌｣より作製
(12) Ol)にrilじ
03 点字元年に朱印が下されたO谷口澄夫氏智｢岡山帝政史の研究,P327｣より
04 同上史料によると,
御野郎-･万倍,当所田,平福,米倉,福払 福E日,触成新田
上道郡･･金岡新El,松崎新田
以上九ケ村
都合九千二拾四石六斗八升
的 同上資料によると.
従来の備前八郡の朱印話引ま,二十八万二百石であったものが,九千二拾四石六斗八升が加わって,
二十八万九千二百二拾四石六斗八升となり.同時に.傭中国内の岡山瀦鎖朱印拓は三万五千石であ
ったものが,九千二拾四石六斗八升差引いて二万五千九百七拾五石三斗二升となったわけである｡
(石原洋一,岩藤一成,田根榊信 )
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4.年 貢
(1) 鴨方藩の徴税形頓 (免状を中心として )
(∋ 鴨方溝の散租形態と岡山滞
寵文 12年 (1672).池田綱政の次弟政吉は25000石の分地が認められfこ｡そして貞草元年
(1684),政吉の所蘭が備中浅口 .経由両郡にまとめられ領地の朱印状 も下されて鴨方支滞成立
となっ/こ｡鴨方支店の成立によって,桐山滞筒から鴨方浦街 となる村々の教組の形態はどのように
変化しているのだろうか｡この点について, 六 条院西村,そして窪屋郡埋川村,懲沖村,古新田外
新田村の免状を分析することを中心に考察してみr=い｡4村ともに斑文 12年に政胃に分地きれ自
学元符に正式に鴨方満額となる村々であるO
まず,免状の形式について示しておきTこいo免状の形式自体は岡山席の村 ごも鴨方常の村であっ
ても変化はないo衷Aは六条院西村の点字2年の免状であるO最初の①の貴慮であるが, このほか
に ｢○○郡△△村定土免之LB｣
⑩ ⑪ ⑬ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤④ ③ ② ①
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となっている免状がある｡②の一掛 ま朱印疎を示 しているoこの免状では存在 しないが,朱印痛の
列に新 しく開かれた関白の稀を示す ｢又応｣が-話の次lこ記峨されている免状 もある.③の部分は,
田白荒などによる万引砧が記俄されているO②の一席から③の万引応を引いたものが⑤の残砧とな
る｡残蕗はその年の実際の村有を示 している.そして⑥の部分で田由の缶,物成虫,免串が記され
ており,物成_qの合計が⑦ となる｡ これは定物成侵,つまり領主側の搾取 しようとし/二見を現 して
いる｡⑧の部分では,加損,検見下りといったような物成引が示されている｡ここは⑦の定物成1A
からどの程度引かれるかという実際の収噂故にかかわる部分であるoそして定物成母か ら⑧の物成
引を引いたものが⑨の甥物成であり,実際の収#丑を示 しているo⑲は付加税であるが,詳 しい こ
とは後述する｡残物成と付加税の合計が⑪であるo⑩は決まり文句であり⑱はその村の年白徴収正
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任者の氏名である｡⑩は免状が下付 きれた口付が示されているが,徴租法を考える上で大切な部分
である｡/Jお,④の直高については次で触れる｡
それでは,次に免状の分析にうつ りたい｡まず鴨方灘の一高 (宋印帯 ),そして直高について考
えてみたい｡
1)鴨方潜の一再と画商
政吉に栄印が下付されたのは山乎元年9月のことである｡そしてその4カ月前,正式に分地きれ
る村々の一帥 『信州脚 知行噌 呈謡と内去年之由物成御見合帳 』(以 F『- 牒脈 割』と略
す )に記峨されている｡それによると六条院西村の場合, 943石 l升 4台となっている｡
蓑3-4-1 六 条 院 西 村
芳治 3(160) 一高896石8斗9升9合又苗 27.2.5.4. 環指924市1斗5升 万引帯 0 直訂759石3斗1升5合
貞早l(1eB4) -店896.8,9.9.又 44 0.5 5 残蕗910.7.7.7. 万引fL'530石1斗7升7合 虚砧759.3.1.5.
出撃2 -砧943.0,1.0. 残薗912.8.3.3. 万引高30.1.7,7. LnI靖759.3.1.5.
埋 川 村
万治3 -南215石4二相升3台 残搭179石2斗5升4合 7=jL引砧36石2斗3升9合 直柘 77石7斗6升
貞与と1 一高215.4.9.3. 残高164.5.9.0. 万引扇50.9.0.ト 百石 77.7.6.
由宇2 -荷164.5.9.0. 残拓164.5.9.0. 万引雷 0感応 77.7.6.
貞学4 -高164.5,9.0. 残高164.5.9,0. 万引砧 0両高 77.7.6.
ここでJk3-4-1をみていた†ごきたい｡これは2相の鴨方溜成立軌の村両を示 したものがあるが,
これをみると六条院西村の場合,『イ;,J州様知行割』に示され[=-市が免状に現れるのは出Ir32年か
らと考えられる.そして新しい一高を前年と比較してみると,岡Lト価筒時代の一宿と又商,そして
天和 3年の新開田島 (2石 6斗 )の合計が的万博成立時の一宿つまり朱印描となっていることがわ
かるOしかしながら万引掛 ま新 しい-,fiとなった以降 も30石程度存在 しており,そのため実際の
相帯を示している薦膚は,その万引高の出だけ低 くなっている.次に掛 目村の場合である｡『信州
様知剤』による一高は, 164石5斗 9升 2台であり,六条院西村同様,鴨方溝 としての-ELJTが免
状に現れるのは用事 2年と考えられるO埋川村の新たな一宿は,前年までの残席に当たる丑である｡
この村の脇合は,より現実的なE.liが鴨方幣の米印痛とfiっているといえるO
以上,鴨方潜としての米印両については,輿ll:設定があっ†こと考えられるが,貞卑j軌こ示され
Jこ各村の朱印柘は幕末に至るまで変化していない｡しかしながら,六条院西村では 30石余 りの万
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引高が匂年存在し,ま[=蝿川村では,汀戸時代rF7収以降,開発された新田分 29石4升8台が存在
する. このように,村々の実際の砧が-蕗とお()であったとはいえないであろうO
次に慮掛 こついてである｡岡山藩における山砧の設定は,光政の播邸から因 .伯への転封時(元
和 2年 )にさかのぼる｡播蝉から因伯への転封は,215700石の減封となった｡ この/A印戚激減
という状況に対して,家来敬,その絵地応をそのままに保つT:めに設けられ1=のが面内という究空
のl･j古であったOそして潟 ･伯から術前への転封時 (LlE永9年 )にも,因 .伯とイ肘iTlの朱印苗がはと
^ど変らなかったf=めに,岡山席においてもTu]掛 こ面高が設定されたのである｡この直/.耳は,家中
-tli役賦課の基準の柘として,また僻細物成寧計罪の基準の稿としてTti-安な意味をもつものであっ†こ｡
しかし,画稿という;.:･)-はあくまで架顎の応であり,家米側からすれば給地.由は慮満によって老化し
なかっ†こものの,物成準は実際に仔/とするlLTtこi合 うJ:うに下げられたので,実際の取米が減少し
てしまったという状況であったO
この直需,岡山帯磁の各村々の免状には礎九に至るまで伯に記収されている｡鴨方備前となる4
カ村について,免状の残存している明府 ･万拾肋以磯のj訓戒状況をみると,岡山藩領時代は榊論の
ことであるが,究文 12年政吉に分地されて以降,そして由宇元年正式に朱印状が下されTこ以降も
由砧は記威され挽けているのである0位末期か残っている鴨方村の免状にも庶高の記俄をみること
ができる｡そして宙応の並なのであるが,どの村も一点が痘苗を上回っている状懐である｡(表 3
-4-1参府 )岡山帝領の時代からそうなっているのであるが,鴨方滞成立以降もずっとこの状態
である.まfこ六条院西村においては,自学2年から貞事3年にかけて面蕗が減少し,それ以降は減
少した直面で記城が続いている状況である｡一応が厄前を上回っている状況,そして直稀が減少し
ている六条院西村の例,これらはいったいどのような意味があるのだろうか｡直苗の,3味からすれ
ば矛盾していると考えられるO鴨方僻にとって血路がどういう意味をもっていT=のか,甚だ疑問で
ある｡
2)的万感の徴税法
次に,鴨方僻の徴税法について岡山僻統時代を含めて考えてゆきたい｡
まず,岡山津の状況について述べておきたい｡岡山掛 こおいて,その初期の段階 (拙文期迄 )の
徴租法は,｢土免｣が基本となっており,そして飲免 ･毛兄を補完物として補って,その総体で一
つの徴相法をなしてい1ことされている｡土免というのは癖の段階にその年の年古を決定する｡つま
り春免であり,額モ側の全剰余労幽搾取志向と在地の生産力構造が矛盾する轄賭制社会第一段階の
教祖法であるとされている｡岡山滞領の各村々の免状では,明暦朋から斑文朗にかけて,衣掛 こ上
免と記城きれ日付が布の日付となっている嚇合が多い｡そして,u=l由の免率はL.だいに と韓する傾
向にあり,多くの村では詑文末好日こはそれまでの叔荷の物成!iZnに遜するのであるOそしてそれ以降,
新†こな展開をみせてくる｡各村免状をみると丘拓の物成屯となるrtE文末朋以降,田由の免率が嗣定
化される傾向にあり,廷宝羽後Y･になってくると表題に土免の記収もなくなり,日付も秋の日付と
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なっていく｡この段階の教組法は,一筆ごとの田島の免率が固定化きれ,それに基づいて徴租が行
われるという｢板取免 ｣であるとされているD岡山津領尾上村では,田方が上免 .中免 ･下免に分
けられてお り,それは下々EElであっても上免に含まれているといっ†ニように田品にかかわりなく三
殿軌 こ分けられているのである｡そしてその三段階の免は祥末に至るまで変化していないのであるo
免が=.段肝に分けられるとはかざらないが,岡山溜領においては,先文末期から延宝期にかけて土
免から税収免へと変化し,免が固定化きれTこ以上春の段階に免決定を行 う必要もなくなり.やがて
秋の決まっ†二円(10月 28日)に免状が下付されるようになる｡そして板取免の段附になると,
定められT二物成位からどれだけ引かれるか,つまり物成引の大小が実際の年貞盛にかかわってくる
のであり,jiH民的余剰の可碓性がでてくる段牌とrfってくるのである｡
以上,岡山常の徴租法の鋤きをふまえ,鴨方藩の徴税法について,岡山錯簡時代から考えてみ
たい｡
まず,明暦朋より連続して免状が残っている埋川村･について考,iてみよう｡先に述べたように,
岡山潜においては経文親までは士免を中心とLfこ徴机法が行われてい･1,)｡判り廿村の場合,免状をみ
ると政吉に分地きれる窺文12年までは土免の記椛をみることができる｡ (以下衷3-4-2参照)
こC)村は明暦期以降の免状が残っているのであるが,その明麿の旭状はいずれも表鬼に土免の記収
があり,日付も春の日付となっており,この時糊に土免が行われていたことは明らかであろう｡寛
文3年,8年の免状ではそれぞれ ｢6月20日, 10月二攻｣,｢6月 19日,9月二改｣ となっ
ている. これらの年は,春の段借に年貞割付が行われたけれども実際のでき荷が予樋に反 しTこもの
となり秋の段階に変更しなければならなくなった年であっTこと考えられる｡ま†こ寛文 10, ll,
12年は土免免状となっている｡次に｢口由の免率であるが,明暦2年の免状では田免3ツ(30%),
由免2ツ(200/a)となっている｡T,nL文期にはいって兜文2年,4年Iと上昇がみられ,'m文8年に
El免3ツ 6分,畠免2ツ 5分となって以降上昇がみられなくなる｡明暦朋から寛文末朋にかけて[H
后免率が漸増し,究文8年に上昇した後はずっと固定化されている状況であるD寛文期までの埋川
村の状況は,偲沖村,古新田外新田村についてもあてはまる｡土免の記城があり日付も春の日付で
あるという免状は.Lhi文末期までであり,雅文期までの田は免率の漸増,ir三文8年以降の同定化につ
いても桝.川村と同じである｡
以上のことから,兜文8年ごろの段牌までは,備中岡山潜においても土免が行われていfこと考え
られる｡
諾文8年以降,埋川村他 2相でもEEI由免が固定化されている｡そして,六条院西村の自早期の免
状においても免準が変化していないのであるが, この村の勘合,田方の免が,4ツ 8分, 3ツ 8分,
3ツ 5分5厘の3段階(こ分けられている｡そして天保期以降のものである『池田信浪守様領分郡村
手鑑』には,六条院西村のIl]方について表Dの馴 況となっている｡これをみると,免率が点字版と
変わっていないことがわかる｡そしてまf=,上田,下mといっf=ような田凪とは別に,免率によっ
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表3-4-2 各村免状の日付と土免妃軟の有無(○印は蓑蕗に ｢土免｣と記載があるもの )
年 代 六条院西村 埋 川 村 碇 仲 村 岡 山 濡 領
赤坂郡黒沢村 上乗郡久保村 児 他 部味 野 村
机腰 1(1655)2 10月21日ll. 4 4月10日 0 6月19日9月こ改 4月28日 ○ 5ノ126日 010. 3 11月1119. 3
3 4.25 0 4.21 010.26 10. 17月1日 ○
万治 1(1658) 5.15 0 5.21 05.26 0
3芯文(ユ663)8 10.166月20日10月改19 9月 攻 4.26 (⊃9 11 05 6.27 08 ○
10 6.21 0 6.21 0 9.21 0 6.21 0○
ll 6.25 ○ 6.25 0 10.15 ○3 9. 9 〔⊃
12 6.18 ○ 6.18 0 9.1510 0延√kl(1673) 10.ll 10,ll ll. 1 0
2 10.28 10.28 6.11 ○ 5月15日,10月20 ニ受㌘8日二. 2
3 10.ll 10. 1 5.15 0 6.16 0
4 ll ll ,24 0 6.21 0
5 10.21 10.21 6.11 ○ 10.26 ll. 2 0
6 10.25 10.25 10.11 ○ 10.18 10.28
7 ll. 7 ll. 7 10.19 ll. 2 10.16
8天和 1 10.17 10.17 10.16 ll.2110 912 10.28ll 13
81 ll. 4 ll.149 ll.12
3 ll.ll 10.25 10.28 ll.ll
貞早 l(1684) ll. 9 10.28〟/ 10.28 10.212 10.29 10 2 10.29 9 8〟/3 〟/
て高が分けられているのである｡田晶にかかわらず,上免 (4ツ 8分 ),中免 (3ツ 8分 ),下免
(3ツ 5分 5匹百)に分けられていると考えられ,岡山掛 こおける根放免 と同じ方法であると考えら
れる｡
窪屋郡の埋川村はか2相でItE文8年より田島免率が固定化きれ,六条院西村において も免率は闇
-91-
六条院西村の田方
一 田畑畝数 77町9反4畝 15iJ?.-
内
田畝 47町9厄4畝 13歩
内
上 川 町8反 13歩半
中 16町 3反 19歩半
下 17町 1反6畝 24歩半
下々 9町 6反6畝 16歩
円高合 626石7斗 8升3合
248石311-6升 免4ツ 8分
327七】L7斗 8升6･.'T 免 3ツ 8分
50石6斗 3升7.7 免 3ツ5分 5座
三口物成 261石7斗 4升8合
定化 きオ′していると考えられる｡そして,この免率の同定化は岡山帝と同様であり,六条院西村の場
合で考えたように, この段階の徴粗法は横取免であると考えられる｡鴨方滞箔と/iる村々において
も土免-板取免-の変化をみることができる｡
3)徴礼の突闇
次に.徴租の実懐について.鴨方曲節となる村の状況を,岡山溝領の村の状況 と比較 してみようO
表314-2の岡山満額の村々の状況をみると,だいたい延宝的前半までは,土免の記城をみる
ことができるD延京助後半より日付 も秋の日付とな rJ土免の刷 戊もみ られなくなるDそしてR付が
10月 28日に国定 されるのが点字朋であるといえる｡ この表以外の岡山価額の村々でも同様の展
開をみることができるO これに対 し,鴨方聯韻 とTJる村では,政吉に分地 された延宝期以降,土免
の記蔵がみ られなくなり, 日付 も秋の日付となっているD そして,鴨方潜が正式に認められた眉宇
元年以降 もひき続 き秋の日付であり,月事 4年 より日付が 10月 28日に固定 されると考えられるb
次に田ltl免であるが,岡山蔽領の村々では,'tE文偶前半までは徐々に と昇する傾向にあ り.兜文
7, 8,9年 ころより固定化 されている状T腰である｡そして延宝朋にやや変動がある村があるもの
の,だいたい斑文末朋に固定化された免が以降ずっと椛いている村が多い0-方, 鴨方僻韻 となる
村では,酎 掛している関白免が固定化されるのか'a文 7, 8年 という状況である.そしてそれ以降
は支配関係の変化に もかかわ らずE月TiI化されている｡その間定化 されT=免であるが,WT,方雌頂の 4
村ではま3-4-3の如くなっている｡fJqlJ裾前の村々の免串をみると,lrAいたい田免が 6ツ前後
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蓑3-4-3 固定化された免
村 名 E8 万 山 方
浅口郡六条院西村 .480.380.355 .315
鴨 方 村 .525 .410
鍵屋郡jg 川 村 .360 .250
Ea免が4ツか ら5ツで固定化されている｡点の中で,rlも高い村でも鴨方村の円免 5ツ2分 5厘,
田免 4ツ1分であり,桐山稚領に比へ,鴨TJ'滞節の村々では低い免率で闇定化されていると考えら
れる｡
次に,物成鳩の変化をみていこう｡ グラフ図3-4-1は埋川村,そして赤坂都熊沢の物成将を
図3-4-1 埋川村と赤坂却黒沢村の物成率の推移
??
?
?
10 延 5 天 元 5 10 15王
立 和 禄 永
5 正 5
地
示 している.この黒沢村の状況は,他の岡山痛筒の村 3郡4村で も同様の展鯛 となってお り,岡山
庸領の村の一般的な傾向として考えたい｡ グラフの瓜掛 ま,実際の高 (残痛 )に対する細吉例の搾
取 しようとした位 (定物成 )であ り,領主伽の搾取 しようとした串を示すと考えられるo点線は,
残癌に対する実際の物成虫 (残物成 )であ L),実際に搾取 したfTAを示す ものである｡埋川村の場合
をみると,免率が同定化された詑文瓜以降,罪跡 よほほ一定の率を示 しているO しか しながら,実
際の収呼率を示 している点線は変鰍が大 きく,特に元紬好日よ大 きく串が低下しているo この埋川村
の怨文末朋以降の状況は黒沢村について もあてはまる｡点線の動 きが埋川村 よりも激 しいといえる
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が,串の変動という芯味では同様であると考えられる.
以上,免状によって村々の徴租の天領を比較してみたが,鴨方瀬の村々では,政言に分地される
前後の時代を含めて,岡山滞蘭の村々と同位の展開をみせているといえるであろう｡
4)夫米 ･口米 .船典代
次に,岡Il｣潜の付加税について考えてみたい.岡JLJ潜にbrいては,残物成iLkに対して夫米 ･口米
･幡題代の3つの付加税が存在する｡その率は,残物成頂に対 してそれぞれ,60/o･20/o･0.605
0/Oである｡それからの起源については,夫米 1:j米が段長期,栃重代が寛永 18年であるとされて
いる｡岡山鵜の各村免状Iこは,これらの付加税が描末に至るまで'Tgに記峨されている.そこで鴨方
灘の村々の免状がどのようになっているかであるが,岡山感慨である克文朗までは当然,妃滅されて
いる.そして兜文 12年に政lj-に分地きれて以降,まT=LE式に朱印状が下付きれた貞事)-I:年以降 も,
3つの付加税は免状に記職されているのである.そして税率 もJIlじである｡六条院西村,窪屋耶3
村の免4.七の列,文政期から明治期が残存している鴨方村免状にもそのr71己職をみることができる｡鳴
fj潜成立以降も各村々では,岡山滞能の村々同様3つの付加税が既課され就けているのである｡
これまで,敏和法あるいは敵相の実憩について,免状を巾心に考えてみた｡徴租法については土
免一般取免への変化が考えられ,鴨方緒成iI後 も変化はない｡まT=,桐山藩額の村々との比較によ
り,教祖の天使 も開山備前と同様であると-考えられる｡以上のことから,呪方帝としての年占徴粗
面での主体的な展開はみられなかっT:のではないかとP,-える｡
主体的展開ということで,免状の輿,¥の部分の名前について少し触れておこう｡これは表Aでは
⑬にあTこり,その村の年貞納入if任者を示している｡岡山辞儀の村々では,承応 3'f(1652)の
｢給地召 ヒ｣以降,どの杓でも,郡車行の名前が記されているo鴨方也と/Lる村々の免状をみると
岡山滞領時代は郡奉行の名前となっている｡そしてまた,鴨方藤が正式に認められる点字耕以降 も,
ひき続き朋山浦の郎奉行の名例が-たされている｡たとえは六条院西村の日学 3年, 4年の免状にお
いては,岡山滞耶奉行である ｢火部半兵衛｣の軌t]TJが記されているOこのことは,鴨方碓成il.後 も,
在地における徴租の任には,岡山鵬の郡轟fJがあf:っていT:ということを示すものである.その後,
免状から岡山溺耶率行の熟37丁が消えるのは,浦成立の 25ilニ後であるriI延6年からである｡点字元
年に鴨方裾が正式に成立したのであるけれども,成立後しばらくは,岡LLJ僧の郡奉行が,村々の年
tI微税の出任者であったのである.
⑧ 鴨方村の鍬下
鴨方村免状においては,僻末期に多くの ｢鰍下｣が示されている.鍬下というのは荒地を開聯す
る期間のことである｡荒地を朗gけ ると,2, 3年から5,6年は全く年式がかからなくなり,作
人の取分となるのが普通で,その期間が蘇F年季と呼ばれTこのである｡鴨方村の免状では表 3-4
14の如く,T<されているo『剛 ｣滞蚊史の研究』の叫では,岡山潜の場合敏下年季 3年が普通であ
り,9年や 10年の場合もある,とされているのであるが,鴨方滞故である鴨方村では, 15年あ
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表3-4-4 文政9年,文久3年の免状による鞍下の物成t
2升6合 文政4年攻撃妄 15年
4.2. 文政5年〃 〃 20年
3.4. 文政 9年〃 〃 13年
1斗6.3. 〃 〃 〟 1年
8.5.6. 〃 〃 〃 2年
1.8.4. 〃 〃 〃 3年
1石9.9.9. 〃 〃 〃 4年
1.1.7.9. 〃 〃 〃 5年
1.5.3.5. 〟 〃 〃 6年
1石4斗5升7合 文久 3年攻撃妄 1年
9.8.7. 〃 〃 〃 2年
4.6.1ー 〃 〃 〃 3年
2.2.8. 〃 〃 〟 4 年
i.I.3.0. 〃 〃 〃 5 年
るいは 20年をみることができる｡
ところで,表 3-4-4によれば文久 3年の免状では,合計4石 2斗 6升 3合の歓下の物成立が
記収され, この虫が物成引として定物成から引かれるのが,前年の文久2年の免状と比較してみる
と,文久2年から3年にかけて,村高,定物成且に変化がみられないoこの状況は文政3年の免状
に現れる鍬 Flこもあてはまるoつまり, これらの免状に現れる轍下は,いずれも｢発返し｣である
と考えられるD新Tこlこ田島を開塾するのではなく.既存の田由が荒れているのを, もと(こもどすた
めの鍬下であったと考えられるのであるo
文政9年から文久卿 こかけて,5石余 りの永荒拓が新T二に示され,文久 2年の免状では 13石余
りの当東成が示されているOまた文久3年から6年後の明治2年の免状では, 17石余 りの不熟に
よる物成引が示されているOこうし†こことから,文政,文久の免状に現われる鍬下は,実際の年臼
_n(残物成良 )の増加にはあまりつながっていないと考えられるq
r参 考 文 献 〕
｢岡山津徴租法の研究｣
皿申誠二『史林』59巻1号 (1976年 )
『剛 山徳政史の研究』 谷口治夫 伯.17頂 く昭和 39年 )
『岡山県史 ･近世工』 岡山県史前古姿見会 (浦和 59年 )
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(山本圭二 )
六 条 院 西 村
鴨 方 村
埋 川 村
古新田外新田村
笹 沖 村
〔免 状〕
相方町役場所蔵 『住吉巴家文が』
岡山県総合文化センター所蔵 『高戸家文.17』
倉敷市立図1紺†所成 旧村文,守
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(2) L的方における近世後期の年正
以下は,鴨方町井ノ内在住の筒井学氏所蔵史料中にある年房通帳 (文化 3京～明治7成 )に拠る
ものである｡
表は其れに従い,上記の約 60年けtlを通 じて,恒常的に頻出している項目について盤理したもの
である｡
表3-4-5 鴨方における年貢徴収の変遷 (払方を除く)
年 代 二 口高 定 米 大 豆 代 山 番 給 銀 判 米 剖 米 計 銀 計
文化 3万 石 石~ 匁 石~ 匁 石 冒 匁1.39 0.617 1.25 0.0003 6.55 0.0655 3.2428 246.28
4 卯 〟 〟 1.56 / 8.33 0.0833 0.7006 9.87
8末 1.732 0,955 〟 0.0005 10.39 0.1039 1.8594 69.55
10酉 2.679 1,529 1.92 0.0006 16.07 0.1067 3.8183 83.23
12亥 〟 1.528 〟 〟 18.75 0.1875 2.2531 72.13
13子 3.342 1.87 〟 - 24.73 0.2473 2.2293 991.43
文政 4巳 4.172 2.388 1.82 0.034 31.29 0.3129 2.8509 1374ー25
5年 〟 〟 〟 〟 32.12 0.3212 2.8392 1395.36
6未 〟 〟 〟 〟 22.95 0.2295 2.6995 70.82
7申 〟 〟 〟 0.033 30.04 0.3004 2.8174 196.86
8酋 〟 〟 〟 〟 31.29 0.3129 2.8389 62.53
9成 〟 〟 〟 〟 35.46 0.3546 2.8856 70.89
lo亥 5.378 3.141 〟 〟 43.02 0.4302 3.7442 79.21
11子 5.465 3.165 〟 〟 22.95 0.2295 3.59 42.4
12 〟 〟 〟 〟 40.99 0.4099 3.776 92.4
13試 6.105 3.471 〟 〟 51.89 0.5189 4.211 83.64
天保 2卯 6.265 3.571 3.06 0.0365 59.52 0.5952 4.3567 79.17
3虞 6.452 3.688 〟 〟 64.52 0.6452 4.5475 67.66
4巳 〟 〟 〟 〟 58.07 0.5407 4.485 146.2
5年 〟 〟l 〟 〟 77.42 0.7742 4.6587 148.34
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年 代 二 口 ILhl定 米 大 豆 代 山 番 給 銀 捌 米 捌 米 訂 銀 計
天保 7申 石7.014 石 匁 石 匁_ 石 石 匁4.039 3.06 0.0365 63.13 0.6313 4.8873 504.97
8酉 6.251 3.571 〟 〟 I62.51 0.6251 4.4018 114.89
9成 〟 〟 3.35 〟 〟 〟 4.3818 277.67
lo亥 〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 253.63
11子 5.421 3,053 〟 〟 73.18 0.7318 3.9424 220.03
14卯 / 〟 〟 〟 59.63 0,5963 3.8074 106.23
15辰 〟 Jt/ / 〟 66,68 0.6668 3.8774 84.07
弘化 2巳 〟 〟 〟 〟 67.76 0.6776 3.8882 75.45
3年 〃 〟 〟 〟 70.47 0.7047 3.9153 79.62
4未 〟 /I 〟 〟 〟 〟 3.9653 83.04
番永 1申 〟 〟 〟 〟 〟 〟 3.9603 78.16
2酉 5.422 / 〟 〃 65.05 0.6505 3.8711 709.08
3成 5.421 /I 〟 〟 62.34 0.6234 3.854 255.82
4亥 〟 〟 〃 〃 73.12 0.7312 3.9624 97.26
5子 5.578 3.151 〃 〃 66.94 0.6694 3.9275 125,99
6丑 〟 /y 〟 /y 〟 〃 3.9833 410,84
7寅 〟 〟 〟 〟 〟 〟 4.0433 88.95
安政 2卯 〟 / 〟 〟 〟 〟 4,1433 142.16
3屈 〟 〟 〟 〟 58.57 0.5857 4.7786 155.53
4巳 6.308 3.606 〟 〟 70.18 0.7018 4.8904 116.51
5年 〟 〟 〟 〟 75.7 0.757 4.8285 116.18
6末 5.932 3.371 〟 〟 68,22 0.6822 4ー5033 178.99
万延 1申 〟 〟 〃 〃 〟 〃 4.5333 176.35
文久 1酉 〟 〟 〟 〟 83.05 0.8305 4.726 115.19
2成 〟 3.372 /I 〟 〟 〟 4.7942 131.02
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年 代 二 口高 定 米 大 豆代 山 番 給 銀 割 米 別 米 計 銀 計 ◆
元治 lJ- 石 石 匁 石 匁 石 石 匁5.932 3.372 3.35 0.0365 94.91 0.9491 4.792 337.84
慶応 1丑 4.38 2.402 〃 〟 65.7 0.657 3.4721 106.35
2寅 〟 〟 〟 〟 〟 〟 3.7821 367.53
3卯 4.092 2.264 〟 〃 l59.33 0.5933 3.9876 429.15
明治 1Jii 〟 〟 2.8 〟 66.38 0.6638 3ー3909 386.6
2巳 〟 〟 〟 〟 51,15 0.5115 3.5798 1510ー77
3年 4.814 2.684 20.3 〟 - 0.4958 3.9547 1184.67
4釆 5.305 2.991 17.18 - - (市制)0.7162 4.581 462.ll
5申 5.444 3.061 - 0,0365 - ( 〟 )0.9255 4.4467 -
6西 〟 〟 - - - ( 〟 )0.8166 4.2476 (i)50&
さて,次に文化 3寅年の年頭通の全文を掲げて,表を逐項的に解説 してゆく｡
文化三a'年 御年員通
二口底 一石三斗九升
定米 六斗一升七合
一匁二分五匝
三夕
六匁五分玉置
六升五合五勺
四分八厘
一石九斗二升
六斗四升
二百三十八匁
大つ代
山番給
銀削
米割
専制
多七へ越す
多平へ越す
五郎右術門覚帳□□-入
合 銀 二百四十六匁二分八匪
米 三石二斗四升二合八勺
内 払
五升二合 麦一斗四台
与次右衛門
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一ー升九勺 大つ一升五台六勺
二十匁六臨 去退十六匁□□二直
二百一匁七分も厘 万六誹□Lj□ロロ
ー石二斗八升 孝之介四年四斜
一分 下小人川
九斗三升九台 夫役米
一石二斗八升 千五郎より越す
七升五合 五郎右衛門日用
五合 稔吉より越す
一升 上後天
四71 中後天
石合 下後天
二升二台 石郎右禰門後H用
合 摂 二百二+一匁九分三厘
米 三石七斗一升八合九勺
〆 銀 二百四匁三分七厘 ミ(莱)
米 四斗七升六合一勺 過
代 =.十匁八分五庵
菱引〆 六匁四分入団 過
名主 助五那
同 五郎右相門
① 二日砧とは,本田高と新田筒を合せた耕地轟である｡そして定米は,所謂本途物成に相当
する｡
残念ながら,検地帳や年東風蹴状といった史料とは比較検討することができなかったので,此の
(簡井 )与次右裾門の耕作田畑の明細は不明である｡
さて,此処で取敢えず仮の咋定率 (-甫免 )を算出すると,四ツ四分ヒ娼八毛･･････となる｡
此の年蔚率自体は,それほどの変化はしていない.
此処で注目すべき執 ま,定米商はそれほど変っていないが,ニロ高だけがかなり変動 している年
があることである｡
周知の様に'T'p-時代為政者凧の横地に対しては,百姓鳳の抵抗が激しく,表に現われている様な
頻発な石高の変軌 ま,検地に因るものではないことは明らかである｡
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では,此の変動は何に塩田するものだろうか.
② 此の変動の原因としては,以下の様な ことが考えられるo
l_ 与次右衛門が勤勉でどんどん耕地を拡げていき,しかも稗儀にこれを届け出た｡
2 年員増収を図るうえで,年貢率を変えることなく,ニロ高を変えることで目的を運した｡
1の瑚由は現実性に乏しいoまT:これでは減少の原因を説明することができない.減少について
は,分家したという様なことも考えられるし,表には出していないが,実は別に新田分として与次
右衛門以外の名が記載されている年もある｡
しかし,逆に言えば其の記載があるから,記可的 ;構い年は其れ以外の理由で減少しT=とも言える
だろう｡
2の理由の方がより妥当である様である｡二ロ掛 ま岡山藩(-鴨方津 )独特の直甫 (水増しを含
む架空の高 )を基準に阻く商であるから,其れを調整することによって年貢串を変える軸細く,功
妙な年貞増収を図っていT:のではないか｡
此の史料からT=(けでは,取敢えずそう結論せざるを柑ない｡比較検討するべき他の史料は現存し
ていないか,元来存在しない｡
(勤 大豆代,山番給と調うのが,本途物成に対する小物成に相当すると考えられる.表をみて
もわかる様に,比較的安定した額である｡寺剤 も其の一疎かとも考えられる｡
しかし此の寺軌は60年間を通じて僅かに2, 3匿しか現れず,其の実態は把握し得ない｡
銀割については,吉田僅茂子氏の研究とも比故してもらいたいが,要するに所謂大利,中軌,小
割等を合したものではないかと考えられる｡
米割については銀割との間に面白い関係が見出せるO文化3年の例で言えば餌軌6匁5分 5座に
対して米別6升5合5勺,つまり銀 1匁に対して米 1升の的係である｡但し,突指削まあくまで不明
であり,其れ等がどの様に運用されていたのかは,さっぱりわからないか,推測の城を出ない｡
◎ 次に ｢多七-越す｣, ｢多平へ越す｣と云う項目に就いては,払方の ｢干五郎より越す｣,
｢括吉より越す｣とも併せ考えれば,おそらくは五人組円での米のやりとりではないかと考えられ
る｡年貞収納を確実にする為の連帯併託制度が,機能している訳である｡
奇妙なことに,与次右循門-多七 .多平に対して計2石5斗 6升の米を ｢越｣している一方で,
干五郎 ･拾吉-年次右箱門に対して計 1石2斗8升5合の米が ｢越｣されているのである｡
もし,此れが純粋f米の貸借鵬係として捉えられており,厳格に取立 ･支払等が行われていたと
すれば,此史料からだけでも其れ等の相互関係を掴めようが,文化4年以降には多七 .多平から米
は ｢越｣されていないし,千五郎 ･拍吉に米を ｢越｣した記録も軌 ､のである｡
おそらく依棒段階において相互のやりとりが行われていたのだろうが,其れでは相互関係を把握
することは殆ど不可能であるC
従って,此処では兵のことを指摘するにとどめ.rii項の詳細についてはこれを割愛する0
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⑤ 五郎右循門は名主である｡従って五郎右循門覚帳,五郎右衛門日用,五郎右衛門後日用等
の項目は,名主職の経資を賄おうとするものではないだろうか｡
年々支出がある度毎に五郎右衛門が覚帳に記し,其れを後で日用として集めたのではないかO
ところが,党帳が銀であるのに対し,日用は米で染められているOまた覚帳は,たまにしか現れ
ない｡
従って,此の両者は異質のものであり,特に党帳に就いては全くわからないと言わざるを得ない｡
⑥ 其の他の項目,特に払方の ｢万六翻□□ロロロ｣｢下小人月1｣｢夫役米 ･上後天 ･中後天･
下後天｣等に就いては,呆れ等が各々講銀,入用,夫役,を表わすものであると推定するはかない｡
孝之介四年四科に至っては皆目見当もつかない｡
これら払方の各項は,年により殆どばらばらと言ってよく,速に卒業迄にまとまった形に盤理し
得なかった｡残念と言う他はない｡
① 年代の経過に従った推移に就いては,史的に増加傾向を維持し続けたと言 うにとどめる｡
第 2串と同様に此の史料だけからは其れ以上の亘勘ま貰い得ない｡
以上の様に,比較研究するべき豊富な史料には恵まれず,且つ時胤 ･効率的,及び維力的間雌の
為に,中途にして断せざるを得ざるは返す返す残念と,虫後に述べて終準の吉とする｡
以 上
(近藤 茂 )
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5.近世村落の展開
(1) 鴨方村における｢FP割 ｣について
近世における良民負担の主なものは,冒うまでもなく｢年百 ｣である. これは本途物成 .小物
成 ･高掛物 ･口米 ･口永などの公的な頁租である｡そして,その他に村で必要な諸経費を腿民が負
押した｢村入用｣など｢諸掛 りもの｣があった｡
本論文では, これらのうち｢村入用｣姻係を取 り上げたいと思 うが,とりわけ鴨方村における｢
中割｣をテーマに,その概観や内容について述べたいと思う｡｢FF-r割 ｣を取り上げた理由としては,
一般に｢大乱｣｢小割 ｣というのは見られるが,｢FTl割 ｣というのは例を見ないというこの点に絞
られるC鴨方村｢高戸家文か｣のr中割帳Jを分析するに先だって,｢村入用 ｣~及び｢大別 ｣につ
いての概要を述べておきたい｡
まず.｢村入用 ｣とは｢年貢 (本逸物成 )以外の良民負担 ｣(琵 1)であるO近世村落を椛成す
る良民は,その生宿の場である村落を維持していくために,BB民相互の馴 こいくつかの負担を負わ
なければならなかったOそれは,村役人の給料 ･行路病者,行商人に対するtEe用 ･巡見便,姐村役
人の賄敢 ･顎堤貿 ･薪炭代 .会合於 ･寺社-の帝献物 .自普荊費用などで.村民の共同生活を維持
していく上で必要不可欠なものであった｡,17原嫉二氏によると,年iEi以外の,村を通じて段民が負
担させられた諸々の入用を｢広義の村入用 ｣とし,それを次に示すように大きく三つに分額してい
る｡
① 帝王夫役の貨幣化したもの
夫役 ･国役 .伝馬役または月畑β役,あるいは廊掛 り物などがこれにあたる｡但し一部には免定に
むき出され,免軌で取り立てられるものもある｡
◎ 年fi'納入的係の入用
現米で納入する場合は,運賃,概数i:;.俵鮎代,欠米代などの成語入用O貨幣納の場合は,欠包
代金などの掛屋への渡ffなど｡
③ 狭義の村入用
①,⑧以外のもので,その内容は村によって差異があるが,大体次のiBiりである｡村役人給,村
役人出張路銀,同宿泊席代,河川池堤皆市の入用,人足ロ (これらはすべて自営前 ),水利幽係の
入用,治安関係入用,詐桐などの寄合入用,祭礼,宗教関係などの入用,村政運用上の諸物件の代,
その他地域の特質に応じて個々の村で必要な出群がある｡これは,街主支配を保証するものと,村
落構成員の生産 ･生宿に関するものとの,すなわち御用と村用との複雑にからみ合ったものといえ
る｡
以上のように定儀される｢村入用 ｣は,その負担の単純化を求めるところから,次第に貨幣化さ
れていき,実際に村入用を管理する者が村民の中の特定された少数の者に陶定されるようになったD
そして,F地方凡例録Jによると,村入用はその都度こういった特定 された少数の者 (村役人な
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ど)が代って支払っておき,年度末に桁訂▲して村民か ら徴収する,とされている｡ しかしながら,
これについては,久米島浩氏がその若ry,:領における郡中入用と組合村人脚 こついて一村をこえた
入用論の-つとして-』の中で,郡中入用に関 しての徴収については,郡中入用を年度末 (十一月
あるいは十二月)に辞用 LTこ上で,Fr村に押｣付けるという形をとると,年間の日常的な支出に支障をき
たすので,予め ｢板郎小判｣(刷 Il中之条),｢融剤｣ (信州中野),｢先銀｣(備中倉敷 )という形
で徴収し,当面の支出を賄 うようにしており,通常は前7(lJをも含めたLIE終的な負追徴 (相宿劃された
孤 )那,郡中入用として各村の ｢村入用帳｣の中に計上されているOとされていることからも,秩
討を要すると思われる｡一般に言えば, ｢村役人立替槻能｣ と呼ばれるものが存在 しており,村役
人は村入用を立替え,村民に対しては利息を含めて徴収 していた｡そして,村入用の刑付方法につ
いては,故内数ケ村を分析することによって甫 き出した骨原恕二氏の見識を引用 しておく｡ (丑2)
H 近世村入用の負担方法として持市制 (高掛 り)の他に,一部ではあるが粗役割 (家掛 り)
が存在 している｡
仁) その椀役は了･:古持ちのみならず無血をも対象としており,JiEの村内の身分階層を反映して
いる｡
E) 棟役の内容は,宗教 ･祭礼 ･寄合入用などいわば生柄井IF']体的なもの,および村方人足 (
小 日用 )である｡
次に,｢村方入用 ｣すなわち｢小剖 ｣の他に,当時の地方EBt徴収にあたるものとして ｢大判｣が
ある｡ この ｢大乱 ｣とは,
一 同一筋主を私く領内各町村共同の食用.
二 間一陣巌の支配を受 くる各町村共同の徴用
を合わせ7こもので,那班に相当し,宿年十一月幽床各町村の大庄屋,庄屋.組戒.百姓惣代等陣尾
所在地の郷宿に会合 して,前年十一月より其年十月迄の共同費用を計算 し,これを石筒に応 じて各
町村に按分負担する,とはr小田郡誌｣にあるのだが,浅口郡においてもはば同様であったろう｡
その内容については,備中台数代官所管下における明和三年 (一七六六 )の那中大剖 (入用 )を例
にあげてお く｡ (註3)
① 陣屋修襟入用銀
① 虐政代官所から大坂の役所へ出した飛脚質銀 (往復 )
③ 江戸役所からの御用状,大坂の役所からの飛腺n銀
④ 代官所から那中村々へ｢御用 ｣のために出される飛脚貸銀 (御用状とも)
⑤ 代官所の台所水天壱人拾扶持
⑥ 茶園一ヶ所地所小作米
(事 件屋門外腰掛場井火除空地 とも地i'-米代王f-i
@ 伊勢宮内柄三ヶ所より役所への御礼 ･初穂科
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⑨ 牢番人給扶持
⑲ 大坂 ･負数御用達給
⑪ 役人出役の際の摘出人足fE
以上が,｢村入用 ｣及び｢大別｣についての鱗野であるが,本論文で関越となるのは,先述の ｢
中割 ｣の役割であるo高戸家文串によると.入用幽係の史料は文政九年 (一八二六 )限 り,と言っ
てよく.その変質状況などを知ることは不可能であるが,他に例を見ない r申割帳 Jを中心に,r
中割下仕立野用帳Jr大別両紙組合tgu欝用帳.Jr大乱組合'LtIJ可人品J『村方小人用渡し帳｣rJt百割
帳 』など(いずれも文政九年の もの )を調べてみたO次に示す ものは,文政九年鴨方村におけるr
FF]制帽 ｣の一部である0
1826 龍声家文古
文政九年 中 剖 帳 成十二月鴨方村
一 銀三田八捨四匁六分二厘
大割銀掛り
- 米二石二斗二升八合
右同断米掛 り
一 同八斗七升
内六斗四升 納府米
一 斗六升 御供米
七升 道代
一 九斗六升
藤井寛治
宮内惣御□□御祈祷料共立来 り
一 同四石七斗二升
名主造作料立来 り
一 同一石二斗八升
岡山宿村宿米立来 り
一 同一石三斗二升六合
水入給立来 り
一 同一石六斗
勘兵衛三郎右裾門
五人組頭両人当年中御普討員帳立来 り
一 同八斗
右同人
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右同断一人口居中分外両人江見
一 同三斗二升
九兵衛
宮山番給立来り
一 二斗
長川寺 浄光寺
申送 り礼米立米り
一 間九斗六升
新分利八
米払給
一 同二石
判頭二拍五人給米一人二村八升ツ 立ゝ来 り
一 同一石九斗二升
又七又右郎
火用心上□十月朔日/j明三月晦日迄相動侯番給
一 同一石
当年中悲人作廻拝外村江送り申侯歩英外相煩之時作廻骨折村内床々打廻 り申歩役共立来 り
一 同こ 石八升
右者坂本修押ふ詣ili二付相放之上□□扶持方米納静-ヶ月一斗六升ツゝ
一 同一石四斗
修却
右者同人屋敷細御年昏場払上不申二付村話中当テ
一 同一斗四升四合
神灯御年貢成米申当テ
ー 銀四桧目
人高帳船井請願掛代共立来 り
一 同三冶EI
十歳
□宿惣御□口内十八匁火伏御□□典同人鮮
一 同八匁
大賀御物ロ
ー 同括二匁
浄光寺
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虫祈祷百万遍ん帳銀井二按料立納立来 り
一 同捨九匁五分
内七匁五分 新介
四匁五分 忠吉
七匁五分 吉兵衛
赤浜出'-芸J太門太夫□質
一 同二捨五匁
内櫓一匁五分 又串
捨三匁五分 水江
当川渡目貫銀立来り
一 同二捨五匁
六月麦払上間切拝受者不納之分光指引不足別帳面有之申当チ
一 同五括五匁
藷平
氏音素帳之節諸人用語込坂本捗理江渡元り
云々と続いた後
〆米百五捨七石二斗九升五台八勺
銀括三賞九百四拾匁八分二厘
- 一石五斗一合
御暗米同餅米二ロ代米
一 九升六合
小豆一斗二升代米
一 八石三斗二台二勺
表徴普請日用米
一 二十四石六斗六升三舎
破授御醤詰御足米
一 二石四斗一升一合二勺
私御普蔚御日用米
一 三百九十二匁四分八厘
利三十九匁二分五度
春御普請樋方銀
一 百十六匁四分
破授杭銀
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一 百四十四匁玉屋
私御普箱樋方銀
一 二百四十四匁
大別お出村譜2分
一 二斗
右同断
一 二石三斗
大豆相米善引退中当テ
ー 一斗三升五合
諸御般人口扶持方米内夫共村方江引網2分
一 五升五合五勺
名主除菌三十石 外払別立寄ス
一 九升一合-勺
五人組頭二人右同断 四十五石立寄ス
一 二百十匁九分七厘
去酉制過急皮DLj□元利
〆米三十九石七斗八升六合
銀一見百四十七匁一分五厘
残rfi-米百十七石五斗九台八勺
銀十二世七百九十三匁六分七厘
高千百十六石三斗二升九合
内.三十石 名主除布引
三十石 五人組頭同断
十五石 右同断一人徽口申分代両人江立
残而千四十一石三斗二升九合
右不足銀米此高二割
高-石米一斗二升八合
銀十二匁二分八厘
米一斗-升
叙十一勺
中剤取立
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残而米二石九斗六升三舎六勺不足
代二百十七匁八分八厘
銀一打三百三十日五厘
p(一貫五百十四匁八分七厘不足
これよりわかるように,この申別の中には,大利が含まれているOすなわち大乱銀掛 り三口八拾
四匁六分二厘並びに大判米掛 り二石二斗二升八合がそれである｡米一石に付銀四十匁八分二厘とし
て計節すると,大別〆銀三田百七五匁五分七厘は.〆銀二十日三百六十-rl六分三厘に対して約
十五･六パーセントを占めることになる｡ この数値がどの程度の規模のものであるかはわからない｡
しかし,撮終的に-F五百十四匁八分七厘の不足ということから,この申別帳がどのようにして作
成されたと言えるであろうか｡申劃取立が砧一石に付米一斗一升,銀十一匁とあることから見れば,
あらかじめ,中軌掛けとして確保しておきながら,必夢な出熱 ま立軌 年度末に決許する折に.そ
の不足T='けを割 り付けるという方法をとっていたのではないかと考えられる｡ ここでは.rrf]割下
仕立井川帳 .Jの内容が中途半端なのではあるか.r申割帳Jと同じであり,r百割帳｣の内容 もま
た同じであt),r申剤帳J以上に柄密であるように思われるが,この三者の結びつきは現段階では
わかっていない｡僅かに数値の異なるところがあることから,F中割下仕立算用帳 .1或いはr申割
帳｣が予節案であるという見方もできるが,定かではないC
中風帳の内容項目については,次のようになっている｡
項 目
I)大 判 大判銀掛 り
大劇米掛 り
2)祭礼 .祈祷㌍ 虫折綿血送 り礼米
氏宮条帳之節諸入用
3) 役料 .人件埋 名主造作料
水入給 .宮山番拾 .米払給
絵 米
地政上村是坂村出会御普請入用
飛脚貨銀
4) 用水 .土木貿 卸普荊井寸志夫役天草地溝出銀
5)租 税関 係費 卸就米敷f5-納樋
卸供米
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この内容項目をもとに,村入用すなわち小別との幽係を位凹づけたいのだが,村入用関係の史料に
適当なものが見当らず･申割の位投を定儀することができないのが残念であるが.仮説としては,
小判と大判の中側的なもので, この地方欄有の割付法ではないかと考えられる｡
(吉田登茂子 )
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(2) ｢天草池水用水権をめぐる争論について ｣
徳川時代における良業生産の自然的条件としてきわめて運要な毒味を持 ったものに,水と革があ
る｡
草の遍蛮性は.わが国旗業の多肥過賞にfこること,休耕なき連作出発たることと幽係を持 ってお
り① ,油拍頬 ･魚拍額等の金肥が.速効性肥料として飲用きれるようになった以後でも,山野の草
木,およびそれを飼料または牧草 として与 えることにより得られる厩肥が,専ら水田に施用 される
肥料の中心であった｡ ｢山諭 ｣は,この怨裳の王重な肥料源である野草 と,燃料としての軌 およ
び建築材料の供給盛地である山林原野の粒界をめぐっての紛争であり,検地による村の設定 (村切
ら)と馳係 して.詑永舶 (1624- 43)前後に一つの ピークを向えている｡
水の正蛮性は水田段男を古来その根幹 とした日本良薬にとって惑諭の余地のないところである｡
水の不足は,米の現物地代を義務づけられている血相にとって,Tこらまら死所問題となる群刻なも
のである｡他 ,礎防の創設 .修復が,各時代の天皇,名胤 L茂人等の触大の某紙 として,今 も語 り
継がれている由以である｡ 17他紙における新田開発の進嘘の結果,耕地が大河川に接近 して設け
られ,そのために,大堤防の築造を以て河川敷を狭めることとなり,脚水による水害が元禄朋には
新田眺発反対論を台東 させるという予盾を招いている｡ 18世紀綿半軌には,土地 と水が開発 しつ
くされ, もはや虚業のrg_間的拡大がほとんど不可純なところまで達 し,この過剰開発にもとづく氏
琵描IJ約が顕熱 こ表面化 している③ ｡その資源制約が,山論 と並んで｢水論 ｣として表現されている｡
水論の中心は用水争論であり,主として河川から引水する惟戯用水の水の配分をめぐる対立 と紛争であ
るが地域によっては排水が間組となるところもあったようであるo水争いは水の性質上多 くの場合
相対村 というより,村々対村々という形 をとった｡日々はそれぞれに利害を典にする｢井組 ｣｢組
合 ｣を結成 し,対立は大規模なものにな･,T二｡ しか し,村対村 という形の争論 も, もらろん起こっ
ている③ o
対象地域では,天軍池水をめ ぐって,鴨方村とロ杯村 (現里庄町 )との間で度々争論が起こった
と恩われるが,幾存する文政6(1823 )年 と明治 5(1872)年の両村の争論を中心に取 り
上げたい｡
用水の確保 と治水は.この地域において菰費な森題であることが, r浅口郡誌Jの記述よりわか
る. ｢細戸内海に面せる中国筋【こ於て,地形上碇 も人目を背 くものを禿山と天井川 とすO本郷の如
きは娘 も其特色を発揮 して,常Iこ吾人のtJ:借を帝かせり｡是等の天井川は,平時は禿山のため水源
潤魁して小妙河床に堆机せるも, 一朝豪雨垂 らは忽 ら濁水奔溢 し,墳防専決伯 して惨番を及ぼすこ
と少か らず｡ ｣①このf=め,同郡では｢僻感電千弐百四拾有余の大小貯水thを設け.辛 うじて弛慨
の鉄を補 ｣ってきた｡大正胤の段階で,成口郡の貯水池の水面総段別は270町歩に適 し,これは
総田両税の約60/Oを占めてお り,池沼水面段別は府政総段別の約 1/16に当っている⑤｡椎淑田
地総段別の内,池沼にJ:る滞概段別と河川による稚戯段別は,同時期,ほほ半分ずつとなっている0
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明治 13(1880)年の鴨方村の ｢村誌収凋帳 ｣(鴨方町役場所軌 甲出方町史嗣熊資料 )にi
ると,地勢 は｢南北二山ヲ負ヒ東南二二川ヲ帯 ｣っており,地味は砂地で ｢水利不便早二苦ム,大
雨アレハ水害二亦恩フ｣土地であり.珊方串は約 35D/O余である｡同村の主な他剛 ま,天申池 ･野
官辺池 ･鴨池 .王子ノ奥地 ･平石他で,いずれも田方用水として池水が使用されている.川は新川 ･
益坂川 .土橋川で,土橋川は ｢砂川ニシテ深浅同-,降雨スレハ滑水流出ス,昭スレハ枯渇ス｣と
ある｡天草油は鴨方村の南西俄にあり,ロ林村との村境 となっている｡明治 13年当時,東西7町
南北 1町20rm,周既 l乳 面軌 ま11町 4反で. これに次ぐ新地 (1町 6反 )等に比べ,最大の
膚池である.この天草池の水をめぐり,鴨方村とロ林村の闇で争論 となっ′このである｡
まず文政 6雄6月の争論であるが. ｢耶五万村天草池水口村之内字高岡之者横柄二撫揚及争論族一
件吟味｡上古｣⑥ と米紙にあるこの一件の野掛 ま,口林村高岡の者が6月に桶で水を播 き掛 ナ1=一
件,5月に矧司の者が揚水に串を使 った一件と,同じ叩件の出張吟味の倍の口上宙の3つの部分か
ら砿 り立 っているO発端=ま5月に起 こった坂水-qI件で, これは村議定破 りであるのだが,掻水につ
いて,大庄屋か らの申渡を拠所 とするロ林村 と,自村の水利権を主眼する鴨方村 との対立が表在両ヒ
して,村役人による訴盤を得てず鴨方村の者が多数染まって高岡の者の親水の現場をおさえTこのが
6月の事件である｡
5月及び6月に起こった那件の戚末は,以下の如 くである｡
史料1
鴨方村 村役人
口 上 t;T,l･
鴨方村天草地水口林村二両字応岡へ串二両儀水仕候 一件鍬出張御吟味こ付左こ申上院
-､ 去ル五月廿日,市岡之者共池内/j啓二而屋中谷田地へ疎水仕居巾侯旨,水引之者共/j甚石工
門へEFL出侯二村,車之義ハ断不申而ハ当村不勝手殊々村方中台認定之舶鮫様相成可中と拳存,
早速判頭新介iB申鋲処,尿中谷田地へ高岡定･吉文吉細入,池之内ヲ以中二而踏越府中こ付,相
止メ県侯様申候処,村御役人中/j独走解有之供ハハ相止 メ可中宮中二付,LB々u杯村五人組頭
政次郎方-新介参,始末申際髄帰候,甚右工門へも申出二付,円状 ヲ以政次郎へ掛合鱗処,甚
不返答仕二付,甚右工門,3定石二門 (鴨方村名主 )へ申出候二付,小八郎 (口林村名主 )へ魅
合御届ケ中上候処,御出張房的之 ものjt一制札,碑恥菱田被成供殴被仰BB,承知仕居中候処,同
月末頃私共切 メ判頚炎天卓池水野合共見分こ鞄山隈処,天草地内二横柄四 ソ付,屋中谷掻揚,
其盛韓三挺二而踏居中二付,判頭新介'rlシ.集塵而大EE屋/j御霊留之串如何之訳ケ合二而迫可
申蔵相ILメ候様振合候nL,円割串/j申候ハ,名王鰍r3池内離レ候而ハ車二両 も紀骨串二両 も勝
手次節踏越候横板申付候臥 相止メ不申昏rrに 付,新介馳帰 り右懸合之様子中二付,L百 節々介
召連中八郎方-百良越,同人相対仕候処,右円吉枠中通小八郎中二付,左侯ハハ私承候とハ迎供
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処,何分申分出来侯而八不相成,早速川次郎件源戯iu差筋相済申候.光一後卸尋中上侯処,論中
串差留毘申ヒ侯申iu之義不相成百破仰鮒承知 仕居中候処,又 々当月十二 日,高岡之 内亨京EI]と
申処へ同所忠之盃 と申 もの悪水溝 へ天草他 水棲水上,車二而騰居申朕を,判頭万七及見,節介
同道二r6駆出応対仕涙始末,判頚兵別紙口上B面之地二御座候O全鉢矧昭二車無御座候訳ハ.先
達 而胡膚 行伐木正村へ御泊之節一同御機嫌伺こ髄出候節,少石 工門/J小八郎定右 工門へ申候ハ
此度高岡二串地峡義ハ新規之義全三人之者ヲ斗供義 二有之候,仏 日林村役義被仰付恢 rlFも是迄
及見浜島珊乙 当年ELl伺申出侯′＼ハ銘 々共 ヲ斗族益 と五郎右工門申候Q口林村役人右之辺 り申
候上ハ,申概不相成ハ維相分院義 と車序膜4此段御母袈可被下侯.
-＼ 当度 ハ草規申候 二付,天草弛水減水 二偶成.先通 り本掛卸田地へ足 り不足 と相成候二村,村
方相談之上川庄八 ッ桁,同月大道之天や くヲ迎天革池燈 り手宋当難所乱 当九月六 日/_-,同地両
軸乳 本巣之節度囲ひ侯義御座娯ハハ.水田雌皮村方 一同中二付,高岡撮所之分 も右同様こい
た し県候棲申出二村,小八郎へ掛合中晩処.桶横之義ハ何分巌せ呉朕頓中腰鮫こ付,其旨側頭
共 へ中畑侯姓,当又小的之 もの典中欧ハ,当村こおゐて も凍所多候へハ池水大二減水二醍成候
故,不侶止弔右終 車談恢上ハ同様こいた し院騨燈合典候様申出侯 二付.又 々掛合FFT供処,小八
郎/j退軒先遵而大庄長殿 /j桶環之義 ハ騎手次第こいた し□痛不申喋収斗可申宵被仰r雌候間,其
村方へ理解申慨掻 七県供様中越供こ付.判Bjl共へ申開候処,何分 二も当村 二両 も壊所之分 ハ不
残すれ田二相成,天草池尻 も早田二相成居中鮫臥 共訳台村斗掛合県旋様中二付,左侯 ハハ文
通二両も難相分小八日Bへ直談 いたし可申百中的候 処 ,去ル廿三 日,慮陶之者其嫌桶 二両践居中
ヲ当村之者炎及見.斌 ヲせ り心得運多人数熊札 其上柄四ツ収帰 り候歳二村,早速 罷出侠 5 '共
呼出シ厳敷察度仕,桶 ハ定石 工門手前-頂取.我察之殴御届ケ中上候Q,此度徴出張卸吟味被
成,則一同U上官面之並 二御重咲｡私共申付方行届不申処ろ右鉢御役介出来重 々恐入牢存侯｡
御吟味二付有休中上侠O此上御勘弁破成 下度球審存侯己上
鴨方村五人組頭 匹石工門
東六月 何 助兵衛
同村名主 定石 二門
右 中上侯処相澄無御座倣
藷合名 -jf□代 芳介
同道感村名主 審介
田中武左衛門酸
文中,｢卓 ｣とあるのは揚水糖 としての水中であるO ｢蔵骨車 ｣は,元禄掛 こ娘内で普及 した｡
｢現在の立場か〆ら見れば構造断単であt),創設浬 も艦頗なのであるが,徳川期の農民にとっては,
出 じやすく高価な ものとな り,製作に も模型なしには諸国の大工の作 りえない ものであっT:⑦ ｣た
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め,江戸後肌 ｢航ヰり が出現するとともに, これに代わられたようである｡
水資源の配分は,一般的に,用水tLTf行の規制を受けるO ｢用水til行は水の配分にかんするきびし
い社会的秩序であり,-倭の制虻であっT=｡｣⑧また,用水権は,独立 して個人に柑属するものと
して表面化するものでなく,通常その主体は井組あるいは村にあったO従って,Ji団的権利という
特色のために.用水権の｢主張ないし姫灘にあたっては,個人的行動ではなく.袋田的行動を基本
的形態 とせざるをえなかった⑨ ｣のであり,結果 として,｢水の共利共用が村の一体性 と個人への
規制を強めることになったo ｣のである｡
天草池の水論でも.鴨方村を代表 して名主定石工門.判頭新介,五人組頭甚右工門,ロ林村側は
名主小八的 五人組頭政次郎が安渉 している｡間組となっているのは,以水のために革を無断で使
ったことと,天草池水が減水したため,やむなく前例のIiい樋留をしている時に,高岡の者が池水
を撮水 したことである｡
串については,使用する際はどんな場所でも届けるという内容の議定があったと思われる｡しか
し,池内は使用禁止だがそれ以外な ら可という大庄屋と名主の見解を拠所(･こ揚水 したのである｡
｢鴨方村天草池水を口杯村高岡-横揚候串新規二用候一件左車申上族 ｣⑪という口上酔 こよると,ロ
林村高岡には以前は串がなく,｢外地庶水踏侯節′､当村之借用二参居候位之弔二御座候 ｣であった0
それを,｢近年古申日動 往古 /j持米候様 申｣ているというのである｡出張吟味の際,車の使用
がtn行であったかのように破 ったのであろうか｡鴨方村は,例 え虐接地から湯水するのでなくとも,
串を勝手に使うのは議定破 りなので,それを焚止するよう求めているO
村村役人納得の上で異例な ｢池水圏 ｣を行 ったのであるC しか し,大EE屋が池水を掻桶で掻 き陽げ
るのはかまわないと樋簡約に貰ったため,樋留中に もかかわ らず高槻の者が横水 したのである｡
天草池の水利権をめぐる鴨方村とH林村の権力的係は,天草池が鴨方村にあること,また ｢新地
･八幡地之水御座候闇ハ天草池水棲上不申様,両地干落候ハハ時之此方村役人へ相届指図乳 己後
も掻水仕侯 ｣⑫とあるように,鴨方村が主導権を持 っている｡用水権は普請夫役由の割賦 と朋連 し
ているが,鴨方村では文政6年6月に,｢村方相談之上川床八 ソ将同月大道之夫やくヲ迫天草地懸
り手兼当難所俊 ｣っている｡文化年間に.口林村と鴨方村の両村立会によって大規模な御普粥が行
われたQ｢高岡新地胆仕正｣｢天草池辺 り田畑内堀土 ヲ以地上｣｢天草池堤御普請 ｣である｡ この
時.高岡新地や天草池の用水と皆希夫役の割賦方法が,両村の間で取 り決められた｡用水権につい
ては｢覚 ｣⑬に記職がないが.普請入用については以下の通 りとなっている｡
史料2
-､ (前略 )両村r3紬奉行横付頗上両村御掛持二両被為遊暦節ハ,両村之円何方へ御宿磯tq]付候
共,御車行横付御世誠入用之分ハ両村御普前夫投函へ利府致 ン引那可申侯｡尤 も,両村へ一緒
二御督帝仲之節ハ,其村斗へ引謂可申串｡
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-､ 天啓池内地上ケ仕侯夫役ハ鴨方村へ引許可申乳 尤,触上分御仕立被為下僕分ハ,藷弔両村
中敷之通収斗可中部｡
二､ 此度御缶詰大道之夫役有之二付,両村/j寸志天蓋出之節ハ,夫役米高四ケ一高岡へ引m.四
ケ三鴨方村へ引帝可中郡｡
tB.御普請入用之分,右寸志夫ヲ引残之分へ割妖仕可申･if｡
自普辞でなく車行の立会う宮前夫役は,立会っf:村々で等 しく創成 している(第 1表 )｡ しか し
ながら,いづれ もその後の用水配分がどうであ.1たかは不明であるo文化 7(1810)年 10月
の上記の規定から,天草池御普請の夫役は鴨方村一村で掛 ナ負っていることがわかるが,文政6叫
の一件より口杯村高岡では天草池から用水を得ることを認められていたことも封実であるoまた,
文政6年の一件啓額の一部である｢鴨方村天草他水口林村字高岡之もの当月廿三日口杯村E方へ席
桶二両かき拐ケ候一件此皮御出張御吟味被逝左二奉中上候 ｣とgEiされた口上軌 こは,次のような鴨
方村方の古見もあるo
史料3
-､ 高岡新地出来天草他御世調出来後ハ,一尺六寸 も余分二欄リ候様徽当こも御座族様被仰胸膜
得共,決而一尺六寸溜り不申,一尺位之偲二執座炊,-尺/j少シ二両 も余分二溜侯ハハ,池辺
.)ロ林村田畑共水亡二及族称 と*.一向旬七不申,若ン少シニlnも余敷二溜り侯ハハ, (ロ林
村字 )東田 ･憩水川へ切落シ中萩｡天草油へ今六寸 も余分二溜 り恢ハハ,草択ハ無脚座故二重
Ti縦 (後略 )
ロ杯村が強力に用水権を主張しており,鴨方村ではこれに譲歩 しているともとれるo鴨方村はこ
の時天草池の再度の世論を痛い出ている｡口上店では,成約中に広岡の者が天草池から掻水するの
を禁止 してほしいと述べている｡
一方,鴨方村内での夫役割付であるが,文政 9(1826)年には新川破損御普請也,各地の
他方御昏轟があっT=｡｢新川厳別 ＼入用寄帳｣｢新川破瓜夫役頗布帳 ｣⑳の内,同年天草池樋方御
普翻夫役を評け負った者とその負担伝は弔2表の通 りである｡稚俄排水施設の維持管理は.毎年 1,
2回の水路俊凍 ･藻刈 り(水草の除去,水路沿岸の野草の刈収 り),および破損箇所の鯵理が実施
され′こ｡ これには村落の全員の参加が義務づけられている｡
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表3-5-1 普計夫役の割賦
普 請 夫 役 立会村 と夫役El担
大 明 2年 大わた新地 本天 3128人 3夫 本庄村..- 1564人 1夫5厘
(1782) 触切 .石垣御啓砧 地頭上村-.1564人 1矢5厘
天 明 3年 大わた新旭 本夫 3926人 6夫 本庄相川 .1963人 3夫
(1783) 堤御督講 地面上村-.1963人 3夫
天 明 4年 大わた新地 本天3728人 8夫 本庄村..,1864人 4夫
(1784) 姪御哲請 地頭上村-,1864人 4夫
天明 5年秋 新地触御沓邪 水天4000人 本旺村 - -2000人
天明 6年帝 地頭上村..2000人
文 政 9年 三ケ相称立会御哲誘 盆前止 338匁 8分 9厘 益坂村-..-47匁 7分 3度
(1826) 1石 2斗 6舛 4合 4斗 1舛
地頭上村.-- 172匁 8分 5屡
4斗 5舛 8合
鴨方村..- 118匁 8分 1&'
3斗 9舛 6台
魂後辻 975匁 9分 6出壬 益坂村...179匁 4分 4値
2石 9斗3合 9斗 7舛 8合
地頭上村.-.614匁 2分
1石 1斗 1舛 9台
鴨方村- .182匁3分 2厘
8斗6合
計 1LT314日8分 5度 益坂村--.438匁 2分 8厘
4石 1斗 6舛 7合 1石 3舛 9合
地頭上村..438匁 2分 8厘
1石 3舛 9台
鴨方村....438匁 2分 8座
錦 ｢本庄村地頭上村御立会大たわ新地根切石垣共御普請御重行様付御入用凧戚目録｣ (天明2
年 ), ｢同地堤抑留姉御奉行梯付御入用制挽回録｣ (天明 3年 ),｢同｣ (天明 4年 ),｢本
庄村地頭上村立会新旭坦入用割朕目録｣ (天明 5年 ),｢同投入川 日録｣ (天明 6年 )(以上
鴨方町役場所蔵筒井家文円 ),｢三ケ村御立会御背部夫役類寄せ帳J(文政 9年,市戸家文▲Il･,
岡山総合文化センタ一所戯 )より｡
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蓑3-5-2 文政9年鴨方村新川普請入用 ･夫役の割賦
新 川 苦 節 小 人 用 席 新 川 尊 前 夫 役 類
計 天草池宮前小人用 計 天草池昏荊夫役套成す属/尖紬す慮膏響霜 讐望厚jF*6的凌尖店1轟膏響密
凪 十 郎 2.E190度紺欝 目分圧 自分屡 人 分● ∧ 分 人 分A ワ 人 分 人 分
彦 七 0.26 0.26 10 4 1_4
g t 4.00 1.00 -
梅 之 介 3.00 1.00 19.4 1‥ 4 1.4
従右エ門 53.45 2.00 -
長 吉 3.50 i,00 ･ ; 2.4
利 八 2.00 2.00 2.0 1.0
定 平 2.00 1.00 3n_7 2.2
万 七 7.25 1.00 13_4 1_ 0 2.0
企_六郎右エ門 3_00 1.00 17_I45.5 9 0.35 2.00 29.5 1. 2.
長 兵 柵 1.00 1.00 1.0
伊 八 14.50 1.20 2.40 38.1 6. 0 2.0 1.0
千 治 郎 4,60 1.60 1n3.3 3_ 1 3_7
尽 吉 16.40 76▲0 0. 7
級 - 10.5 I.0
友 十 郎 0.30 3ー.5 1. 0
岩 平 2.30 54_I 1ー 2.
伝 書 16.10 q_2 I.0
卯芹エFq - LID 2.0
久末エFq - ●一 3_ 3
百 兵 衛 - 12_3 0_ 8
弥次兵衛 1.50 .q9_1 n R
用 七 - ● 2ー 2 1
柴 介 - ■● 1_ 8
A t - 45 1 L 8
鴨 鹿 1.00 22 3 2_ 0
照 五 鮎 4.50 12n_7 3_ 2
吉 成 3.50 6rlー4 3ー 8ノ介 - Tn 1 .Fi n
｣二郎 - 32 3 4.7
市着工門 1.20 3_4 1.0
沼 治 郎 - 53_6 1, 0 0.8
介子怨古 - 20.9 4,7
川 天 - 3R_4 3. 8
川 吉 - .q只 ∩ 0ー 7
+丘 - d7 3 3_ 0
音 r:lr 3.90 19ー 7 1.5
円 次 郎 - ln_4 4.2
姦 七 0.50 1n_9 2.0
七 1,00 21_7 I. 0
鹿 五 BB - 36_4 3. 3
五 七 I.00 27 只 3_ 3
--治 G 1.00 lfミLl 1.6
秀三郎 - 42_∩ 4. 3 1_氏
平 吉 0_50 1R n 3 R
番 平 2.00 .Fin ? ∩
忠 ∧ 1.50 31_9 5. 9 2.4
忠 三 郎 3.10 17_3 1ー 5 0_6
r ー
自分 厘824.74 自分16.46 4m6人4夫l69人7夫 53人 4夫 3人 2人2夫
ei) ｢新川破in/J､人用類帯板｣｢新川倣81夫役類等帳｣ (文政9年 12月 )(拓戸家文i77,岡tM t
総合文化センター所蔵 )より｡
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明治 5年.再びロ杯村による天草触池水の掻水 ･楯水が訴訟に及んだ｡8月の ｢浅口部鴨方村天質
池用水之義同郡口林村右両村ru衡訴訟車中上侯一件済口御願下昏 ｣⑬によると,以下のように内済
しているE,
史料4
奉差上済口御願野付
(前 略 )
-＼ 鴨方村用水溜字天草他,傍口林村地所両村之内,小作人等ハ両便之作揚用水法則際立侯而ハ
都而後害を康候条難斗,依之平韓積水塘水之義双方遷存之簾一洗,以後餌差時両村為筋取斗可
申事D
_tJ_魅模様有之年柄,減水本植蜂之千三本目穴取侯ハハ横水増水不相成,乍去口林地内之田方
天水一処も不見面凡四反歩有之二付,両村役人中懇談中上.乍恐王政一休之大義を差合立毛確
立侯様分水取斗可申申o
(後 略 )
この｢天草地用水作配分差綻fjl件 ｣の内済後,聖6年には早魅のTこめ,横水を差留めたい鴨方村
と,本樋蜂の子三本目が干上がっても分水を続けてはしいという口林村の問で熟談内済 して以下の
ように確認 している.
史料5
(前 略 )
-､ 口林村田方天水処四反歩之分ハ,本楯蜂之子三本目早場リ候後二而 も,去壬甲(明治5)壁
済口規定之通申分無之.分水取斗可申中O
-＼ 口杯村畑方木綿仕付之場所凡弐町弐反歩天草池蜂之子三本目早揚院後増水駁之義,更二改理工
己後底水迄無指障増水取斗可申,別間池水闇入費秋 とし而,当発酉/j永々米一石宛毎年口林村
ru相弁可申歩｡
-､ 口林村山王池八幡前池鳥越池夜中池掛 り手末之方夫草地添之場所凡一町歩有Z,前条之通購
致出釆候上ハ,己後底水迄浅水取斗可申,尤本掛 り鴨方村田地用水抜下ケ不申相打留中ハ掻水
不相成野｡
-､ 向後天革地内堀本堤上匿等二而潮水潤沢二相威儀普請二付口林村田畑地上等ハ,同村占指故
障之間軌 尤他瞥鞘入費ハ鴨方村拙ひ口杯村におゐてハ関係無之肌 ⑥
以上のように,口杯村の主張がはば通 り,用水配水を得るかわりに毎年 1石ずつの弁純が命じら
れている｡天草池の哲理鯵樺 にあてられたものであろうO
早軌 こ陥り易かっTこ鴨方地方では,地も豊田な水星を持つ天碍他をめぐって,鴨方村 と口杯村で
水論が繰 り返されTこ.毎年少からず暫帝夫役を負担 している鴨方村から,用水の専有権を主張 し続
けT二が,｢濁水可 ｣という他行が定着 し,普南天役員也を条件に.口林村の用水権が徐々に認めら
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れていったと思われるo今回は,鴨方村内の曲糞生産性 と用水権の関係について考察できIj:かった
のだが,沓帝夫役負担の実態と含めて,今後の研究に期待 しTこいものであるO
注
① 古島敏雄 『近世日本曲革の構造』東京大学出版会 270頁
② 玉置哲 ･旗手恥 ･今村奈良吉編 r水利の社会構造J国際連合大学 15頁
㊥ 木村礎 r近世の村j教育社 152頁
④ r浅口郡誌J 164-5貞
① 前掲④に同じ
① 高戸家文昏 (岡山県総合文化センター所蔵 )
① 前掲(丑に同じ 369頁
① 前掲①に同じ 191:i
⑨ 前掲②に同じ 24貞
⑲ 前掲③に同じ 153頁
⑪ 前掲①に同じ 一件倍額の口上宙のうらの一つであるO
⑲ 前掲⑪に同じ
⑱ 前掲(6)に同じ ｢天草地絵図井水論済口取替打席｣(明治 5年 )の袋に入っている. ｢口林村
之内応岡分新地願上鴨方村天草地内堀池辺 り口林村田地上大理之場所内堀土持上地上ケ仕水溜上
根石垣脇付捉新地敷地之分ハ高岡分辻作地引討御奉行横付都督朝願上候二付両村申談之覚 ｣(文
化7年 10月)
⑭ 前掲⑥に同じ
(画 藤Lfl家文杏 (岡LJ県史偏芽室所蔵フィルム )
⑲ 削掲⑥に同じ｢天革池絵地図井水輸折口香か額 ｣の内の一つ明治 6年8月 17日
(丸山千I-1丈)
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(3) 頓母子粥の具体相
① 近世における栃母子吉縄
ア 傾母子誹の概略
頬母子誹は,講ELのあいだで組織された相互敵地の仕組みである｡その力法は,罰親 (耕元 ),
または発起人が,U数と-口当 りの金髄を定めて満山を毒筆般し.月一回とか年一回のように.止別
的に講会を捌いて-L:l､当りの定協を掛け金として持ち寄 り,初回には観が,第二回以後は入札によ
って誹中が.各回の掛け銀を取得するというものである｡全rjが掛け銀を牧村した時をもって枇会
とし,鰍 ま解散する｡その過程において,親は所定の金街を,誹Fllは落札高によって許出された金
額を,それぞれ取得棚の うちから末落札者に割戻すのが時代と供に-般化してくるOこれが,すな
わち利子に和当するものであるOまた親および落札者は担保を提出することもある｡
以上のような仕組みは,すでに錦愈時代に頼母f(感子 ･悠母子 ･懸支 ･租支 ･惣敷 )と称して,
工として貧困者のあいだで,相互共済の方法としてひろく行なわれた.当初は無,FIJ息 ･無私保のも
のがほとんどであったが掛け金を怠るものがLlJてきたので, しだいに利了･や也保を敏するようにな
った｡室町時代に入ると,土合 ･質絹が抱僻をとり利子を徴して,同じ仕組みで金徹を行い,これ
を無尽と称したところから,栃母子も無尽と称されるようになり,頼母子と撫足は同一物の名称 と
なった｡
頼母子 (撫尽 )が最も盛んに行なわれたのは江戸時代で,相互融通のためだけでなく,寺社が修
理貿用を調達するため,商工第着が資金を調速するためなど,僅々の即付のため盛んに頼母子が用
い られたOまた町人のなかI,こは無尽の斡旋や講口の売払 掛け金の取染め,入札その他の事務の取
扱いなどを糞とするものも現れたO また取退邦宅尽あるいは隠拾無尽といわれるような,取金後,掛
け金義務を免れる賭博類似のものも行なわれたO
明治以後,銀行をはじめ各塩の近代的な金融機仇が発達したが.これらの金敵機幽を利用し得な
い小商工芸者,良家,下級の俸給佳活者のあいだで,邦モ尽はひき続き盛んに行なわれ,庶民愈触機
関の一つとして,今Ftに至るまで広 く利用されているOそのうち皆業として行なわれる無尽につい
ては.大正4(1915)年,政府が地毛尽業法を制定してこれを免uq:営巣とし,昭和26(1951)
年,同法に代って相互銀行法が制定せられ,無尽会社はそれぞれ相互銀行として両発足することに
なったO (注 1)
イ 近他における板母子許の発展
① 近世社会経済の特質
中世と比峻して近世の社会経済欄苗は次のような点で異っている｡まずは,村落が単一領主によ
り一円支配されるようになt),地城における連続性が強まったこと.次に村落榊道が,封飢的であ
ったり,自給自足を原則とした曲民社会で,年頁の村荊制度や五人組による統制など,共lJl体村落
であり,そのため共同体維持のため,/1産 ･哨世何期を行ない,共済事業により脱溶者を防LEする
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必要が増したことO第三に城下町の成TLにより交換経済が生じ,さらにそれが発展し,商品経済が
展開したことである｡
このように当初は,本百姓を中心とした自給自足的何輪矧T']体を堪盤として近世社会は構成され
たo農民は村落Jt同体から統一的制約を受けるとともに,生活も共済的に保教きれたoところが封
建社会の進展に伴って都市が発達し.商品経済が全国的に広がるにつれて.地方村落兆同休も商品
生産に対応するようになり,商工丑資金の耐歩を増大し金敵機鳩を必要とするようになるO鞍財政
も支出増大による赤字を郁うために,また武上階板も禄高を械せられ零細化し,ともに金融磯幽が
必要となる｡宗教的にも.小規模な村落寺院経営のために.新しい金融機幽を必要としてくるO
こういった封鎚社会の変矧 こ伴い,頬骨千金胞も共済的なものから,生産資金調達の手段として
営利的なもの-と変ってくる｡ (注2)
① 近世頼母子金融の変質
近世初期における藩営 ･武士頼侍If鰍 1.参勤交代における旅出の支弁を目的としたものであっ
たが,貨幣軽所の進展により財政が傾斜してくると,資金調達のために柿母 fを利用するようにな
る｡
寺社においても,当初は寺社の創設 ･捗理に朝母子を利用していたが,やがてその射倖性を極度
に利用し,富鞍として行なうようになる｡
村落共同体でも,当初相互扶助 ･共済をR的として行なわれていた栃母子粥が,商品生産の普及
と供に変質し,商工菜丘金調達を目的として利用されるようになった｡
商人においても,商人JlB]土の親和的な轍母子諦利周が,資金調達のために利用されるようになる｡
このように頼母子誹の利用目的が変化するに伴ない,頼母子誰の手法も変化したo相互扶助的金
融として利用されていた時は,渦中は村民を原則とし,鞍取により取金の頃を決定していた｡また
取金 ･掛金ともに均等式で,無利子･撫担保であったOそれが商工菓資金調達を目的とするように
なると,講巾は同-村落とは限らなくなり,耳金の完結を一致させるために取金方法を鞭取式で行
ない,入札にJ:って取金後の利子の高い者から落札するJ:うにした｡そのため掛金は逓減,取金は
退場し,金額も著しく詔妬となった｡
また資金稲給の不-敦を郁 うための新しい手段として.無尽売Elや無尽也保金融が行なわれるよ
うになる｡無尽売買とは,資金招宴者が他人の当り範をもらい受けることで,代 りにその後の掛金
義務を負うことになる｡無尽担保金軌は,末当奴の頼母子を担保にしてお金をf?りることで,晩年
になると,頼母子だけでは出勝循lこ足らず,家財道具 ･田畑 ･人間をも担保にするものや,他人の
頼母子を担保にするものが増加したOここで問屈となるのは,軸足売買の勘合,資金稲要者-貧困
者が買手と/cL･り掛 こ参加し.売手である-E;i補晋が謂から脱退するので,講が弱体化してしまうこと
であり,軸足担保金融では.質屋 ･菜摘段らにより諭が支配され,庶民金勘としての機関が,高利
貸資本家に支配される傾向を生じることになる｡ (注 3)
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このように額母子評は近世においてLkも発展を見せたが,商品経済の進展とともに,瞥金補給の
一致が迫られてくるOそれにより相互扶助的であった撫尽が,番裕者にとって有利なものへと変質
し,彼らによる税母子講支配-と進んでいくのである｡
① 鴨方藩における頼母子講
鴨方津における頼母子の史料は,数も乏しく,年代的にも文化から文政朋のものがほとんどで,
それ以前の史料も入手できなかったため,その全様を詳しく知ることはできなかったO
文政6(1823)年と,万延元 (1860)年に,催合評加入印形帳 ･御催合諦帳が浅きれて
いて,その中に催合講定として,簡単にその内容がおかれている｡文政6(1823)年のものに
よると次のようである｡
催 台 目推 定
合高銀婚五11日
イ且一口加入銀壱Er目宛,櫓五口｡半口又は三ケ竜,四ケ壱加入之儀申合勝手次第之弔O
加入元版銀壱質目,出銀指支候ハゝ,壱ケ年利銀百日二相極,利足別段二毎祐擁上候′､ゝ 御
貸付二取斗配O (下略 )
謝元主万別出節用之通出銀いたし,残 り銀連中割合二而鰹合可申簡O
年々致入札安札江落可申｡尤毎年八月中に入札取集,岡山二出口□□88札共存之落札主柏極
際可申乳 (中略 )但右犠銀口取締出侯共十一月廿日限 り之定,村役人取重岡山江相納候上,
落札之者へ相渡し可中軸｡
落札之者以後出銀壱ヶ年壱皆目宛,年銀中1.J熊村排出可申.右引当てノ質物十分ニロ入露文指
出供上,銀子相渡可申.尤質物不足二候ハ 指ゝ上程之銀子相渡,残銀預 り臥 壱ヶ年一割之
利足を加へ概評之節,元利異相凍可申事｡ (下略 )(注4)
これらの史料から,この頼母子誹が訪中 15人,一人一周目ずつの掛金であったことがわかるQ
また掛金が差し支えた者には.利足をつけて任し出していたようである｡また落札者も以後 1年に
一貫目ずつ出銀とあるので,均等掛金であった｡また質物とあるので落札後の掛金保障のために,
担保をとっていたのかもしれない｡
また史料中にある'J珊元主万別算用 〟をまとめると,次の表 3-5-3のようになる.
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蓑3-5-3 講元圭方算用雷 (文政6年 )
年 度 貫 匁 年 度 丹 匁
1 15,000 9 17,520.31
1,500 利 1,751.23 辰利
p( 16,500 〆 19.263.54
-1,070 申年誹元出叙 -1,630 辰出銀
2 15.430 10 17.63354
1.543 酉利 1.763.35 己利
〆 16.973 〆 19,396.89
-1,140 酉利出銀 -1,700 己年出銀
3 15月33 ll 17.696.89
1,583,3 成利 1.769.7 午利
〆 17,416.3 p( 19,466.59
-1,210 成年出銀 -1.770 午年出銀
4 16,206.3 12 17,696.59
1,620.63 亥利 1.769,66 未利
〆 17.826.93 〆 19,466.25
l -1.280 亥年出銀 -1,840 末年出銀
5 16,546.93 13 17.626.25
1,654.69 子利 1,762,63 申利
〆 18,201.62 〆 19.388.88
-1,350 子地銀 -1,910 申年出銀
6 16,851.62 14 17ー478.88
1,685.16 丑利 1.747.89 酉利
〆 18.536.68 〆 19,226.77
-1,420 丑出銀 -1.980 酉年出銀
7 17,116.78 15 17.246.77
1.711.68 国利 1,724.68 成利
〆 18,828.46 〆 18,971.45
-1,490 筒出銀 -1,050 成年出銀16921.45■.-～､ ′ 一ヽ" .～8 17,338.46
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万延元年の御催合言的定 も.文政 6年のもの とほとんど同様であるが.
□料--ロニ何級百五櫓目ッッ相当者ム排出シ印可軌 (旺 5)
とある｡ これが何を意味するか明確ではないが,当扱者が花糊的なものとして,末当武者に艦舞 っ
たとも'r,-えられる｡
この年の御仙台湖帳を蓑 3-5-4に.排出し斑を表 3-515にまとめてみた｡表 3-5-4
の円稗 もよく坪解できないが,塔札とあるので板取法であったのであろうoまた,溝口の出身地を
見ると,同一村民に限 らず,近餅の村々か ら講が構成 されているので,近世初朋の相互扶助的な煩
母子誠か らは変質をしていると言えよう｡
また豪3-5-5でも名主忠戯の名か見 られるし,文政 6年のEr]形帳でも占見新田名j=.小坂西
村五人組曲 .鴨方村名モ ･奈良屋 .本庄村名主 ･小坂東村名主 ･蟻坂村名壬 ･小坂西村名手 ･ロ林
村名王 らの名が迎ね られているところをみると,この誹がかなり広肺朗において,村の上脚部や滞
内の袋商 らの指尋の もとに迦肖されてお り,.淋 こよる利潤鞄相に も力が入れ られていf=と思われる｡
ということは,当時鴨方掛 こおいて もげ幣縛折が浸透 し,汽金調達を必要とする社会権粥状況か成
Tiしていたことになるoそして, こういった状況を背旗 として,資金調達を目的とLf二転桂子訊が
存在 していたのであろう｡
蓑-3-5-4 万延元年 11月御催含講帳
内年 1番Fl 2分 5度落札 銀 2ff100日 国枝間三郎
成年 2 7分 5LEB'落札 6貴700El 国枝聞三郎
門年 1 1ロ新札 8甘218日 Egl枝間三郎
1 占十′古衛門
囲太
廉太
(深田村 )民一郎
(本FE村 )蹴一郎
猷太
慶大
(嘩方 )甚茂
(浅口 )小八郎
子年 4番口 半口落札 58332日9 (鴨方 )吾平
I (鴨方 )伊之丞
成年 2番∩ 7分 5度落札 (鴨方 )源○○
(鴨方 )忠減
-124-
子年 4帯口 2分 5厘落札 2rr498日9 (鴨方 )○平
'h'年 3番rj 半口落札 5歩ヅツ f(m方 )冨MO郎
5歩ヅツ i('芸,;去完 芸術門
(I/-1村 )EE肋
亥年 3番口 半l｣落札 4日749日9 (地頭下村 )能四郎
5歩ヅツ t('≡芸三号完治
亥年 3番L‥ 半口､ド蔵削 LT 4lfl948D51 5').ヅ黒 冨≡ ;≡:芸.51 ('…芸 芸三郎
子年 4番口 2分 5厘落札 2分 5厘ヅツ (溢坂 )大兵禰
(上村 )巾兵衛
(本庄 )作右衛門
(鴨方 )○○2分 5座 ヅツ 惣助三兵衛
(鴨方 )西○硬
i (鴨方 )又四郎
摺年 1番口 2分 5座 2打149日33 5歩 (深田 )弥之助
2歩5&'jツ i('器芸 ;芸警
5歩ヅツ 国枝問三郎
子咋 ○箭口 5分 1山王落札 5円309I∃32 (鴨方村 )&蔵
秦-3-5-5 払出し覚 (万延元年 )
成 11月17 100匁 ql妄i元爆拝借 酉利銀
454 ･71L>口分所年分 懸鈍
ll. 17. 55449 右成-辞侯
16639 三割利
成 11. 20. 100 成年元懸利銀
-125-
〆 572.33 名主忠#.ヘ渡ス
114.47 弐割利
亥 11. 20. 1`00 亥年分元懸利銀
475.4 亥年分懸銀
〆 575.4 名主忠歳へ渡ス
57.54 壱軌利
千 240.39 子半口(虫 くい )
100 子年元掛(虫 くい )
500 半口元燥銀引
75〆 91.39総〆2,5597円5332,5653 半口入会料
出故元利
元治元甲子 12月半口落札銀
R正月二日茄収入
正月三日平助渡ス
注 釈
(1) ｢日本史大辞典 ｣無尽の項参照
(2) 糸筋兵衛著｢近世如尽金融 ｣
(3) (2)に同 じ
(4)石戸家文.ig･健合邦加入印形帳 文政六iJi卜二月
(5) 最戸家文.Lr･御催合m帳 万狂うLl年十一月
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(吉田和実)
(4) 近世後期における崇股経営について
① は じめ に
近世後偶における鴨方村の上層幽民の経歯は具体的にどのように営まれていfこだろうかO本文で
は,それを鴨方村の庄屋であっただ石戸家の経営を分析することにより考察していくことにするOだ
が,一言に近壮後軌といってもかなりの環朋闇であるので,特に文政 ･天保期あたりに的をしぼる
ことにしたい.尚,史料として使用するのは,岡山県立文化センターで所蔵されている｢有声家文
相｣である｡
⑧ 笛戸家の土地所有
まず,近世後期において高戸家はどの樫贋の土地を所持していただろうか｡ この点を明らかにす
るよい史料が宿戸家文古の中には現存していない｡よってだいぶ年代が闇たるが明和期と明治初年
の史料から大体を抑制 するしかない.明和三年 (1766年 )の｢田畑絵図改帳 ｣(1)によれば.下記
のとおりである｡
鴨方村分 田方弐町三畝六歩半
畑方弐反六畝三歩･
深ElH寸分 出方壱反拾七歩
(地政)下村分田方弐町三畝六歩
これらを合わせると四町四度三畝弐歩半になるC これから考えると,それほど多くの土地を所持し
ているとはいえず,むしろ地主としては小規模だったのではないかと患われる｡だが,有戸家は居
住村である鴨方村だけにとどまらず.近隣の探田村(2),地頭下村(3)などにも土地を所有しており,
地主として進出しつつあったのではないかと思われるo明治四年の｢寓戸家所持田畑各村苫技類 ｣
によると,地頭下村分が三町七皮八畝三歩.地頭上村分が三反六畝十六歩となっており,明和年間
の頃より増えている｡ もっとも, この時0)鴨方村にわける高戸家の土地所有がわからず,苗声家の
土地の合計が不明であるので,はっきりとは断荘できないが.高戸家が明和期から近世後期にかけ
て少しずつ土地兼敏をしていった可能性はあるだろう｡
本文では,一応近世後期の商戸家の土地所TJを大体四町-五町前後として考えたのであるが,そ
うすると家族労働だけでは農薬経営をおこなうことはで.'iないのではないだろうか｡ よって,日雇
奉公人や年季奉公人を屈用して労助力を補充したり,あるいは土地を小作人に貸して小作料を徴収
するなどの地主経営 も多少おこなわれていたことが推察される.(尚,商声家の土地所有について地元
の方々や諸先年方の御芯兄がいただければ率いである｡)
③ 村鮪農民の支配について
鴨方村JiB民の持高階層梢成表は,残念fLがら拓戸家文LTlの中にそれがわかる史料が現存していな
いため,作成することができなかった.よって.甫戸家の村落内部での位位を明らかにすることは
できないCしかし,宿戸家は文政 ･天保期には庄屋を努めており,鴨方村段民の支配層であったこ
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とは抑刺で こくるだろう.それを示す史料が,弱冠あるのでとりあげたい.蓑 3-5-6は,文政八
年 (1825年 )のr簡甜 附表』(4)である. この末2によると,文政八年輔 戸顔大冊 湖 して
いるLj姓 53人に対して, 12月, 1]司,3月の三度にわたり合計 20石余の育友を貸しつけてい
ることがわかる｡ 1人に貸しつけるよの主副よ少過ずつではあるが,困窮している小臥 小作人たち
の腿菓助成のためにおこなわれる麦作には必要だったのだろうO貸しつけた麦には約 1割の利子を
つけた上で,銀に換許して代銀で返済させていたようである｡ このことか ら,吊戸東太郎は小農
貧血を助けるための貸附を行 ってはいるが.その盾効の本質は利子をとることを削 'ljとする拓利代
的 ･前貨的商業盾鋤であったと思われ ,J' ｡
また,高戸家の村港支配がわかる史料がもう一つあるので,それを権利しよう｡表 3-5-7は
文政九年 (1826年 )12月C)F未進附 一覧表』(5)である｡粗方村の百姓数十人の閏 米艦分を,
庄屋高声東太郎が銀で取 り立てていることがわかる｡取 り立てられている者の中には,かなりの多
顎のものもいく人か含まれているので, この未進分は-年分だけではなく,数年分の年貢末進分を
取 り立てているのではないかと推測されるDなにぷん,それに幽する詳 しい記述がないのではっき
りとはわか らないが.それにしても, この文政九年の｢末進取立帖 ｣(二冊 )に掛 せられている百
姓数と取 り立て銀の椎は,かなりの人数 ･多相に及んでいる｡ よって,おそらく年苗が完納できな
い百姓たちの末進分を庄屋有戸栄太郎が立て替えて,一応は嶋方村分の年iTIJを完納 L,,あとで百姓
たちから蝕で取 り立てるとい う高利貸的な末進の立て替えと取 り立てをおこなっていたUjではない
かと思われる｡
では, この表 3-5-6と義3-5-7に示される南戸家の高利貸的商業満動による村落支配に
ついて,深祈克己の説を参考にしなが ら考察 してみたい｡村役人朋は大体の場合に,村落内部の農
民たらの中でもかな りの土地を所持して,桂析力 もある村落 ヒ胴段民であることが多く,経済力の
ない小段や貧血に対して,その再/t_産前免を助ける役目を果たしていたC この点について,深谷克
己氏は,次のように説明している｡(6㌧ F百姓成立｡tの条件の 1つは領主のr御救｣であったが,
同時に F-村助合Jの倫理によっておこなわれる村役人 ･上桝出民のr助成』貸付が不可欠であっ
た｡ 『村之内に苗pEは る者ありて.村々助けとな り衰微とも成る』 (小林那 uF'地方神申録J F近
世地方陸前史料J第六巻 )といわれるのはそのことを忘味しており,菊席領王 もfJ物をかし和利を
恩はす百姓え為 (助 )に成候者』にたいしてF褒美Jをか こえている｡ (廷宝五年頗壁滞令 r宗国
史 J])村諦制村落は階榊的に椛成され,年頁立軒を起点とする共同体内年季培借 (二質地 )関係が
村 r成立』 - F百姓成立Jtを可能にする条件であり･F宙irIなる者｣村役人はそのT=めの必街の
F助成Jの者 とL,て観念されたのである｡｣彼の説r抑こよると,常時経営の危鰍 こさらされている小
鮒 こちにとって.村役人T-Elの F助成』としての貸附は,小段民の再生産楢軸を維持するための不可
欠の存在であり,結局それは近世村落の年u5-相調制を維持するためのものだったのであるoそして.
村役人層の小段-の『助成FAは,良体的には閉演 L,た出民たちの年貢未過分の立て替えや粒々の貸
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附 となっておこなわれ たのであった｡だが,それ らの脚 付には利子や利雄がかなりの高率でかけ ら
れ,高利賃的活動となる場合が多かったので.小段民を貧窮化 小作人化 没落 させ ることとなった｡
一般に. 18世紀以降の商品J生産.摘品流通の発展を背旗 として,宝暦朝頃か ら質地地主-小作幽
係が巌関 して くるが, 19世舵に入ってもその傾向は止まることな く進行 してい く.応戸家文辞の
中に も.文政年間の照地丑文や金子借用讃文がた くさん含まれているo このことか ら,鴨方村で も
小出民たちが田畑 ･家屋敷を担保に上JEl畏民や商人たちか ら借金 をしてい たことがわか り.質地地
主一小作関係が進行 していたのではないかと思われる｡
以上のことか ら,E71万村の庄鮮軌 ヨ射太郎は貧窮 している小出民.小作人たちに対 して,暫麦の
貸附や年貞末進分の立て替えな どの r助成Jの活動をおこなっていた那,Ji而それは彼 らか ら利 子
利銀を取 るという営利 目的 を もった高利貨的情動であったとい うことができるだろうO
蓑3-5-6 文政八年育麦貸附表
名 前 月 貸 衷 賃 麦 〆 高 利 子 全 〆 高 銀 許 備 考
(i.i ) (弄,着 ) (舟巷)(弄 ,巻 ) (a,厘)
孫 三 郎二 十久 五艮 介rh 之 1213 0.1,058_72 ド 0.03158, 76 0.3316598876 9.35330
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名 前- 月 貸 麦 貸 麦 〆 高 利 子 全 〆 高 銀 苗 備 考
(頁,書 ) (弄,葺 ) (弄.暮)(頁,暮 ) (2,Ig)
小 平草 七左 兵 術弥 太 郎松 之 介政 治兵万 六門又才 次伊 入 1213 0.08,16429i_5137 ド) 0.18巨ト 257 0.0241865,0935177 0_264.1986255300 93517847 20ll7.54 516820 6月8日内 2斗升入〆 4110 6突,至拍
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名 前 局 貸 費 貸 麦 〆 高 利 子 全 〆 高 銀 商 僻 考
(頁,着 ) (弄,暮 ) (頁.暮 ) (弄,蓋 ) (2,鯉 )
三 郎右 衛 門磯右衛灘 松熊 蔵民利六 平 1213 0.4_2125,083 ドト 60.3 0.12086327, 6 1.320886652772 63 4413.038,536 内4斗入〆2 6升先達而残8厘か し付
名 前 局 貸 麦 貸 麦 〆 高 利 子 全 〆 缶 銀 高 備 Ivj-
(秦,茎 ､ (昇差)十 十 (弄 , 蕃 ) (舟 屋)
小 市 12 0.4 0.4 0_04.6152 0_44.661 5(0.ll),32 8.2566 6月9日内 4斗人文 升入
1213 0.415078 0.4巨 25)才 1ト 6 0.042516 0.442751662 2,013.75828ll
1 0.05 0.05 0.005 0.055 2.75
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名 前 円 Ef 麦 貸 変 〆 高 利 子 全 〆 同 銀 凧 備 考
(舟 慕 ) (弄,暮 ) (寿,着)(弄,着 ) (努,虜 )
久 太 郎九el似 成源 介笠 松 13 0.4,21ー ト 6) 0.21 0.0624 0.662244 0.5220 35旦5択〆 3升不足(?)6月8日内 4 入
小 溝 介 3 0.1 0.01 0.ll
り 長十 4
五 三 郎 3 0.15 0.15 0.015 0.165 8.2520
満 房 吉 3 0.2 0.2 0.02 0.22
也技兵衛 3 0.2 0,2 0,02 0.22
勘 五 O一d 4 4 44
合 計 19.89 19.89 2.007 21.897 545.35
印 1) 表 3-5-6は,石戸家文LEF. ｢胃炎f2附帳｣ より作成したも0)である｡
表315-7 叫方村農民の未進取立表
名 前 銀 商 (匁 , 分 虚 ) 名 前 銀 高 (匁 ,分 厘 )
又 之 介 25.29 林 兵 衛 140.4
沓 八 忠 作 26.3
吉 右 衛 門 9.74 頁 了. 七 45.6
姫 井 魁 七 14.7
掛 兵 衛 80.6 伴 介 } 1.6吉 成 74 万 六
文 六 51,6 才 治 郎 89.5
拙 平 内 伊 八 73.94 帝 心 0.16
名 F罰I 観 LT(匁 , 分 厘 ) 名 前 銀 箱 (匁 ,分 厘 )
松 治 郎 573.4 卓 兵 術 26.2
忠 介 166.2 前 方 循 門 192.2
岩 治 郎 圧 兵 衛 7.46
幸 吉 57.6 他 之 丞 37.3
門 介 0.3 防 之 介
吉 三 郎 72.1 次 右 術 門 71.1
松 2 7J! 庄 蔵 6.6
重 吉 37.22 率 蔵 37.5
忠 六 長 八 105
忠 告 点 介 内 藤 介 20.0
幸 介 要 介 50.2
用 蔵 40Ll 粂 次 郎 178.4
千 石 花 門 55.4 侍 治 郎 112.6
万 四 郎 148,1 良 疎 100.1
年 若 跡 16.8 喜 三 郎 22.8
友 兵 衛 76.3 与 平 次
弥 富 51.2 久 之 介 0.2
彦 三 郎 550.4 千 代 之 介 0.5
吉 五 郎 145.0 三 十 郎 7.3
仁 十 郎 跡 35.4 三 五 郎 0.9
為 蔵 39.9 長 兵 術 1.0
林 治 郎 0.22 艮 介 105.3
三 十 郎 13.0 長 八 10.6
久 十 郎 2.6 長 十 41,4
彦 太 郎 2015.0 弥 右 禰 門 31.0
平 兵 衛 115.79 次 郎 兵 衛 198.84
又 太 郎 24.6 百杢右葎門 24,53
儀 兵 衛 31.9 川手小楯分岩 介 254.76
介 23.8 清 蔵 26.2
安 吾 715.2 武 八 629,49
久 兵 衛 398.4 胡 八 250.0
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名 前 銀 hl(匁 . 分 厘 ) 名 前 銀 石 (匁 . 分 厘 )
孝 之 介 24.8 啓 介 10.74
伸 兵 衛 818.9 博 之 介 120,42
安 之 介 忠 介 416.0
ミなとや 次 兵 衛 民 五 郎 150.2
中 山 音 吉 74.95 小 101.2
忠 五 郎 28.23 金 成 181.0
勘 介 内 伝 之 介 340.2 皆 介 187.2
也 之 介 5.0 漸 介 18.2
忠 八 60,1 嬉 九 郎 43.2
弥 太 郎 1710.0 忠 三 郎 8.4
西 山 当 資 447.3 節 介 181.2
〃 孝 物 235.0 万 兵 柵 0.2
要成作魁人荒 神 地 ll.7 弟 介 945.5
文 八 41.4 架 蔵 724.2
小 市 32.4 佐 平 175.6
才 治 郎 169.0 千 蔵 194,9
武 治 郎 94.6 検 四 郎 25.2
安 大 夫 47,6 利 八 59_2
徳 政 74.2 安 治 郎 7.7
茂 吉 49.5 久 右 衛 門 13.3
市 郎 衛 55.6 卯 右 衛 門 ll.3
民 蔵 伴 介 18.5
市 作 76,4 幸 太 郎 306.0
衝 春 131.2 半 三 郎 78.6
正 吉 35.5 節介,利八 63.6
川 六 32.9 杢 次 郎 18.4
卯 兵 循 221.5 万 治 郎 51._0
甚 之 介 8.2 伝 蔵 44.2
茂 平 906.1 半 介 58.5
正 伝 等 71.0 佐 吉 12.0
伴 蔵 472.3 六 郎 兵 衛 25.3
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名 前 餌 高 (匁 , 分 hrlI) 字I 前 銀 南 (匁 , 分 極 )
市 之 介 1602.6 原 介 74,22
原 六 52.4 円 治 郎 ll.62
伴 戚 445.1 半 平 43.1
市 右 衛 門 6.4 八 疎 593.34
柿 右 衛 門 50.6 平 と 介 8,4
四 本表は,宿戸家文か｢末進取立帖｣より作成したものであるo
④ 有戸家の札元 (札座 )緑営について
苗戸家文謝 こは,前戸家の札元経営に的する史料が数多く残-,ている.本節では,それらの史料
をもとに宿戸家の札元経営の莱掛 こついて湾察してい くことにする｡
まず,｢札元｣(札座 )について少し説明してわく必盤があると思 う.(7)｢札元 ｣(札座 )紘,
江戸時代に諸満において藩札 .銀札の発行を担当していた横臥である｡多くの場合は,奉行の下に
組内の資産家や有力な御用商人を起用し,発行 ･引換を行わせて特権の代倍として逃 ヒ･御川金を
眼識していたのである｡
このように,領主権力が御用商人 ･特権編入をはじめ所内の在方南人たちに特権を与えて,彼 ら
の繭莫活動をバ.,ク7,/プし,その代位として遵l-_金 ･冥加金を上納させたり,潜の専売制に組み
込むなどの政策をおこなうことは 18世紀以降孤老となっていた.商人の側でも,紙主から与えら
れた特権を利用して血相にわける備品生産の発出の成果を掌握 していったのである.このようなR辻
村や在町で街主権力を軌 かこ商業活動を行 う商人にはいろいろな者がいたが,参考として備中地方
での例k= ･三と｡あげてみようo たとえば.(8)明和棚 以耶 府 (台数代官所 )から綿や米,泉
楓 軌 酢嵐 魚,千地など種々の商品を取 り扱う閉脚 中間としての特権を与えられていた倉政村
の酌 量･- たち(大曲岸次郎右相門,小野孫大夫,郡長縞兵衛 )早(9)矢掛町の繰紙問屋で独占僻
をもっていた茶屋忠六などはよい例Tごろう.彼 らは井村や蒲の経済編成掛 馴こ組み込まれて.出民
的商品流通を草`超し.小E!たちの利潤を吸収していったのである｡
それでは･鴨方村の札元奈良屋栄太郎の場合を考えてみよう｡dO文化十三年 (1816年 )の札元
奈良屋の一年胤の収支決符は下記のとおりであるが,これだけでは貝体的に奈良屋の経営脚 顕をき
ぐるのには不十分であろうOそのため,aD文政二年(1819年 )の｢御柑堪一件朽類和 ｣と,qa天
保二年(1831年 )十一月分と伯天保三咋 (1832年 )七日分の札J-L奈良屋の勘定をまとめた袈3
1518,表3-5-9をあわせて検討することにしたい｡
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史料 1
文化十二'rF子年/3第用か
子年算用
入 545匁 5分 8り
成春b丑盛追詰井用差引残 り借用
ィ止Jトト六日 300日 払札相渡ス
廿一日 入 229匁 1分 銭札借用
一二月十四日 130日 銘柄渡 し
歩弥吉 (?)
四月十二日 入銀 192匁 2分 鋭□借用
入 5匁 7分 6厘 此歩
六月□ 小玉23匁 相渡 し
6分 9り 右/ji
同六日 入銀96匁 5分 銀□借用
入 2匁 9分 此歩
同八日 入 11匁 1分 8り銭借用
六月十六日 入 50目 礼肌用
同 十七日 100日 札細波ス
同二十四日 60日 銭相波 し
七月丘口 50日 位相波 し
十二 日 100日 払相渡 し
同 60匁 tLl相絞 し
十三日 20日 銭相渡 し
同 30日 銭相渡ス
同 100日 rJ相波ス
歩□助 (-I)
同 100日 銭相渡ス
ト.] 十六日 50日 銭相渡ス
九日二十四日銭 87匁8分 長堤相渡し
同 2匁 6分 3り 右歩
十月四日 入 20目 礼借用
十七U 入 100目 礼借用
十二月二十八日50日 銭札相渡ス
同 70匁 札相渡ス
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同 30日
間二十九日 80日
三十日 20日
間 50匁
LJ 100日
十二月三十日入 50日
丑正月十四日入 250匁
174匁 4匁 l厘
196匁 7分四厘
銀18匁 5分 4り
札相渡ス
銭相波ス
札相渡ス
践相渡ス
践借用
大本/5許取入
践借用
福札借用
当盆前〆高
当拡〆苗
上半切千枚 右歩共
入 50匁 6分8り 右口折草子代〆前
人88匁2分 米四俵借用 63匁かへ
入 71匁 6分 4り
正月二日 入 4匁 1分
二十四日入 7分 8り
三月二十五日入 8分
六月十六日 入8匁
二十四日入 1分 8り
七月七日 6匁
八月十六日 入 1匁2分
入〆 2首 84匁 8分
渡〆 1日982匁 8分6慮
残而100匁9分4厘借用
史料2
文政二巳卯秋九日目
御札座一件岱類和
…(省略)
脂油代〆高麦代〆高借用
札借用
欠角戻 り借用
践借用
同借川
践借用
同借用
同借用
(以下略 )
郷土敵御用場二御極被為下御役人様御守部可被成下候 (中略 )
毎晩両帝残 り正銀#ニ徹銀札両人之円梅参詣勘定仕御役人様排十可申候
御役人接衝行退之節御勘定之時分御郡方御役人殿御壱人御立脅被遊私共御手樽可仕侯
御礼座夜分御〆 り方之撰者御上/j遊為仰付可被下侯
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-､ 御礼座両替人教徒ひ候節者御役人棚卸出張被遊可被 F候
九月tl七日夕 (中略 )
-､ 御役人様御用場二而御貸付方御支配可被成侯
-､ 御土蔵正銀拝二御銀札共出入之儀者私lt被仰付可被下供 (中略)
-､ 貸付方之儀ハ札元両人申談値成手当以村役人ハロ吟味輿之上郷役人申達承屈取斗可Efj弔
-､ 御貸付銀札二ケ月限正銀ニITti相納候軒
-､ 御威正銀井二銀札出入之盛者札元両人引前月之出入之相改御役人見届ケ相互二帳面告記仮しバ
(中略 )
-､ 勘定之儀ハ五十日経御役人交代之節何も正せ相改出番之候役人江引渡可申LEB (中略 )
乍恐口上ヲ以率甑上健
一､ 此度御硯卸銀札卸主法1J一之御札座御用被為仰付種有仕合奉存候御融通之盛乍不調法出精相勤
可申候今-両手も相勤倹而御銀札世上遥々敵地人口も専居合院趣二相成侯得者御札座御掛 り御
用之儀御免車願上侯志斬二微塵候其脇二至侯而右之段梓而拳願上候両者御礼座御用御差支之程
も恐八琴存候私共場合相勤候者過々御くり合匠被為下皮革存候愚昧之私共御座供得共極意之存
念之越不車軸隈候茂忠人車存供義二恥座恢故右之段車願上候此上御慈悲以追々御取向之程乍恐
偏二零希帳以上
鴨方村嶋屋常吉
同奈良岸栄太郎
文政式年卯十月 (中略 )
札場条目
-､ 預札完貿2番銀百日持参仕預札百壱匁可詔取葬礼百弐匁持参仕候時ハ銀百目可受取尤銀礼式
二多少有2時看取地歩相右之可為割符Tj耳
鳴右札歩之列改料左之通口数相原可致持
参俣野
小判壱而二付 銀壱分弐り
-､ 壱歩壱切二付 同王座
-､ 銀子百目二付 同弐分
-､ 銀札百目二付 同弐分
-､ 預札売買下二而仕候義停止之郡
小判菅歩両替之義者預札二而茂銀二両も可為勝手次第-g壬
-､ 預札銭ヲ以売買数間数野
-､ 損札之義ハ壱匁源札壱枚二付銭三文田口質札督枚二付銭弐文相添可申乎
-､ tB札之市
-139-
文字 さため不成札
破札
脱札
右三色持参こおゐてハ新札二特可iLTt但銀El
触之分ハ替出間数即
-､ 札場銀包之邸拾匁rJ上ハ包匁rJ内手包二而 も相封□□取ie!可仕弓手
-､ 落札包之那札百枚 上ハ包二什百枚 内ハ相封可仕事
-､ 預札売口井包共先次第二可仕事
-､ 似せ札仕者於有之ハ其身ハ不及申-撤退罪科被仰付五人細井曲撃可被仰付肇
-､ 若他所而似せ札持参侯者於有之ハ共有押冊早々奉行所江任せ可仕司jt
-､ 御蔵金銀奉行立合相改出入仕尤相封可仕,ji'
-､ 札元嶋犀奈良屋両人2円壱人ツ々日々張出晩ニハ金銀札銀共英 日Jz出入残元之銀子念 ヲ入致
吟味奉行/T_骨相改可中軸
-､ 勘定之儀ハ奉行交代之節何戊立食拙攻引絞可申qj
-､ 惣而札以二而金銀札銀箱二人封付二而受取醸仕義手代た り共堅無用度々明ケ改受取pJ穀つ:i
-､ 札場開四ツ時 ru伺晩ハ七ツ時切二仕廻可軸部
休日
毎月朔日 五節句 LE月十五日通 七月十四1より廿日退 勘定引映 し日 祭礼南口
-､ 不形義無之様可仕Eli一
但シ軸夜火用心堅口付!l=1
着乏通墜可相守候若相背餌於有之ハnT鶏口甲
御家老中依被仰渡如件
文政二卯年十一月
札助両替光
一､ 銀札百日持参侠ハバ頂礼百壱匁可相渡gl
但 シ足′＼鴨方札場包柵盛侍へ而包二供へハ如此右之叫他所包ば ら銀二候へハ宙壱匁之内攻料
弐分引百目ハ分可相軽部己下右可為割符
-､ 頂礼百弐匁持参候ハ′ヾ報告日可相渡ItJ5
他前条之磁両様之包二院へハ如此右之列はら札二候へハ改料弐分締可蒲取碍
六拾五匁四分かへ相嚇2時
-､ 金壱涌持参匪ハバ預札六折六匁壱分弐 り可相渡
-､ 預札六拾七匁四厘持参候ハバ金壱両可相渡但時之相場有之併入金ハ上相場二ハ参打出金ハ上
相場二弐妨弐宋打
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､ すき札引替料壱匁札三文
小札弐文
､ 損札焼札文字不定札銀子即す康之者引替不申
､ 銀銭丁百六文時々相場有之
､ 銀百目二付改料銀札弐分
. 預札百目二付包代銀札弐分
､ 壱歩切符壱耐二付銀札弐分
小玉歩札菅匁二付暫匝拾匁二付銀札三分弐也へ割
銀札共上納之外本包札場/j惣而不山口□包二両山峡様相心得可申弓手
(中略 )
表3-5-8 札元奈良屋東太郎天保二年十一月分御勘定指引責
金(質.朱) 鶴(質,盗 ) 礼(岩,畠 ) 用 途
149.139202 12 73.260.01,70 88,866.3875498055 十月L&日より晦日迫両替入札〆成
十月五日より晦日近間啓人並〆高
十月五Flより鴫l∃迫両帝入札〆融
大作口歩借株上〆高
2.500,0 半十郎口歩借沸上〆拓
471.59 蒋三郎 日歩借利銀排上
413.0 武原治 〃
307.94 半十加 '
81.9 忠絵心 /
413.0 -}5: 介 /,
339.66 染五郎日歩借排上〆高
18,685.027520491 3379 596A13119079 十月五日/j晦日適両替入銀〆高
-
843,846.9340800 .A
コー
231.22 十)1五日占晦円通排上相済高
十月五日/j晦日i両替出銀〆高
十月丘Elij晦日退両替出札〆届
-l也l-
金(漂,朱 ) 級(君,塞 ) 礼(芳J蓋 ) 用 途
10.0_ 58,775.15. 73.262.0 十月五日る晦日追排 上村新市
1.734,0 大作沸上相済
2.550.0 半十郎排上相済
762.220.93 指引〆
80,559,22 未vq月御領Ffl無利年賦 井大坂指入残 り非
226.303.0 御貸帳面〆高
32,099.4 歩質帳面〆高
18.462.0 東太郎tl歩〆高
4,641.0 大作 〃
9,282.0 総八 〃
17,136.0 敷石衛門 /I
ll.628.0 利兵衛 〃
13.056.0 櫛三郎 /I
4,918.0 半十郎 /
10,200.0 寿三郎 〃
7.140▲0 .Lむ治郎 /I
1,521.34 省五右衛門へ宙右衛門御貸付へ残 り
20,400.0 小十郎 .演左衛門抑貸付 ちん
靭 本炎は,高戸家文flF｢天保二年札元奈良座乗太郎御勘定帖 ｣より作成 したものである｡
蓑3-5-9 札元奈良屋東太郎天保三年七月分御勘定指引責
金守 十 銀(芳J歪 ) 礼(質,歪 ) 用 途
25.01 73.032.25 787,636.82436 屈六月廿八 日御勘定残 り元
4,622.36 歩質利上値代共〆和典五郎指上
2.700.0 当村総 八日歩賃之内排上人
1,000.0 本庄村利兵術rD /rO
2,500.0 当村与平治/3 〟 /i
500.0 深田村安兵術 ,I
- 1 4 2 -
:lJL(塞,栄 ) 級(賢, 盃 ) 礼(男I.蓋 ) 用 途
35.1260 3 286.65 79,606.328 6 786 7 2834 64 100 八玉村忠次{)ロ 歩 利 銀 排 上 〆
532.35 酉○武野拾占 /
481.05 境地半十郎ru /
524.16 来港 苛三郎/i /
3.000.0 西0多寄日歩拝し内-排上
249B6 / / 日歩貸利銀沸上
3,499,61498100 六月け八日/j七月廿六日i6両潜入銀〆高
〃 〃 入金〆高
〃 〃 入札〆高
右口故沸上〆高
1,7000 晦地半十郎日歩搾 り内へ沸上〆高両替金出〆〟○○上相済分
1 44,4 28.2 97 9815073000616 3,347.ll1302
4.416.6 歩質.娼代相済候分
624.36 水串渦入用与右術門排上相済候分
I.020.0 本庄付利兵衛沸上相済候分
2.754.0 当村魅入沸上相済験分
3,060.0 四〇多吉沸上相済候分
2,550.01 当村等平治沸上相済候分
関山へ御廻し,比贋御厨LOOO
深田村安兵衛凍上相済侯分
800.553,966,000.035135 722 6 35217 6 差 引御旗附較面店
42.565.35 歩質称珪附〆高
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金(霊,栄 ) 銀(君,窪 ) 礼(盟,謡 ) 川 途
13.02 61.623.22 20.400.0 奈良屋源太郎へE]歩二而御tで附
25.096.0 〟 総八へ 〃
8.772.0 〟 太作へ 〃
17,136.0 酉○繁古布門へ /,
13,566.0 本D=_村利兵衛へ /
17,136.0 八iE村.rL.'t桁へ /
13.056.0 姫OjI=三郎へ /
8.088.6 鴨地半十郎へ (/
10,200.0 宮城#介- 〟
5,610.0 西○多吉へ 〃
13.260.0 西○武源治へ /
2,040.0 深田村安兵衛へ /
1.080.8 小川OC)御餌付卯茄入残 り
16,320_0 TrriY'1小十餌碓貸附卯足用陀吃り
4.080.0 新Ffl五ケ村御汗付
20 (i .. 与吉Of賢○〆現nj
四 本表は,商戸家文BL｢天保三年札元奈良崖栄太郎御軌定帖 ｣より作成したものである｡
表3-5-10 文政九年年賦銀取立表
名 前 JiF.艦銀 (匁,分相 ) 名 前 年 賦銀 (匁 ,分厘 )
又 之 助 12,6 小 市 23_29
喜 八 40.0 安 大 夫 10.0
吉 右 衛 門 40.0 民 蔵 12.0
藤 瓶 36,0 民 五 郎 40,0
tri 13,5 長 九 郎 33.0
忠 吉 33.0 伊 介 30.0
又 七 6,0 久 右 衛 門 18.0
勘 三 郎 9.46 万 匹q 郎 8.0
磯 吉 17.0 半 介 ll.0
義 之 介 35.0 宮 七 6.0
81 (]Tl 年 賦銀 (匁 .分嘘 ) 名 前 年 賦銀 (匁 ,分相 )
林 兵 衛 30.0 為 蔵 14.43
円 七 15.0 仁 三 郎 32.0
仲 之 丞 9.2 歯 介 20.0
為 吉 31.6 堤 兵 衛 139.15
宙 左 南 門 20.0 久 六 57.83
卯 之 助 44.59 伊 八 323.56
茂 市 51.2 r^巨 兵 衛 跡 , 5.85
三 之 丞 34.0 兵 治 郎 9.62
千 治 郎 33.0 合 計 1,274.88
蜘 本｡勘ま.高戸家文政 ｢年賦銀取iI_帳 ｣より作成 したものである｡
文化十三年の段階では,札元奈良屋の経営規模はいまだ小さく,銀や銭の用途や取 り引き相手 も
不njlである｡ しかし,文政二年か ら領羊権力のせ瀧 を相当強 く受(-)なが らも,矧 L7j緯常者である鵬
屋'i'I吉と共同で大 きく経営 を拡大 していったようである｡札座 としての活動内容には,壬 に銀札の
発行,愈 ･銀 ･銀札 ･鉄を改めて引 き換える両替的活動,それか ら高利任活動であっT=と思われる｡
金 ･盟 ･銀札 ･鉄の引 き換えには改め料がとられた.ようである.また.札元奈良屋は取引相手から
金銀を借m しているが,反対に貸附菜 もさかんにおこ/i-っており,その利子や寛引 き分 を利益にし
ていたと推察 される｡痛利貸実は禰人相手だけにととまらず,鴨方村や近辺の村々の百姓たらにも
銀の即 付がおこなわれていた ことに も注 目したいO一般に 18世紀以降の血相における商品生産
の発出による摘品流通の展開の成果IこぶEILT=範王怖力が韮本年i5'以外の種 々の請小物成を戯fEL
たため,貸幣納が増 えたことや,金肥が多く紋別されるようになったことなどの現由により,LEi民
の持幣'rA機 はかなり蛸大していた｡だが,貧 しい小出たらの瓜実経営は不安定であ り,滞時ほ解を
稼 ぎ出せるわけではなかったので,彼 らは純利坪に僻鋭することを余儀な くきれたのである｡ 鴨方
村でも,衣3-5-10の㈹文政九年 (1826年 )F年賦銀取立袈Jに示 されているように.多 く
の百姓たらが札元奈良kl_東太郎に桁銀をしている｡奈良堤の右.lJ利貸清さ削ま鴨方村内部に深 く浸透し
ているといえるだ;ノ､う｡
以上 〔2〕～ 〔4〕にかけて述へて きたことか ら.近此後期における石戸家の経営は地主としては
小規模であ り,商菜活動の方に重点がおかれていたのではないかと思われる.庄屋 とい う村役人の
地位を利用 して,小出民に安を貸 しつけたり,未進分の立て替えをおこなって村溶出民を支配する
傍 ら,敬三権力と結束して銀札の発行や両魚 拓利控活動を中心とする札冗経営がかな り本格的に
おこなわれており,それが応戸家の豪農経営を特散づけているといえるだろう｡
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注 釈
(1) 高Fj家文市 21-23
(2) 現鴨方町深田
(3) 現金光町地頭下
(4) 商戸家文啓 ｢帝蒙貸附帳 ｣より作成した｡
(5) 荷戸家文岱｢未進取正帖 ｣(二冊 )より作成 した｡
(6) 深谷克己｢百姓一涙の歴史的梢造 ｣
(7) ｢EJ本史用語辞典｣(相塵界 )
(8) 内藤正中 ｢張政改革の社会的地盤(jJ
(堀江英一編 F'滞政改草の研究』 )
(9) 長光徳和編｢備前 ･備中 ･美作百姓-携史料 ｣(第一巻 )
80 花戸家文tLE136
脚 荷戸家文節240
09苗声家文か47
胸 高p-家文苗 48
84) 高戸家文atl16
参 考 文 献
深谷克己｢百姓一環の歴史的梢造 ｣
内藤正中｢箱政改革の社会的過般(コ｣
(堀江英一編 r藩政改革の研究』)
太田健一｢日本地王制成立過程の研究 ｣
乾 宏巳｢吏盟経営の史的展開 ｣
山崎隆三 ｢江戸後期における忠相経折の発展 と段民分解 ｣(岩波講座 F日本の歴史』 )
津田秀夫｢封建社会解体過程 と地王制の展閲｣(『日本地主制史』)
(幡 圭子 )
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第 4章 人 口 と 集 落
1 人 ロ
(1) 人 口推 移
図4-1-1に鴨方町 の大止 9年か ら現在までの人口を示した. これによれば,鴨方町の人口増
減は4期に分け られることがわかる｡大正9年から昭和15年までの停滞軌 昭和15年から昭和22年
にかけての急増軌 昭和22年から昭和45年までの減少期,そして,昭和45年以降の再急増期 である.
大正9 14昭和5 10 15 2 2 25 3 0 35 40 45 5 0 55
図4-111 鴨方町揺人口と岡山県総人口の推移の比較
(》 人口急増期
1年 ごとの資料がなく,又.第2次世界大磯のため昭和20年に国勢調査が実施 されていない｡そ
のため正確に何年に人口が増加 し始め,終結 したかはわからない. しか し, この人口増加は戦争と
深い関わりがあることだけは確かである.つまり, この時期に人口が増加 したのは,食料増産のた
めの阿部山への入楠などによるものである｡つまり, この人口の急増は戦争が もたらした1つの結果
なのである｡
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② 人口減少期
一般に,向都離村は昭和 30年代以降にみ られる現象であるO しかし,鴨方町では,それより早
くから人口減少が始まっている｡このことに適確な況明を加えることはできない｡しかし,その当
時としては,17,000人を越す人口はすでに飽和状闇にあったとはいえそうである｡阿部山を例にと
っても,Ej本全体の食料事情が比較的良くなってくれば,あのような不便な場所に住む必変性は全
くないのである｡つまり,初期の人口減少は,人口の平準化作m とで もいうべ きものによってもた
らされたと考えられる｡そして,都市部の発展にともない,人口減少に拍車がかかったということ
であろう｡後期の場合は,拳家拡村 ということは稀であり,若者が,進学 .就職によって町を触れ
ることによって人口減少がおこっているOその証拠に1番人口減少が激 しかった唱和35年から昭和
40年にかけてでさえ,世相数は3.490から3.514に増加しているのである｡
③ 人口再急増期
鴨方町の人口増加は,町の過疎歯止め政策に始まった｡その発端は,水道の敷設である｡水の質
は良いが,貴の少なかったこの地に,人EL増加に耐え得る下地ができたのである｡ これにより,町
が住宅淵発計画を誘致,金融公畔の融賢付きで売 り出し,胴和46年,入居がBtJ始されT:のである｡
それ以後 も宅地開発が進み現在に至 っているのである｡
しかし,受け皿が嵯備きれても, 滞要が/<Eければ,人口増加は有り得なかったはずである｡しか
し,地理的に岡山 ･点数 と福山 ･笠岡のLM (こ位関すること,国鉄山陽本線,国道2号線など交通の
便がよい こと,人口の ドー ナツ化現象が進行しつつあること,などか ら人口増加U_)材料はそろって
いたといえよう｡
このように,2つの側血から人口増加はおこっTこのであ -こ｡
(2) 人 口移 動
人口移動は大きくいって,県内移動と県外移動とに分けられる.衷4-1-2に県内移軌 表 4
-1-3に県外移勅をそれぞれ示したoしかし,鴨方町の場合,この分軸は必ず しも適切ではない｡
鴨方町が県の南西部に位隠し,福山市に近いためである｡県外移動をみれば,広島県との移動数が
以多となっているが, この大部分を福山市が占めている.鴨方町にとって.福山市とは特別の市で
あるようである｡その他,移勧数が多いのは,大都市に限られている｡県内で移fJ,IJ数が多いのは岡
山 ･自敷 ,笠岡の三市と同じ坑口郡内で,しかも隣接 している金光 ･布島 .里庄の三町 である｡
人口移動にも,雌離変数と横距変数 (仮に人口規模として もよい )が関係しているようである｡
つまり,距離が近く,機能の糾 ､(人口の多い )都市との移軌 ま多く.逆に,距離が遠 く,機能の
低い(人口の少ない )地域との移動は少ないということである｡
(3) 人 口構 成
図4-1-2-8に他方町の人口ピラミッドを示す｡
ー148-
表4-1-2 転出入先 (県内 )
昭和 58年
転 出 入 先 ヘ 転 出 か ら転 入
開 山 市 67 78
缶 敢 市 123 206
津 山 市 5 10
玉 野 市 2 4
笠 岡 市 53 100
井 原 市 ll 2
捻 社 市 4 13
摘 果 市 2 2
新 見 市 1 4
御 雑 町 1 0
加 茂川川 町 0 1
鵬 戸 町 2 3
LJI 嚇 町 0 2
赤 坂 町 1 0
日 生 町 1 0
和 気 町 1 0
邑 久 町 2 1
灘 崎 町 1 0
早 島 町. 6 1
山 手 村 0 1
倍 音 村 1 0
舶 撒 町 3 1
金 光 町 24 19
寄 島 町 17 32
里 庄 町 24 18
矢 掛 町 1 5
美 崖 町 0 1
ガ 井 町 0 1
i.'l 備 BFI 5 1
有 # BJT 1 0
成 羽 町 2 0
川 上 灯 0 2
備 中 町 0 1
神 郷 町 0 1
哲 西 町 0 1
落 合 町 1 0
飴 野 町 0 1
奈 義 町 0 2
美 作 町 0 1
計 362 515
表4-1-3 転出入先 (県外 )
昭和 58年
転 出 入 先 - 転 出 か ら転 入
北 海 道 0 1
7ー 森 県 0 1
岩 手 県 0 2
宮 城 県 1 2
山 形 県 0 1
埼 玉 県 10 5
寮 京 都 31 14
神 祭 JlI県 12 8
千 兵 県 4 7
新 潟 県 0 1
石 川 県 4 3
福 井 ,uJi 1 0
山 梨 県 1 0
長 野 県 1 1
岐 阜 県 1 1
静 岡 県 2 4
愛 知 県 16 3
滋 fj: 県 1 3
三 重 県 1 2
京 都 府 12 5
奈 良 県 4 1
大 阪 府 40 21
和 歌 山 県 0 1
兵 28 17
鳥 取 県 7 3
島 根 県 3 8
広 島 県 73 78
山 口 県 7 16
香 川 県 9 16
愛 嬢 県 4 14
徳 島 凧 2 3
砧 知 県 0 2
福 岡 県 14 ll
大 分 敗 0 2
宮 崎 料 0 1
佐 fE ,Q 1 0
長 崎 県 1 7
熊 本 県 1 0
鹿 児 島 叔 2 0
沖 枇 県 0 10
計 294 275
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図4-1-2 男女別年齢別人口構成 (昭和25年 )
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図4-1-3 男女別年齢別人口構成 (昭和30年 )
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図4-1-4 男女別年齢人口構成 (昭和35年 )
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図4-1-5 男女別年齢別人口構成 (昭和40年 )
500 500
図4-1-6 男女別年齢別人口構成 (昭和45年 )
図411-7 男女別年fa別人口構成 (昭和50年 )
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図4-1-8 男女別年齢別人口構成 (昭和55年 )
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図4-119 男女別年齢別人口構成 (岡山県昭和55年 )
① 昭 和 25年
これだけをみれば,人口増加型の構成である｡しか し,現実的 には,人口は減少 しているのであ
る｡結局 , この人口相成は戦争による疎組の解せ であり,一時的 な ものであ っTこといわざるを得 な
いo又,戟争の彫智 で25歳以上の男性の人口は女性に比へて少 ないと考 えられるが,40歳以上では
顕著な差はみ られないOへビーブームの彫郷で0-4歳の人口が多 くなるはずであるが, それが顕
著に現れていないo これ も,疎開による,一時的人口密集の彫額 と考え られる.
② 昭 和 30年
昭和25年と変わ ったところは 2点 しかない｡ 1つは,0-4歳の人口が極端に減少 した点である｡
こ こか ら,ベビーブームの終結がは っきr)と読み取れる｡ もう1つは,全休の人口規模が小 さくな
った点であ る. も♭ろん,昭和30年 は昭･fLCZ5年の5年後であるか ら,年齢の ケレ-ドは 1ランク上
- 1 5 2 -
が っているわけである｡具体的にいえば,昭和25年に,0-4歳であった人々は,昭和30年には5
-9歳にな っているのである｡ そこで,昭和25年の0-4歳 と昭和30年の5-9歳のところを霞ね
てみると,全年齢層にわたって,人口が減少しているのか良 くわかるO疎抑 こよる,一時的人口増
加の原動とも呼べる現象であろう｡
③ 昭 和35年
ここでも,昭和30年のときとほとんどIl]JじC･とかいえる｡0-4歳までの人口が安定し,全年齢
層にわT=って,人口が減少している｡多少特徴的な点は,20-29歳の層の人口減少が顕著なことで
ある｡この時期は若年層の向都離村が姶まっT二時朋であり,そのための人口減少であると考 えられ
る｡
◎ 昭 和40年
やはり,全年齢層での人口減少がみられるO そして,20-24歳o:)朋の人口減少が顕著である｡ も
ちろん,5年前には,15-19歳であった人々である｡減少理由は昭和35年時とrLd様であると思われ
る｡しかし,顕背化という点で托日きれもo
⑤ 昭 和45年
ここでも,耶j和40年時と全く同じことがいえるoEす述したことが昭和45年まで継続 していたこと
がよくわかる｡
⑥ 昭 和50年
ここで,人口構成に変化がおこっ(:｡30-54歳 ごろまでの人口が増加に転 じたのである｡ これは,
前述のとおり,宅地開発が活発に行われたためである｡転入してきた層が30-54歳 ぐらいだったこ
とがわかる｡そして.当然ながら,その子供にあTこる,0-9歳までの層 も増加をみている｡ しか
し,依然,20-24歳の屑の減少は著しい｡
⑦ 昭 和55年
昭和50-55年にかけても,盾発な宅地開発が行われ,まTL,頂要 もあったために,昭和50年時の
傾向が持続 している｡ しかも,人口構成は県全体のそれと酷似 しており,一般的人口梢成に近づい
てきたといえる｡ (県の人口ピラミッドを図 4-1-8に示す )
2 駅前素団地の性格
鴨方町 の人口は,昭和45年には,14.968人にまで減少 した｡そこで,町が過疎蛸止め政策とし
てはじめたことのひとつに,鴨方町への団地の誘聾があった｡
鴨方町は,東の水島工業地域,西の福山工芙地域のほほ申個に位匝している｡その うえ.国鉄山
陽本線,国道二母線が近 くを通っているので交通の便 も良 く,両地域への辿勤 も手ごろな距離なの
であるO 従って,環境が良い住宅地,両工芸地域のベッドタウンとして,人口増加を狙 って開発を
おこなっていったのである｡
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表4-2-1は,鴨力町の団地についてまとめたものである｡
表4-2-1 鴨方町の田地の規模
田 地 毛 造成完了年 戸数 (現在の入居数 ) 造 成 面 桜 (m2)
泉 団 地 昭和 45 50(47) 13.650
駅 前 団 地 昭和46 309(289) 139.981
緑 ヶ 丘 団 地 昭和 49 542(512) 230.016
池 ノ 平 甜 地 ula和 49 131(92) 46.284
学 園 団 地 昭和 50 57(48) 18.558
み ど り 田 地 旧和 51 30( 14) 10.788
松 井 E] 地 昭和 51 64(35) 27.677
駅 前 南 EZl 地 昭和 51 10( 7) 4.360
鵬 ケ 丘 団 地 昭和 52 308(220) 108.260
このうら,町か誘致して団地が造Jkきれた ものは,駅前団地,緑ヶ丘団地,鳩ケ丘団地である｡
これらの団地が,鴨方町の人口PjI増加を狙 って昭和45年頃から昭和50年代前半にかけて集中 してい
ることも,造成完了年から読み取 ることができる.
今回は伯方町が誘致をお こなった団地の第-番目である駅的団地に焦点を絞 り.その成立i&程 と
性格を考察 していった｡
(1) 駅前団地の成立
駅前団地は,町の,過疎幽止め政帯の一つである住宅の開発 として造成された｡町が団地 として
適当な区域を決め,岡山県助労音住宅生楢共同組合に呼びかけたのである｡
この団地の造成L両石']は,139.981γ㌦であるが造成前は,農地83.400m2.畑13.500m2,山林原野
42.700†n2.公共用地 (道路など)300m2となっていた｡すなわち.ほとんどが私有地であったわ
けだが,日収は.面接勤労者住宅生宿共同組 合がおこなった. そして,買収にあたっては,町 も協
力し,斡旋をおこな っていった0)である.
造成は,昭和44年から45年にかけておこなわれた｡入居が始 まったのは,46年か らである｡蜜は
一戸建て売りで,平均70坪 という広さであった.また値段も,当時は土地 と建物で400-600万円
という安 さであったっこれは,El収した価格が安かったこと,造成費や詩経班も安 く済んだため.
土地代 220-230万円,建物代240-250万円程度で売ることができたためである｡この安価が購
入の大きな要因となった世帯 もあっ†こ｡しかし,現在蛸入 しようとすれば,1,500-2,000万円かか
るとい うことで,当時の約 3倍にもなっているのである｡
人口をみてみると,昭和49年には,566人 (世帯数 158)であったものが,10年後の昭和59年に
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は,団地が東西に分かれ,乗が 534人 (世帯故 148),西が489人 (世帯数 137)となっている｡
10年間で,人口が1.6倍に もな っているのだ｡
私産は,調査対象地を駅前東臨地に決め,この団地の性格.'r_ついて,調査をおこなった｡調査方
法は, アンケート調賓を実施 しT=｡節約窮EZl地の扱戸数は 148.そのうち,配布枚数 136枚,回
収枚数は 117枚.従 って,回収率は860/Oであるo
(2) 人 口構 成
駅前束甜地の人口は,昭和59年 7月1日現在,男254人,女 280人,合計 534人である｡図4
-2-1は,年齢別男女別人口構成である｡
50 40 30 20 10 0 0 10 20 30 40 50 人
図4-2-1 年翁別男女別人口秩成
この師 こよると,人口構成ははば都市型をホ していることがわかる｡男女共に 40代が蝦 も多く
生産年齢人口が豊富であるCそして, これ らの人々の子 どもが,次に多い 10代を占めていると考
えられる｡このことから,この団地は主として,働 き鮭 りの 40代夫如とその子どもからなる核家
族が圧倒的に多い,ということが言える｡入居当時の30代は,住宅を必製とするライフサイクル
にあったと考えられる｡現在,20代,30代の人口が少ないのはそれから10年経過していること
に加え,枕怯,進学,結婚などによるものであると考えるO
この団地へは,政初の3年 (鴨和 46-48年 )で全体o)約 600/Oが入kt.しているoその後は多
い年で 12世軌 少ない年で0,平均 4世帯 (1年間 )の入居によ')成立しているo(表 412-2)
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蓑 4-2-2 入居時期
入 居 数 耶046 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59
(3) 通勤 ･通学発
表 4-2-3は,駅前東団地の居住所の遜勤通学先を姓計 し, まとめた ものである｡
裏4-2-3 通勤 ･通学先
itLE h通 学 先 鴨 方 倉 敷 福 山 笠 岡 岡 Ll 金 光 井 臓 里 庄 寄 島
人 数 輿 女 盟 衣 輿 女 男 女 男 女 93 女 タヨ 衣 男 女 男 衣
22 42 38 14 34 3 9 17 10 8 2 4 3 0 0 3 0 1
この盤 をみ ると,圧 倒 的 に叱 方,fT教 が多 く,次いで福山,笠岡,岡山の順 となっているO こ
こで,鴨 方, 笠 岡 は女性 が 児性の約2倍 を占め,倉敷,福山は,逆Iこ男性が大孝敬を占めてい る
とい う点に注目してほしい｡ まず,鴨方,笠 f咽であろが, これは, 小学校 , 中学 校 , 高等学校へ
の油学者 と, パー トで勤新 しているエ如屑が含まれているo従 ってこの ような数字Iこなってい ろも
の と考え られるO また,負数,福山では,男性a)工場勤務者が大多数を占めている｡余敷では,水
島IX=一地域-, そして福山では, 日本鋼管への通勤者が多 くなってい る｡ この他,r的LLJ,金光へは,
約半数が高等学校への通学者であ った｡
(41 前任地と入居理由
図4-2-2は,駅前東団地居81着の鮒任地
を災計 し, 円クラフにまとめた ものであ る｡
これを見 ると,県内では倉敷が. 県外では広
島がともに 29世帯で愚 も多 くなっているO次
いで同 じ鴨jj'札内か らで, 20世帯, それか ら,
笠岡市,壁旺町,岡山市の唄 となってい る｡ こ
こで,神奈川県か ら5世帯 とい うのが目にとま
るが, これは.Blllfこある日本鋼哲の系列会社
からの転勤であ る｡
つづいて, この団地への入供理由を菰べた と
ころ,皮 も多かったのが.交血の便が良 く,Bat
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35% 4%
図4-2-2 前 任 地
境 も良い, ということで,全体の 330/Oを占めていたO次いで, 自分の持 ら家がはしいためで,25
%を占めていた｡ この 2つが,二大理由で,あとは,価格が安かったため, (110/o),郷里へ帰
ったため, (90/a),会社の組合の斡旋,(7%),転勤, (40/a),その他, (100/a),であ
った｡
やはり,広島,神奈川をはじめ とする県外か らの入居者は,転勤や,労働組合の斡旋によるもの
が大部分を占めていた｡
(5) r.71地の暮 らし
そTLでは,団地内でのつき合いは, どの樫及おこなわれているのであろうか｡
アンケート調査によると,団地内で, ピクニ ックの様にみんなで出かけることがあるかとい う設
問に, 610/Oが,あるとい う答えであった｡その仲間は,町内会,輸入会,子供会が圧倒的に多数
を占めていた｡やはり,苦い年齢層が多いので, それぞれの仲尚で頻繁につ き合いがおこなわれて
いるようである｡ しかし,反面.みんなで出かけることはない, と答えた もの も39%あった｡ こ
れは, この駅前乗団地0)性格というよりも,EF地の一般的な性格で,つき合いにしば ら11ない｡し
たくなければ,全くつ き合 う必要がない, とい う一面を顕著にあらわしているように思 う｡
また,団地内でのつ き合いは. どうい う鳩随の人選 とb'こなっているかについては, まず近所の
人が圧倒的で, 340/Oを占9)ていた.次いで,了 どもの友人の家が 200/0, それか ら,隙場の同僚,
気の合 う人,趣味が同 じ人が, はば 100/oずつを占めていた｡近所づき合いは どこに住んでいても
あるが,子 どもの友人を泡 して, また.職場の向肘を通 しての家族 ぐるみのつき合いは,1用All.il地
ならではの特色だと思わTLる｡しかし,やは りここで も,つ き合いがない, と答えた家が 9世帯 も
あった｡
そして,職場の同僚とのつき合いの中には敦寿‖司様に往 き来 している, とい う家 も,全体の 10
0/Oを占めてお り, これは,暇緑が強いというこの団地の特色になっていると考えられる｡
つづいて,団地の恭 らしについて,良い点敵い点を聞いてみた｡ これによると,住みやすいと,FLli
う点では,やはり,同年代,同レベルの生悟の人々が多いので,協力でき,気持 ちも通 じ合 う, と
いうものが段 も多かった｡また,田舎はど干渉されす,古いしきたりもないとい う点 もあった.そ
して,環境面では,小首いところIこあり, 日当たりがよいC また,宅地 も広 く,静かf場所にある,
ということもあった｡
住みに くい点は,ほとん どの家が記入 していたが,象かiLfいので干渉される,とい うこと,また,
親和がとれず, 自己中心的になりやすい, とい うことであった｡ また,同等のレベルの人々である
ため,見栄を張っTこり,宗争心を起 こしやすい, とい うもの もあったo
(6) 臥加東団地の性格
駅前粛団地は,大多数が,両親 と子 どもとい う核家族か ら,成 っている｡また,ulJ任地 も北海迫
から九州まで,広 く全国に及んでお り, さまざまfJ地方の人の集合休となっている｡従 って, この
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用地では,血相 よりも,地縁,職縁'Jどの方が強 く,町内会,子 ども会,和人会,趣味o)サークル
などで強 く結ばれている｡団地内でのつき合いでは.田舎はどうるさくなく,町中はど紳助心では
ない, といった樫段で.衰血的には,満足しているようだが,深いところでの結びつきは鼠外Iこ弱
く.お互いが,競争心を持っているようであったO また,41には,入居したものの,近鋲の人々と
なじめず,郡独感を抱いている人 もお り,団地住まいのつ :'l合いのむずかしさも見せつけ られた気
がする｡
今後はやはり,お互いが本苗を出し合い,協力して, この団地を自分選の放れとするようにつ く
り上げてい く必要があるだろう｡
3 過疎化の進む日原地区
(日 は じ め に
一口に日原地区というが,正確には,や浅tj郎鴨方町大字小坂乗手 日原 クとい うことになる.普
た,今回の研死には,弊熟の軒l格上向-･であると判断できる阿知谷を も, 日原地区に含0)ることに
するO阿知谷を日原地LHt含める主たるFt∃由は以下のとお りであるO
調査地域は阿部山の中吸にUtlかれた媒鞄であ り,他の雛落 とは完全に分離 している｡ しか し, そ
の娘熟は,ひとつの典弘ではなくて, 日取と阿知谷 とから形成 されていたのである.また,集落は
連統してお り,いわば.都立社会における同一地点立地熊港 といえる.従 って, この 2地境を別々に
考えることは不合理であるとさえ考えられるo参考O-)ために, 日原地区 (以下, EI原と阿知谷を総
称 してこう呼ぶことにする)の地鼠を示す｡ (図4-3-1)
(2) 日原地区の概要
① 家 系
現在, 日原地区には2つの代表的な姓が存在 している｡拭溝と横山がそれである｡それぞれ 14
位乾 12世相の立地をみてお り,合計すると26世相となる｡ 日原地区の総世帯数が 37である
ことを考え合わせ ると, この数字は特認できる｡また, この地区での第3勢力とも言うべ き,虫明姓
を含めると30世鮮となり, その大半を占めることになる｡ この3つの姓について,それぞれの本
家 .分家関係を解明したかったが,そこまでには至 らなかった｡ しかし,横溝株では,横溝浅- さ
ん宅が,や もとや 'と呼ばれ, また,横構株すべての去守 りな どもしている点か ら,本家であると
雷 われていることがわかった｡横山株では,化し｣_卜保さん宅が古 く,本家であろうと言われている｡
虫明株では,虫明立衛さん宅の屋敷のつ くりが_QI粁 (.あることか ら,本曇であろうと言われている
こともわかった｡また, その他の姓 も,以上 3つ0)家系の分家である可能性が強 く,碓詔のとれた
世帯 もある｡
① 産 業
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士 阿矧J
if lー井谷
図4-3-1 日原地区の集落構成
たばこ畑が-一面に広がっているのがわかる.現在の日原地区の虚業o)中心は,たばこである.同地
区のたばこの生産は,笑に,町総生産編の 70./Oを占めており,鴨方町での主産地 となっている.
現在でこそ,たばこの主産地 となっている同地区ではあるが, そのj=1産は,昭和 12- 13年 ご
ろか ら始まり,本格化したのは, 30年代後半か らである｡それ以前は,養蚕が盛んだったようで
ある｡しか し,時代 とともにその%･姿が低 くな り,より偏利TJたばこが恥入されはじめると様柏は
一変した｡つまり,たばこのニコチンでかいこが死ぬため,両立が不可能とTcI-り,虐政胞家は皆無
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とlfっf:のである｡養鼓の袋辿後 も, ハ y カや排TJどな叔培 してみたようであるO しかし,ハッカ
は水の不足で栽培不能とわか (),桃栽培 も,個和 30年頃は盛んたったらしいが,炭素病が流行 し,
それをきっかけに, 全良家がたばこ栽地一本に絞 ったらしい｡
戯糞以外では,現在,4tLl静とい う少数ではあるが, ソーメンの魁港が行われている｡ しかし,
その他の産業としては,見るべきものは何 もない｡
変わったところでは, この地区の人々は,御前 ･軌按にわたって,行商を行 っているOその髄節
は,東は岐阜か ら,西は九州にまで及んだらしい｡扱 ったものは.天秤棒 ･ソー メ ン ･変かん白田 ･
しゅろほうきlJどであった｡その当時,天秤棒のtE産は, 日原地区の雷Jg-な産箕のひとつであった
らしいO しかし,行鞄や大伴掛のlJi犀 も,モ-タリセーションのEi透 と供に,衰退して,曳有に葦
っているのである｡
(3) 過疎至の実態
日原地区には,現存 37世相が立地 してい
るが,般麻時 (軸中･恥後肋 )には, 54世
料 もの立地があった.架に, 17他幣 もの叔
少があったわけである｡u=Hき取 り調査によっ
て得 られた軒JIRを衷4-311に示すO これ
によれば,nf村は, 30年代以降に始まった
といえる｡ しかし, その形態には,年代ごと
に差巣かみ られるO従って,年代別に解説す
る｡
① 職和 30年代
離村は, この時朋から軸智化して くるo し
か も,そのほとんどが等家離村であった｡
① 昭和 40年代
離村の巌盛期ともいえるO挙家離村は30年
代並みに行われている｡しか も,全国的に若
年層の向部離村が顕著化した時期であり,そ
うい う傾向が, この地区においてもみ られる｡
③ 昭和 50年代
筆家離村の形態をとっているようだが,失
蓑4-311 転出者一覧表
氏 名 転出先 転JI3時脱 転 出 理 由
舷構A 土井谷 昭56年
/ i-3 30咋代
〃C 土井谷 49年 ○
/ r) 30年代 老齢のため
〃 E b EE 30年代
/ F 玉 島 30年代 ○
〃 G 玉 島 20年代
/y日銀 京 30年代
横山Ⅰ 倍 音 45年頃 0
〟 J 金 光 50年 C)
/ K 昏 軌 52年
/ L 土井谷 55年 息子をたよって
虫明M 玉 島 55年 ○
〃 N 土井谷 56年 土砂崩れ
〃 0 北海道 48年頃
P 本 庄 48年 火勢
○ 通勤 .通学の不良き
はそうではない｡ この時肋の離村の場合は,
そのほとんどは,老人世帯のそれであった｡
つまり,息子末娘は仕T_]jtのため,それ以T]'Lに転出 しているのであるO老人tR.軌 ま息子夫婦をたよっ
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て転出しているだけなのである｡ しかし,老人だけとはいえ,1世帯には変わ りがlJいため,いか
にも挙家触村が行われたように思えるのであろ｡
(4)過疎の要因
過疎化が進む理由は多 く考えられるC しかし,そのいづれも'不便 Oという冨典に姿約できる｡
従って,比較的近麟地域への移動が多いO便利さ,快適さを求めているのであるQその最たるもの
は,通学であろう.C,'職 約 250mであるOパスが走っているわけではないOそれをふ もとの十井
谷までお りなければ,中学投はおろか小学投 もIJいO子 どもの足で毎 日そこを過 うというのは並た
いていのことではないだろう｡
また,店は1軒 もなく,魚屋と雑貨屋が過2-3日くるだけである｡水道 もなく,井戸水が利用
されている.そのため,赤リの大流行などもあったらしい.前述 したように,めぼしい産業 もないO
従って,過疎地城とTJることは当然 ともL弔える.
(板倉 宏 ･坪井聡江 )
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第 5章 交
1.近 世 の 交 通
鴨方往来は,江戸時代において備前岡山潜
(木津 )と支価をつなぐ連絡路として重要で
あった｡支津とは,現在の倉敷市桁の北部に
位疋した生坂津と,鴨方町にあった鴨方帯で
ある｡
鴨方従来は,その起点を岡山 ･栄町 (現在
の表町 2丁目)として西に伸び,途中,生坂
滞方面へ枝分れしながら小田県庁 (現在の笹
岡東小学校 )に至った｡(図5-1-1参働)
鴨方町において鴨方往来は,金光町地頭下
から町内に入 り,町内を川手,本町*2,鴨方
西,高岡と経て,里庄町へと抜ける｡往来に
は現在 も当時の史桁や建造物が数多く残って
いるoそれらのうちのいくつかを以下に挙げ
てみf二｡
(7) Jili' 夜 燈
｢金毘艶｣と彫られている.かつて砧梁川に沿
って出謹大社から讃岐の金毘緋へ血ずるルート
となっていたことから, こう彫 られたと言われ
る｡また,地元の故老によると,約250年前
(安永年間 ),当時まlf榔戸内海が六条院の付
近までせまっていたことから,瀬戸内海側の縫
合として設任されたのではないか, とも詣され
ている｡
(イ) 璃鞄屋の辻
鴨方川にかかる土憶の西のたもと,大将*)
(現在は切り株だけが残っている)のある所が,
満悦かき(雲助 )のたまり場であった｡ ここで'
将棋などをしながらのんびりと客待ちをしたと
言われる｡現在 も伝わる爾而かきの名に ｢伊佐
過
(ji沢 背 r岡山の文油Jより)
図5-1-1 近世の主要道路と宿駅
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写5-1-1 往古の打続
(鴨方町鴨方川手 )
さ｣,｢左十き｣がある｡
(ウ)旅 冊 屋
往来が址 も盛況であった頃には,鴨方の宿場には少なくとも3-4軒の旅離屋があった｡
･佐波水 仙 現在 も佐渡屋旅館として受け継がれている｡徽永nJ:]敏氏宅｡
･とぎ屋 ･- 木質宿として営まれていたO現在その跡は南井美容院になっている｡
･鹿 屋 .･-とぎ屋の隣｡現在,小林典雅店の倉蹄のある位配である｡
(エ) 仮 本 陣
｢鴨方に出来すぎたる 大大根,紫罪 落すが 阿部の先生 Jという故車がある｡鴨川にかかる
土橋の東話の南側に南府屋の屋号をもつ古い家があるO こ この玄関先で,#末(1864年 )寄島の
侠客 ･出来島庄道を鴨方漕武術指南役 ･阿部右軒次が手討ちにしたという-rftl午のあっTこところであ
る｡現在は東側の母屋がなくなり,鹿と玄出を残すのみとなっているO
(オ) 陣 屋 跡
池田氏の所領であった鴨方津には陣屋がおかれていた｡場所は,現在の児住教会所のあるところ
である｡
(刈 道 標
往来沿線の寺社-の方向を示す道標が所々にたてられているo前述の僅夜焔と甲別ILを鵬てて反対
側の岸を数十メートル下った所には大川神社への通棟がある(もともとは土橋よりも北側にあった
が洪水で流されたと言われている)｡往来が陣
屋跡の手前で南-折れて徳田正紘氏宅付近でさ
らに南西-分岐していく｡ この分岐点には 1一石
かきをか 小をの他｣と刻まれた道標がある
(写5-1-2)｡この他にも,往来から離れ
て,国道 2号線より南 ･六条院中には天台宗明
王院を案内する道標*9馴 まじめ多くの道断 ;あ
って,当時の旅人に便宜を図ったと思われる｡
当時の交通を物語る史料として ｢鴨方領明細
帳｣がある(『倉敷市史』M に収職されている)0
この中では ｢大師｣ として ｢剛 1ヨリ備中笠岡
へ之待避道｣を挙げて,その握軌 距離にひき
続いて次のように記されている｡
河村庄鴨方村から
一 席 次 鴨方村
駄賃 西阿知へ 三塁半輪三丁 百五括九文 写5-1-2 笠岡への道棟
(鴨方町鴨方鴨方酉 )
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笠岡へ 二q?=十五J~ 九十七文
から尻 西阿知へ 百売文
詑岡へ 六十弐文
人足 西阿知- 七十七文
AtT岡へ 四十八文
この道筋が多くの人たちに利用されたことが察せられる｡
明治時代にはいってからも,この往来は人々のlTi重な交通路であっT=｡明治 24年 (1891年 )
LLIF易鉄道が笠岡,きちに柚_lTにまで伸びて,鴨方駅が雨の六条院で営業を脱胎するようになってか
らは,徐々にこの往来はきびれていった一,
*1 大榎について
鴨方往来の所々にも一里塚が残っている(写6-1-3金光町占見,大宮神社前の一里塚参照 )0
写5-1-3 鴨方往来の一里塚
鴨方町内においては-塵塚は見たらないが,初述した璃範の辻にあった大将がそれにかわるもので
あると思われる｡もともと段は松と同敵 こ-里子かこ飢えられる木で,旅人に木陰を提供するととも
に,塚の崩懐を防ぐねらいもあっf=という｡この鰹も,川のlR防を強化するという現実的道味をも
つ一方,町の入口にあって旅人に宿到若をZlS･けるものだったであろうoちなみにこの投のある位同
は,前掲の金光町内の一里塚からちょうど半里にあたっているのであるO
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*2沿道には格子戸のある古い家並みが残っている｡
写5-1-4 鴨方往来(本町付近 )
*3｢右十六番明王院六丁半,四条原二十八丁,安合一曳十二T,南柑一里とT｣との刻字が
ある｡
写5-1-5 明王院への道楳
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2.道 路 交 通
(l) 鴨方町の主要道
鴨方町の中心部 (役均付近 )から,笠岡まで 11km,府政まで 21km,福山まで 26kmの道のり
である｡こうした近郊衛星都市に似た機能をもつ鴨方町にとって,交通のiE塵性は大変高いもので
ある｡
図5-2-1 鴨方町の主要交通路
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蓑5-2-1 叫方町の主要交通路
＼ 路 線 名 町内キロ樫
a①② 国鉄 山陽新幹線附本線道 2号繰 2.95 帖艮 10m,舗装率 1000/o
③ 山隣自動中道 7.13 昭和 63年朗過予定
㊨ 拍道 鴨 方-矢 掛 緑 14,8 f備南- 広域- 道
㊨ / 地 頭 上-矢 掛 線 12.8⑥/関 戸-金 光 線 ll.6
㊨ 〃 鴨方停車場似 0.4
㊦ / 東 安 食-鴨 方 線 5.2
@ 〃 地 頭 上-笠 岡 線 12,8
/y小 坂 西 '青 島 線 7.1
㊨ /六 条 院 乗-里 庄 繰 5.5
① / 小 坂 四一六衆院r-Ll線 2.4
⑨～③,④～①は川中の記馴こ一致｡※総延長
任) 国 道
鴨方町内を東西に周 く国道2弓･線は,県内主要交武備姻随一の道路であり,鴨方町においても虚
要li役割を栄していることは旨うまでもない｡しかし,幅Ll偶成は増大する輸送稲要に十分対応す
ることができず,朝夕渋滞することが多い｡この間組に対 して,町は県とともに国にはたらきかけ
て,バイパス効果をもたらすであろうLl｣陽自動車道の早期完成,玉島笠岡有料適職の建設促進を要
望してきた｡
C2) 県 道
鴨方町内の県道は総延長約 72.6kmである｡しかし,幅員は狭いところで3m台の区間 もあって,
通行串柄の大)ig.化にともなって許容限界に連 していると言える｡ これについては,地成上一笠岡線
早,栄安倉-鴨方鰍のように,従釆よりも幅Llを拡張 した脱道付け替え,いわゆる広域農道にして
格上げ的な扱いをするなとによって対応してきた｡
･広域宮脇EB地JEi道
福山･fi敷両市の近郊化しT:鴨方町は,住宅団地を造成するなどして盛業にあまり力が注がれて
いなかったOしかし近年は1億必備としての腿道の盤肺が計画 ･実施された.
天文イチゴ ･白桃といった特持物流血の円滑化をはかって,｢ビーチロ-ド｣ として皿林省に申
し入れて,県営広域宮脇団地段通姫僻当T某の同意吐Fが昭和45年に作成された｡Iql発出の 100/Oは
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鴨方町の負担で,残りは同の融資金 ･補助金と岡山県耕地裸の予算とで賄われた｡昭和 53年に着
工きれ, 58年の完了後は町の管理となっているo
③ 山陽自動車道
本四架橋工科 ま,昭和 63年の完成番目府して現在進行中である.これにあわせて山隈全域の交
通網も,より体系的 .有機的に迎終されるように盤僻がすすんでいる.その一躍として山拐自動中道
の建設が位殴づいているといえるo鴨方町内においては宮ノ脇付近にインターチェンジが建設され
る予定で, これを中心に流通選頻施農が進山してくることも予想されている.
山陽自励草道は,全体を6区r馴こ分割し,その筋 1区として昭和 57年7月に着=した｡ 58年
末の段階では橋梁下部のピアが完成したところで.昭和 63年春の開通を予定している｡
写5-2-1 鴨方 IC建設地
(2) バ ス 交 通
鴨方町内では,国道 2母線のみに路線をもつ悶飲バスと,国道2号線とその他の主要道をカバー
する井笠鉄道株式会社とがある｡ここでは,町食塊に路線網を広げて町民にとってより親しみある
注1)井笠鉄道㈱のバス路線と,その利用状況を中心に報告したい｡
鴨方町内におけるバス路線の常菜の歴史は昭和初期に遡る｡井笠鉄道㈱が乗合自助串の経営
を始めたのは大正 14年で,笠間一一井原- 矢掛という哨酌が主要路緑であった｡間和になって,
小川自動車と合併し,中僻合同自動串会社となり,乗合自動串経営の拡張期を迎えた｡ この時朋は,
岡山県の全体的慎向として自嘲宰相送 (トラック皆兵も含む)の中小会社の統合期と言え,同時に
各社による以下路線区画の原形が形成きれた｡r_うした中で,ITB和 12年に非笠鉄道会社による笠
岡一金光線が常襲を始めたわけである｡
しかし,昭和 10年代は大朝前の困難な時であり,かノリン統制 (昭和 13年 )が直操的な輿横
となって富岡一 鴨方一 金光線は耶和 13年から運休となった｡
大戦後の混乱 もやっとおさまりかけた昭和 27年にガソリン統制が撤廃されて,再びバス経営の
成長期を癖することになる.さらにその後は瑞旺経済成長の波にのって,路線数,雌数とも増え,
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